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【変更履歴】

変更
番号

バージョン
変更日

変更内容

1
Ver1.00

新規作成

-

5
Ver1.04

受領、受領訂正
数量合計の設定要領を修正

2016/9/26

2
Ver1.01

発注メッセージの2種類について説明書きを追加

2016/7/23

3
Ver1.02

4
Ver1.03 全てのシート

受信者ID、送信者・最終受信者・直接受信者ステーションアドレスの項目活用方法の補足説明
「振分コード」を「営業区分」に変更2016/8/5

標準CSVﾚｲｱｳﾄ（発注_ﾚｶﾞｼｰ）、標準CSVﾚｲｱｳﾄ（発注）
直接納品先納品日、最終納品先納品日の設定要領を追記

2016/8/4

6

Ver1.05
出荷
直接納品先納品日、最終納品先納品日について店着日になることの注意書きを追記
標準CSVﾚｲｱｳﾄ（発注）
自由使用欄、自由使用欄半角カナ、商品名の新規の項目利用方法の記載修正
全てのシート
サンプル値と使用桁数の適正化

2016/9/30

7
Ver1.06

取引番号（発注・返品）
週間発注時の伝票番号についての記載を削除

2016/11/28

8

Ver1.07
出荷
仮伝フラグの項目利用方法を追記
賞味期限の項目利用方法を追記
製造日の項目利用方法を追記
製造番号の項目利用方法を追記

2017/11/27

9
Ver1.08 法人コードの追加

　4157:UDリテール株式会社
　4158:WITHDOIT株式会社2017/12/28

10

Ver1.09
標準CSVﾚｲｱｳﾄ（発注_ﾚｶﾞｼｰ）の以下項目を修正
・直接納品先名称、直接納品先名称カナ、
　最終納品先名称、最終納品先名称カナ、
　計上部署名称、計上部署名称(カナ)
　⇒伝票ヘッダー.店舗名から「TEST」固定に変更
・商品名、商品名（カナ）
　⇒伝票明細.商品名から"TEST"＋伝票明細.商品名に変更
標準CSVﾚｲｱｳﾄ（支払）を追記

2018/6/27

11
Ver1.10

出荷の欄外に原単価の注意書き（コメント）を追加

2018/11/1

12
Ver1.11

法人コードの追加
　4159：株式会社富士屋商事

2019/1/9
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【変更履歴】

変更
番号

バージョン
変更日

変更内容

13

Ver1.12
法人コードの追加
　4160：株式会社橘百貨店
法人コードの削除
　3201：ドイト株式会社
　4158：WITHDOIT株式会社
　4155：株式会社ライラック

2020/8/13

14
Ver1.13

表紙レイアウトの変更

2021/3/30

15
Ver1.14

法人コードの削除
　4156：株式会社ダイシン百貨店

2022/2/15

<3>



CSV階層構造イメージ

# CSVイメージ スキーマイメージ

1 ■ 発注・受領・受領訂正・支払
S-1

SBDH メッセージ情報 ファイルヘッダ 取引ヘッダ 明細 A-1
S-1 A-1 B-1 C-1 D-1 B-1
S-1 A-1 B-1 C-1 D-2 C-1
S-1 A-1 B-1 C-2 D-3 D-1
S-1 A-1 B-1 C-2 D-4 D-2
S-1 A-1 B-1 C-2 D-5 C-2
S-1 A-1 B-2 C-3 D-6 D-3
S-1 A-1 B-2 C-3 D-7 D-4
S-1 A-1 B-2 C-3 D-8 D-5
S-1 A-1 B-2 C-3 D-9 B-2

C-3
D-6
D-7
D-8
D-9

2 ■ 出荷伝票
S-1

SBDH メッセージ情報 ファイルヘッダ 取引ヘッダ 明細 出荷荷姿情報 A-1
S-1 A-1 B-1 C-1 D-1 B-1
S-1 A-1 B-1 C-1 D-2 C-1
S-1 A-1 B-1 C-2 D-3 D-1
S-1 A-1 B-1 C-2 D-4 D-2
S-1 A-1 B-1 C-2 D-5 C-2
S-1 A-1 B-2 C-3 D-6 E-1 D-3
S-1 A-1 B-2 C-3 D-7 E-2 D-4
S-1 A-1 B-2 C-3 D-7 E-3 D-5
S-1 A-1 B-2 C-3 D-8 B-2

C-3
D-6

E-1
D-7

E-2
E-3

D-8

3 ■ 出荷梱包（紐付けあり） S-1

A-1

SBDH メッセージ情報 ファイルヘッダ 取引ヘッダ 梱包内容 明細 ITF情報 欠品情報 B-1
S-1 A-1 B-1 C-1 D-1 E-1 C-1
S-1 A-1 B-1 C-1 D-1 E-2 D-1
S-1 A-1 B-1 C-1 D-2 E-3 E-1
S-1 A-1 B-1 C-1 F-1 E-2
S-1 A-1 B-1 C-1 G-1 D-2
S-1 A-1 B-1 C-2 D-3 E-4 E-3
S-1 A-1 B-1 C-2 D-4 E-5 F-1
S-1 A-1 B-2 C-3 F-2 G-1
S-1 A-1 B-2 C-3 G-1 C-2

D-3
E-4

D-4
E-5

B-2
C-3

F-2
G-1

4 ■ 出荷梱包（紐付けなし） S-1

A-1

SBDH メッセージ情報 ファイルヘッダ 取引ヘッダ 梱包内容 明細 ITF情報 欠品情報 B-1
S-1 A-1 B-1 C-1 D-1 C-1
S-1 A-1 B-1 C-1 E-1 D-1
S-1 A-1 B-1 C-1 E-2 E-1
S-1 A-1 B-1 C-1 F-1 E-2
S-1 A-1 B-1 C-1 G-1 F-1
S-1 A-1 B-1 C-2 D-2 G-1
S-1 A-1 B-1 C-2 D-3 C-2
S-1 A-1 B-2 C-3 E-3 D-2
S-1 A-1 B-2 C-3 F-2 D-3

B-2
C-3

E-3
F-2

5 ■ 値札
S-1

SBDH メッセージ情報 ファイルヘッダ 取引ヘッダ 明細 バーコード 印字内容 A-1
S-1 A-1 B-1 C-1 D-1 E-1 B-1
S-1 A-1 B-1 C-1 D-1 E-2 C-1
S-1 A-1 B-1 C-1 D-1 F-1 D-1
S-1 A-1 B-1 C-1 D-2 E-3 E-1
S-1 A-1 B-1 C-2 D-3 E-4 E-2
S-1 A-1 B-1 C-2 D-3 F-2 F-1
S-1 A-1 B-1 C-2 D-3 F-3 D-2
S-1 A-1 B-2 C-3 D-4 E-5 E-3
S-1 A-1 B-2 C-3 D-4 F-4 C-2

D-3
E-4
F-2
F-3

B-2
C-3

D-4
E-5
E-4

未使用

未使用

未使用
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流通BMSスキーマバージョン

V1.3
Ver1.14

※1：並行テスト時のみ、各パートナー様向けに発生している現行のDDS（固定長データ）を元に、本シート記載のマッピングのCSVデータをお送り致します。

利用
有無

現行の
項目名

サンプル値
※

使用
桁数

新規の項目利用方法 現行の項目活用方法

SBDH
1 ヘッダバージョン 必須 文字 4 可変 SBDHバージョン ○ - 1.3 3 "1.3"固定

2 送信者ID 必須 文字 13 可変 送信者を示すID。取引先と相談のうえ、独自コードあるいはGLNを使って送信者IDを決定し入力す
る。

○ - 4573440480009 13 GLNコード PPIHグループのGLNコード値

3 送信者ID発行元 必須 文字 4 可変 送信者IDがコードの場合は、"CODE"、GLNの場合は”GLN"と入れる ○ - GLN 3 "GLN"固定

4 受信者ID 必須 文字 13 可変 受信者を示すID。取引先と相談のうえ、独自コードあるいはGLNを使って送信者IDを決定し入力す
る。

○ ファイルヘッダー
直接送信先

00010300 8 取引先コード(6桁)＋
"00" or 営業区分(2桁)を設定

当項目単位でデータを振分
(振分条件)

5 受信者ID発行元 必須 文字 4 可変 受信者IDがコードの場合は、"CODE"、GLNの場合は”GLN"と入れる ○ - "CODE" 4 "CODE"固定

6 規格 必須 文字 12 可変 ドキュメント規格 ○
-

SecondGenEDI 12 "SecondGenEDI"固定

7 XMLメジャーバージョン 必須 文字 4 可変 XMLのメジャーバージョンを入力。 ○ - 1P 2 "1P"固定

8 インスタンスID 必須 文字 80 可変 ビジネスメッセージの一意識別。英数字を使い40文字程度のユニークIDを生成し入力する。 ○ - 2016022121300000
0

17 システム日時(YYYYMMDDHHMMSSYYY)

9 メッセージ種 必須 文字 255 可変 ビジネスメッセージの種別。メッセージのタイプを示す名称を入力する。 ○ - Order 5 "Order"固定

10 複数タイプ 任意 ブール値 5 可変 × - "" - 空欄

11 データ作成日時 必須 日時 14 可変 メッセージ全体の作成日・時間 ○

-

2007-11-
24T12:00:00

14 システム日付(YYYY)＋"-"＋システム日
付(MM)＋"-"＋システム日付(DD)＋"T"
＋システム時刻（HH）＋":"＋システム
時刻（MM）＋":"＋システム時刻（SS）

12 テスト区分タイプ 任意 文字 13 可変 ○
-

固定：
"Communication"

13 テストの場合のみ使用 パートナーコードで判断し
日立でセット

13 テスト区分インスタンス識別子 任意 文字 4 可変 ○
-

固定："Test" 4 テストの場合のみ使用 パートナーコードで判断し
日立でセット

14 テスト区分識別子 任意 文字 1 可変 ○
-

固定："1" 1 テストの場合のみ使用 パートナーコードで判断し
日立でセット

15 最終送信先タイプ 任意 文字 13 可変 × - "" - 空欄

16 最終送信先インスタンス識別子 任意 文字 13 可変 × - "" - 空欄

17 最終送信先識別子 任意 文字 13 可変 × - "" - 空欄

メッセージ情報

18 メッセージ識別ＩＤ 必須 文字 MAX80 可変 メッセージ識別。SBDHのInstanceIdentifier入れた値の先頭に”MSG-”を足す ○ - MSG-
20070221213000

18 "MSG-"＋インスタンスＩＤ BMS規約

19 送信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場合
に使用する。

○ ファイルヘッダー
最終送信先

99999900 8 そのままセット

20 最終受信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場合
に使用する。

○ ファイルヘッダー
最終送信先

99999900 8 そのままセット

21 直接受信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場合
に使用する。

○ ファイルヘッダー
直接納品先

88888800 8 そのままセット

22 取引件数 任意 数字 MAX7 可変 このﾒｯｾｰｼﾞに含まれている取引番号の数。現状は伝票枚数になる。取引先ﾍｯﾀﾞ単位の伝票枚数。 ○ - 50 MAX7 伝票数をカウントして設定 伝票数をカウントして設定

23 システム情報　キー 任意 文字 13 固定 × - "" - 空欄

24 システム情報　値 任意 文字 13 固定 × - "" - 空欄

ファイルヘッダ

25 XML内容バージョン 任意 文字 MAX20 可変 XMLのcommonのバージョン。 ○ - 1.3 3 "1.3"固定

26 XML構造バージョン 任意 文字 MAX20 可変 XMLのメッセージのバージョン ○ - 1.3 3 "1.3"固定

27 XML拡張情報名前空間 任意 文字 MAX80 可変 XML拡張に入っている構造のnamespace × - "" - 空欄

28 XML拡張情報バージョン番号 任意 文字 MAX20 可変 XML拡張に入っている構造のバージョン × - "" - 空欄

29 支払法人コード 必須 数字 MAX13 可変 商品の支払を行う小売企業(会社）を表す独自コード。通常は「発注者コード」と同じ値が入る
が、小売側がグループ内に複数事業会社を持ち、仕入会社と支払会社が異なる場合には、それぞれ
で異なる会社コードが入る。

○
伝票ヘッダー
法人コード

3330 4 そのままセット 3104：株式会社長崎屋
3330：株式会社ドン・キホーテ
4157：UDリテール株式会社
4159：株式会社富士屋商事
4160：株式会社橘百貨店

30 支払法人GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品の支払を行う小売企業を表すGLN。通常は「発注者GLN」と同じ値が入るが、小売側がグループ
内に複数事業会社を持ち、仕入会社と支払会社が異なる場合には、それぞれで異なるGLNが入る。
GLNを使用しない場合は「０」固定。

○ -
0 1 "0"固定

31 支払法人名称 任意 文字 MAX20 可変 「支払法人コード」の名称。 × - "" - 空欄

32 支払法人名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「支払法人コード」の名称（半角カナ）。 × - "" - 空欄

33 発注者コード 必須 数字 MAX13 可変 商品の発注を行う小売企業を表す独自コード
○

伝票ヘッダー
法人コード

3330 4 そのままセット 支払法人コードと同様

34 発注者GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品の発注を行う小売企業を表すGLN。GLNを使用しない場合は「０」固定。 ○ - 0 1 ０固定

35 発注者名称 任意 文字 MAX20 可変 「発注者コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用。

○ -

"D.Sﾄﾞﾝｷﾎｰﾃ" MAX20 発注者コードを元に
右記の通り固定値
半角(全角混在不可)でセット

3104→"ﾅｶﾞｻｷﾔ"
3330→"D.Sﾄﾞﾝｷﾎｰﾃ"
4157→"UD ﾘﾃｰﾙ"
4159→"ﾌｼﾞﾔｼｮｳｼﾞ"
4160→"ﾀﾁﾊﾞﾅﾋｬｯｶﾃﾝ"

36 発注者名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「発注者コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで、仕入伝票を作成する必要がある場合、あ
るいは社内帳票を作成する際の名称表示に使用。

○ -

"D.Sﾄﾞﾝｷﾎｰﾃ" MAX20 発注者コードを元に
右記の通り固定値
半角(全角混在不可)でセット

3104→"ﾅｶﾞｻｷﾔ"
3330→"D.Sﾄﾞﾝｷﾎｰﾃ"
4157→"UD ﾘﾃｰﾙ"
4159→"ﾌｼﾞﾔｼｮｳｼﾞ"
4160→"ﾀﾁﾊﾞﾅﾋｬｯｶﾃﾝ"

取引ヘッダ
37 取引番号(発注・返品) 必須 数字 MAX10 可変 小売側が受注者に行う発注、返品の単位。　伝票番号と同一。"00"＋伝票番号＋C/D

○
伝票ヘッダー
伝票番号

224721408 9 そのままセット

38 取引付属番号 任意 数字 MAX10 可変 取引番号以外で当該取引に意味を持たせる必要がある場合、1取引番号毎に付番。(例：客注番号、
外注番号、特売企画NO、返品許可証番号、返品の元伝NO、配達伝票番号など) ○ 伝票ヘッダー

処理番号

003 3 そのままセット

39 直接納品先コード 任意 数字 MAX13 可変 卸／メーカーが商品を納品する場所（小売の物流センター、店舗）をあらわす独自コード。小売側
が指定。アパレル・生鮮商材以外の場合、必須項目となる。

○
伝票ヘッダー
店舗コード

000907 6 そのままセット 物流センタ利用時：物流センタコード(6桁)
店直利用時：店舗コード(5桁)
をセット

40 直接納品先GLN 任意 数字 MAX13 可変 卸／メーカーが商品を納品する場所（小売の物流センター、店舗）をあらわすGLN。小売側が指
定。GLNを使用しない場合は「０」固定。アパレル・生鮮商材以外の場合、必須項目となる。 ○ -

0 1 "0"固定

41 直接納品先名称 任意 文字 MAX20 可変 「直接納品先コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用する。 ○ - "TEST" MAX20 "TEST"固定
42 直接納品先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「直接納品先コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使

用する。
○ -

"TEST" MAX20 "TEST"固定

43 最終納品先コード 必須 数字 MAX13 可変 最終的に商品が納品される場所（小売の物流センター又は店舗）をあらわす独自コード。小売側が
指定。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字　等に使用する。 ○ 伝票ヘッダー

店舗コード

01013 5 そのままセット 店舗コードをセット

44 最終納品先GLN 必須 数字 MAX13 可変 最終的に商品が納品される場所（小売の物流センター又は店舗）をあらわすGLN。小売側が指定。
GLNを使用しない場合は「０」固定

○ -
0 1 "0"固定

45 最終納品先名称 任意 文字 MAX20 可変 「最終納品先コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字等に使用する。 ○ - "TEST" MAX20 "TEST"固定
46 最終納品先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「最終納品先コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字に使用

する。
○ -

"TEST" MAX20 "TEST"固定

47 計上部署コード 必須 数字 MAX13 可変 商品が納品されることにより債権・債務関係が発生する場所（小売の物流センター、または店舗）
を表す独自コード　「直接納品先コード」または「最終納品先コード」のいずれか。 ○

伝票ヘッダー
店舗コード

01013 5 そのままセット

48 計上部署GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品が納品されることにより債権・債務関係が発生する場所（小売の物流センター、または店舗）
を表すGLN。「直接納品先GLN」または「最終納品先GLN」のいずれか。GLNを使用しない場合は
「０」固定

○ -
0 1 "0"固定

49 計上部署名称 任意 文字 MAX20 可変 「計上部署コード」の名称。 ○ - "TEST" MAX20 "TEST"固定
50 計上部署名称(カナ) 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「計上部署コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票作成の際に名称表示に使用する ○ - "TEST" MAX20 "TEST"固定
51 陳列場所コード 任意 英数 MAX13 可変 小売の商品陳列業務のために、納品の括りを分けてもらう単位。売場通路no、商品分類、等意味は

当事者間で設定。 × -

"" - 空欄

52 陳列場所名称 任意 文字 MAX20 可変 「陳列場所ｺｰﾄﾞ」の名称。取引先にSCMﾗﾍﾞﾙ等に印刷してもらう場合にｾｯﾄ。 × - "" - 空欄

53 陳列場所名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「陳列場所ｺｰﾄﾞ」の名称(半角ｶﾅ)。取引先にSCMﾗﾍﾞﾙ等に印刷してもらう場合にｾｯﾄ。 × - "" - 空欄

54 請求取引先コード 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の商品代金請求を小売に対して行う企業を表すｺｰﾄﾞ。通常は「取引先ｺｰﾄﾞ」と同じ値が入
るが、受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場
合はその1社の取引先ｺｰﾄﾞがｾｯﾄされる。※請求ﾚｽの場合のみ省略可

○ 伝票ヘッダ.取引先コー
ド

000105 6 そのままセット

55 請求取引先GLN 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の商品代金請求を小売に対して行う企業を表すGLN。通常は「取引先GLN」と同じ値が入る
が、受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場合
は、その1社の取引先ｺｰﾄﾞがｾｯﾄされる。(決済用ＧＬＮ)　※請求ﾚｽの場合のみ省略可

○ -

0 1 "0"固定

56 請求取引先名 任意 文字 MAX20 可変 「請求取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称。 ○ 伝票ヘッダ.取引先名 "ﾃｽﾄﾄﾘﾋｷｻｷ" MAX20 そのままセット

57 請求取引先名カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「請求取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。 ○ 伝票ヘッダ.取引先名 "ﾃｽﾄﾄﾘﾋｷｻｷ" MAX20 そのままセット

58 取引先コード 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の受注～出荷～納品を行う企業を表すｺｰﾄﾞ。通常は「請求取引先ｺｰﾄﾞ」と同じ値が入る
が、受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場合
には、個々の企業の取引先ｺｰﾄﾞをｾｯﾄ。したがって請求取引先ｺｰﾄﾞとは異なる値が入る。頭"0"＋取
引先ｺｰﾄﾞ

○
伝票ヘッダ.取引先コー
ド

000105 6 そのままセット 仕入先コードを設定

59 取引先GLN 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の受注～出荷～納品を行う企業を表すGLN。通常は「請求取引先GLN」と同じ値が入るが、
受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場合に
は、個々の企業の取引先GLNをｾｯﾄ。したがって請求取引先GLNとは異なる値が入る。

○ -

0 1 ０固定

60 取引先名称 任意 文字 MAX20 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。 ○ 伝票ヘッダ.取引先名 "ﾃｽﾄﾄﾘﾋｷｻｷ" MAX20 そのままセット

61 取引先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。 ○ 伝票ヘッダ.取引先名 "ﾃｽﾄﾄﾘﾋｷｻｷ" MAX20 そのままセット

62 枝番 任意 英数 MAX2 可変 同一取引先ｺｰﾄﾞ内で、取引ﾃﾞｰﾀを分けて管理する必要がある場合に当事者間合意の上で使用。(小
売側が設定)

〇 伝票ヘッダ.決済条件
1 1 空欄 1：掛け　2：現金

63 出荷先コード 任意 英数 MAX4 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」＋「枝番」のくくりの中で、さらに取引ﾃﾞｰﾀを分ける必要がある場合に当事者間合
意の上で使用(小売側が設定)"000"＋取引先ﾌﾛｱ × -

"" - 空欄

64 出荷場所GLN 任意 数字 MAX13 可変 取引先の出荷拠点を表す、取引先側が設定する物流用GLN。入荷業務を行う際に、この項目と、セ
ンター納品書番号をキーにして出荷データを抽出する。事前の取決め（契約）により卸／メーカー
側が指定。

× -

"" - 空欄

65 納品経路 任意 数字 2 固定 小売が卸／メーカーに対し、店舗直接納品なのか、センター経由納品かを指定する区分。

○ 伝票ヘッダ.経由区分

00 2 経由区分をセット 0：直納　　　 ⇔01（ 店舗直納）
1：ｾﾝﾀ経由　　⇔02（ｾﾝﾀｰ納品）
2：ｾﾝﾀ経由直納⇔03（ｾﾝﾀｰ配送不可）
上記以外　　　⇔00（無指定）

66 便No 任意 数字 2 固定 小売店舗への納品配送便、あるいは納品時間帯を表す。センター納品の場合、便ごとに当事者間で
決めた時刻までにセンター納品していただく。 ○ 伝票ヘッダ.便

01 2 そのままセット

67 通過在庫区分 任意 数字 2 固定 卸／メーカーの小売センターへの納品後、即、センター内で店舗仕分けの上で配送がされるか（通
過）、センターに一旦在庫されるか（在庫）を表す。 × -

"" - 空欄

68 納品区分 任意 数字 2 固定 卸／メーカーの小売センターへの納品形態。単品総量納品か単品店別納品なのかを表す。 × - "" - 空欄

69 指定納品時刻 任意 時刻 8 固定 時刻のみを表す × - "" - 空欄

70 輸送手段 任意 数字 2 固定 × - "" - 空欄

71 バーコード情報 任意 数字 MAX13 可変 × - "" - 空欄

72 カテゴリー名称1（印字用） 任意 文字 MAX5 可変 × - "" - 空欄

73 カテゴリー名称2（印字用） 任意 文字 MAX5 可変 × - "" - 空欄

74 最終納品先略称（印字用） 任意 文字 MAX5 可変 × - "" - 空欄

75 ラベル自由使用欄（印字用） 任意 文字 MAX60 可変 × - "" - 空欄

76 ラベル自由使用欄半角カナ（印字用） 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX60 可変 × - "" - 空欄

77 商品分類(大) 必須 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類ｺｰﾄﾞ。4階層(大中小細)の使用方法は小売側が決定し、取引当事者間で共有す
る。(DPT、ｸﾗｽ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ｶﾃｺﾞﾘｰ、ﾗｲﾝ、群番　など) ○ 伝票ヘッダ.分類コード

0314 4 そのままセット

78 商品分類(中) 必須 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類ｺｰﾄﾞ。4階層(大中小細)の使用方法は小売側が決定し、取引当事者間で共有す
る。(DPT、ｸﾗｽ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ｶﾃｺﾞﾘｰ、ﾗｲﾝ、群番　など) ○ 伝票ヘッダ.経費区分

1 1 自動FAXの場合、経費区分をセット 0：仕入商品発注書
1：経費分発注書

最終送信先を示すID。最終送信先IDを使用する場合、最終送信先のスコープを作成する。

項目活用方法の補足説明

テスト区分。このメッセージのデータが本番用なのかテスト用なのかを判別する。テストデータの
場合、テストのスコープを作成する。

標準CSVマッピング資料 発注(ﾚｶﾞｼｰ)※1

資料名 データ種別

桁

数

(

文

字

数

)

桁

フ

ラ

グ

No 階

層

名

データ項目名 必

須

/

任

意

タ

イ

プ

【ファイル形式】：CSV　　【区切り文字】：,（カンマ）　【項目括り】："（ダブルクォート）　【文字コード】：SJIS　【改行コード】：CRLF（Windows改行）

項目内容

標準CSVﾚｲｱｳﾄ（発注_ﾚｶﾞｼｰ） <5> 2022/4/14



利用
有無

現行の
項目名

サンプル値
※

使用
桁数

新規の項目利用方法 現行の項目活用方法

項目活用方法の補足説明

桁

数

(

文

字

数

)

桁

フ

ラ

グ

No 階

層

名

データ項目名 必

須

/

任

意

タ

イ

プ

項目内容

79 発注日 必須 日付 10 固定 当該取引における、小売側の商品発注日。(商品、原価、売価、数量はこの日に確定する。) ○ 伝票ヘッダ.発注日 2015-01-20 10 "20"+納品日をセット YYYY-MM-DDでセット

80 直接納品先納品日 任意 日付 10 固定 「直接納品先」または「直接納品先GLN」への納品日。最終納品先納品日-1で設定。

○ 伝票ヘッダ.納品日

2015-01-20 10 "20"+納品日をセット

店着日又は物流センター経由の場合、店着日-1
日

81 最終納品先納品日 必須 日付 10 固定 「最終納品先」または「最終納品先GLN」への納品日。

○ 伝票ヘッダ.納品日

2015-01-20 10 "20"+納品日をセット

店着日又は物流センター経由の場合、店着日-1
日

82 計上日 任意 日付 10 固定 小売側の仕入計上日　返品の場合は返品計上日。当該取引の債権債務はこの日をもって発生 × -
"" - 空欄

83 販促開始日 任意 日付 10 固定 小売店頭の販促(ｾｰﾙ)開始日。特売商品の庫内管理のために出荷者が納品時に梱包(SCMﾗﾍﾞﾙ等)に表
記。

× -
"" - 空欄

84 販促終了日 任意 日付 10 固定 小売店頭の販促(ｾｰﾙ)終了日。特売商品の庫内管理のために出荷者が納品時に梱包(SCMﾗﾍﾞﾙ等)に表
記。

× -
"" - 空欄

85 取引(発注・返品)データ有効日 任意 日付 10 固定 当該取引(発注・返品)の有効年月日。 ○ 伝票ヘッダ.限度日付
- - "20"+限度日付をセット

86 商品区分 任意 数字 2 固定 定番(プロパー)発注or特売(中目,目玉)発注を表す区分。 × - - - 空欄

87 発注区分 任意 数字 2 固定 発注が行われた場所（本部・店舗）や、発注の形態（客注など）を表す区分。内容はコードリスト
を参照。 〇 -

02 - 今後利用する項目ですので、固定長からのマッ
ピングでは"02"(店舗発注)を固定でセットしま
す。

88 出荷データ有無区分 任意 数字 2 固定 小売側が、卸／メーカーの出荷データ作成の要不要を指定する項目。 × - "" - 空欄

89 PB区分 任意 数字 2 固定 当該商品が、小売側が開発した独自商品（プライベートブランド商品）か、ナショナルブランド商
品かを表す区分。 × -

"" - 空欄

90 配送温度区分 任意 数字 2 固定 温度により特別な処理を行う場合に告知する項目。配送温度帯指定。季節、小売の保管環境で変化
する。 × -

"" - 空欄

91 酒区分 任意 数字 2 固定 当該発注商品が酒であるかどうか判別する区分。卸／メーカーでセンターの在庫ロケーションを特
定する際に使用。 × -

"" - 空欄

92 処理種別 任意 数字 2 固定 小売で使用する取引の種別（仕入、返品、移動、値引　等）。業界標準コード、もしくは小売独自
コードをセットする。小売・卸間でのメッセージ取引の識別には「メッセージ種」を使用し、処理
種別の内容で卸側に判断を求めることが無いようにする。

○ 伝票ヘッダ.伝票区分

01 2 そのままセット 01（発注）
02（返品）
03（移動）
04（値引）
05（委託）
NN（その他、小売独自コード）
⇒基本、01(発注)を使用

93 伝票レス区分 任意 数字 2 固定 小売が卸／メーカーにペーパー伝票作成の要・不要を告知する区分。 × - "" - 空欄

94 取引番号区分 任意 数字 2 固定 取引タイプと発番基準を表す区分。 × - "" - 空欄

95 パック区分 任意 数字 2 固定 食肉の加工センター等に発注する場合のデータ判別を行う区分。０１：パック。 × - "" - 空欄

96 不定貫区分 任意 数字 2 固定 定貫・不定貫を表す区分 × - "" - 空欄

97 税区分 任意 数字 2 固定 消費税の区分　（込み、抜き、非課税）を表す区分。非課税：切手、ビール券等 × - "" - 空欄

98 税率 任意 数字 MAX2,1 可変 消費税率を表す。 × - "" - 空欄

99 自由使用欄 任意 文字 MAX60 可変 伝票に表記する配達番号、配達日、売出日など、相手先に伝達したい項目。別項目でメッセージと
して使用。
そのまま出力するメモでの使用に限定し、この項目でシステムの処理を制御する使い方は不可）。

× -

"" - 空欄

100 自由使用欄半角カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX60 可変 伝票に表記する配達番号、配達日、売出日など、相手先に伝達したい項目。（半角カナ）別項目で
メッセージとして使用。
そのまま出力するメモでの使用に限定し、この項目でシステムの処理を制御する使い方は不可）。 × -

"" - 空欄

101 (発注)原価金額合計 任意 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）単位の原価金額の合計。１取引明細の「原価金額」の足し上げ × - "" - 空欄 　

102 (発注)売価金額合計 任意 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）単位の売価金額の合計。１取引明細の「売価金額」の足し上げ × - "" - 空欄

103 (発注)税額合計金額 任意 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）の消費税額の合計。「税額」の足し上げ × - "" - 空欄

104 数量合計 任意 数字 MAX6 可変 １取引番号（発注）単位の「発注数量(バラ）」の合計。 × - "" - 空欄

105 発注単位数量合計 任意 数字 MAX6 可変 １取引番号（発注）単位の「発注数量(発注単位数）」の合計。 × - "" - 空欄

106 重量合計 任意 数字 MAX10,3 可変 不定貫商品の場合に使用する。１取引番号（発注）単位の重量の合計。 × - "" - 空欄

明細
107 取引明細番号(発注・返品) 必須 英数 MAX4 可変 「取引番号(発注・返品)」の中の商品単位の明細番号。 ○ 伝票明細.行番号 02 2

108 取引付属明細番号 任意 英数 MAX4 可変 「取引付属番号」の中の商品単位の明細番号。返品は元伝の行NO × - "" - 空欄

109 元取引番号 任意 英数 MAX10 可変 取引番号が追加・変更になった場合の元の取引番号 × - "" - 空欄

110 元取引明細番号 任意 英数 MAX4 可変 取引番号が追加・変更になった場合の元の取引明細番号 × - "" - 空欄

111 商品分類(小) 任意 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類ｺｰﾄﾞ。4階層(大中小細)の使用方法は小売側が決定し、取引当事者間で共有す
る。(DPT、ｸﾗｽ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ｶﾃｺﾞﾘｰ、ﾗｲﾝ、群番　など) × -

"" - 空欄

112 商品分類(細) 任意 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類ｺｰﾄﾞ。4階層(大中小細)の使用方法は小売側が決定し、取引当事者間で共有す
る。(DPT、ｸﾗｽ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ｶﾃｺﾞﾘｰ、ﾗｲﾝ、群番　など)

○ 明細.値付区分

1 1 値付区分 "0"：不要
"1":取引先
"2":センター
"3":店舗
"4":売切り商品
"5":ノンラベル

113 配達予定日 任意 日付 配達必要商品の管理上、配達予定日を帳票などに表記してもらう必要がある場合、その日付。
× -

"" - 空欄

114 納品期限 任意 英数 MAX8 可変 「最終納品先」、「最終納品先GLN」への納品許容日。製品の日付と比較して、入荷を許容する日
付。ｼｽﾃﾑ日付より計算。 × -

"" - 空欄

115 センター納品詳細指示 任意 数字 2 固定 納品形態を詳細に指示する場合、センターでの仕分けに必要な項目を告知。 × - "" - 空欄

116 メーカーコード 任意 数字 MAX13 可変 JANﾒｰｶｰｺｰﾄﾞ。ﾒｰｶｰ別納品実績を把握する場合(ﾘﾍﾞｰﾄ管理等)に使用。 × - "" - 空欄

117 商品コード(ＧTIN) 必須 数字 MAX14 可変 共通商品ｺｰﾄﾞ。現状はJAN,EAN,UPCを使用（前ｾﾞﾛ）。GTINによる商品識別を行う場合、消費者購入
単位のGTINをｾｯﾄ。小売側がGTINによる商品識別をしない場合は「0」固定 ○ -

00000000000000 14 "00000000000000"固定

118 商品コード(発注用) 必須 数字 MAX14 可変 当該取引の商品発注ｺｰﾄﾞ。共通商品ｺｰﾄﾞ(JAN/EAN/UPC)で発注を行う場合は、「商品ｺｰﾄﾞ(GTIN)」
と同じ値が入る。小売が管理し,受注者と共有している当事者間独自ｺｰﾄﾞで受発注を行う場合は、
そのｺｰﾄﾞがｾｯﾄされる。(生鮮、ｱﾊﾟﾚﾙなど)SKUのみ ○ 伝票明細.JANコード

4901331012344 13 そのままセット

119 商品コード区分 必須 数字 3 固定 「商品コード（発注用）」のコード種を判断する際に使用。 ○ - "999" 3 "999"固定

120 商品コード(取引先) 任意 文字(半角ｶ
ﾅ)

MAX14 可変 卸/ﾒｰｶｰ側での商品管理に使用している商品ｺｰﾄﾞ。ｱﾊﾟﾚﾙ品番など。使用する場合は、卸/ﾒｰｶ側が指
定する商品ｺｰﾄﾞを入力する ○ 伝票明細.単品コード

1234567890120 13 そのままセット

121 商品名 任意 文字 MAX25 可変 「商品ｺｰﾄﾞ(発注用)」に対する名称。帳票作成　等に使用する。
○ 伝票明細.商品名

TESTｻﾝﾌﾟﾙﾏﾖﾈｰｽﾞ
450ｸﾞﾗﾑ

MAX25 "TEST" + 伝票明細.商品名

122 商品名カナ 任意 文字(半角ｶ
ﾅ)

MAX25 可変 「商品ｺｰﾄﾞ(発注用)」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。
○ 伝票明細.商品名

TESTｻﾝﾌﾟﾙﾏﾖﾈｰｽﾞ
450ｸﾞﾗﾑ

MAX25 "TEST" + 伝票明細.商品名

123 規格 任意 文字 MAX25 可変 商品の規格(内容量、重量　等)をあらわす。帳票作成　等に使用する。 ○ 伝票明細.規格 ｻﾝﾌﾟﾙｷｶｸ 8 そのままセット

124 規格カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX25 可変 商品の規格(内容量、重量　等)をあらわす。帳票作成　等に使用する。 ○ 伝票明細.規格 ｻﾝﾌﾟﾙｷｶｸ 8 そのままセット

125 カラーコード 任意 英数 MAX10 可変 商品の色を表すｺｰﾄﾞ。ｺｰﾄﾞ体系は当事者個別で決定　標準ｺｰﾄﾞ使用を今後検討 × - "" - 空欄

126 カラー名称 任意 文字 MAX20 可変 「ｶﾗｰｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。 × - "" - 空欄

127 カラー名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「ｶﾗｰｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。 × - "" - 空欄

128 サイズコード 任意 英数 MAX10 可変 商品のｻｲｽﾞを表すｺｰﾄﾞ。ｺｰﾄﾞ体系は当事者個別で決定。標準ｺｰﾄﾞ使用を今後検討 ○ - 0 1 "0"固定

129 サイズ名称 任意 文字 MAX30 可変 「ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。 × - "" - 空欄

130 サイズ名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX30 可変 「ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。 ○ 伝票明細.メーカー名 "" MAX8 そのままセット

131 入数 任意 数字 4 可変 出荷単位の荷姿に入っている数量。入数が可変でありセットできないような場合はセットしない。 ○ 伝票明細.入数 1 MAX4 そのままセット

132 都道府県コード 任意 数字 3 固定 産地指定して発注する場合の都道府県コード。または出荷時に確定した都道府県コード。 × - "" - 空欄

133 国コード 任意 数字 3 固定 産地指定して発注する場合の国コード。または出荷時に確定した国コード。 × - "" - 空欄

134 産地名 任意 文字 MAX20 可変 産地指定して発注する場合の産地名称。または出荷時に確定した産地名称。 × - "" - 空欄

135 水域コード 任意 英数 2 固定 漁獲水域を表すコード。漁獲統計海区に準じた分類とする。 × - "" - 空欄

136 水域名 任意 文字 MAX20 可変 漁獲水域を表す名称。漁獲統計海区に準じた分類名称とする。 × - "" - 空欄

137 原産エリア 任意 文字 MAX30 可変 国、都道府県内のエリアを表す。市町村名、その他一般に知られている地名（「紀州産」、「カリ
フォルニア産」など）。水産物の場合は、漁獲した水域名（相模湾、西インド洋など）、水揚げ漁
港（焼津港、銚子港など）を表す。 × -

"" - 空欄

138 等級 任意 文字 MAX8 可変 商品のグレードを表す（Ａ，Ｂ，Ｃ，秀，優、良など） × - "" - 空欄

139 階級 任意 文字 MAX8 可変 商品のサイズを表す（Ｌ，Ｍ，Ｓ，大，中，小など） × - "" - 空欄

140 銘柄 任意 文字 MAX30 可変 産地銘柄を表す × - "" - 空欄

141 商品ＰＲ 任意 文字 MAX30 可変 朝採り、葉付き、土付き、根付きなど商品に関するこだわりや商品ＰＲ、商品特性、おすすめ情報
を表す。 × -

"" - 空欄

142 バイオ区分 任意 数字 2 固定 商品栽培時のバイオ技術の適用，非適用（遺伝子組み換え） × - "" - 空欄

143 品種コード 任意 数字 2 固定 商品の品種を表すコード × - "" - 空欄

144 養殖区分 任意 数字 2 固定 養殖／天然を表す区分 × - "" - 空欄

145 解凍区分 任意 数字 2 固定 解凍を表す区分。店頭販売時の状態を表す。 × - "" - 空欄

146 商品状態区分 任意 数字 2 固定 商品の保存状態を表す区分 × - "" - 空欄

147 形状・部位 任意 文字 MAX5 可変 商品の形状や部位を表す区分（１次加工） × - "" - 空欄

148 用途 任意 文字 MAX20 可変 生食用・加熱用といった商品の使用用途を表す。 × - "" - 空欄

149 法定管理義務商材区分 任意 数字 2 固定 当該商品が、法定管理の必要な項目かどうか、またその種類を表す区分。 × - "" - 空欄

150 (発注)原価金額 必須 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品の原価金額(原価×数量)。小数点以下はない前提。 ○ 伝票明細.原価金額 29000 MAX10 そのままセット

151 (発注)原単価 必須 数字 MAX8,2 可変 1取引明細の商品の単品原価単価。 ○ 伝票明細.原単価 145 7.2 そのままセット

152 (発注)売価金額 任意 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品の売価金額(売価×数量)。
○ 伝票明細.売価金額

59600 MAX10 そのままセット

153 (発注)売単価 任意 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品の商品売価単価。小数点以下はない前提。 ○ 伝票明細.売単価 298 MAX7 そのままセット

154 (発注)税額 任意 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品原価の消費税額。小数点以下はない前提。 × - "" -

155 発注単位 必須 数字 MAX4 可変 発注に対する納品ﾊﾞﾗ数単位。取引当事者間で予め取り決め、共有する。 ○ 伝票明細.入数 10 MAX4 そのままセット

156 発注単位コード 必須 数字 2 固定 発注商品の単位呼称。（例：Ｋｇ，ｃｍ、個　等） ○ - 00 2 "00"固定

157 発注荷姿コード 任意 数字 2 固定 納品の実梱包形態にそった発注単位を設定している場合に限り、その荷姿を明示。バラ、ボール、
ケース　（この項目を使用する場合は「発注単位コード」は必ず’個’になる）　この項目で卸／
メーカーに対し、納品荷姿の指定をすることはしない。 × -

"" - 空欄

158 発注数量(バラ) 必須 数字 MAX6,1 可変 1取引明細(発注)単位での「商品ｺｰﾄﾞ(発注用)」の小売側の発注数。いわゆるﾊﾞﾗ数。
○ 伝票明細.数量

200 5.1 そのままセット

159 発注数量(発注単位数) 必須 数字 MAX6 可変 発注単位換算した発注数量。発注単位×発注数量(発注単位数)＝発注数量(ﾊﾞﾗ)小数点以下はない
前提。

○ 伝票明細.口数 20 MAX6

160 取引単位重量 任意 数字 MAX7,3 可変 卸売市場等で取引される単位重量（５Kg、１０kgなど） × - "" - 空欄

161 単価登録単位 任意 数字 2 固定 不定貫の場合の単価登録の単位を表す。100ｇ当たり、1Kg当たりなど。 × - "" - 空欄

162 商品重量 任意 数字 MAX5,3 可変 商品コードアイテム重量。発注数量（バラ）１個当たりの容量を表す。 × - "" - 空欄

163 発注重量 任意 数字 MAX7,3 可変 不定貫商品の場合に使用する。発注時の推定重量 × - "" - 空欄
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項目名

サンプル値
※

使用
桁数

新規の項目利用方法 現行の項目活用方法
SBDH

1 ヘッダバージョン 必須 文字 4 可変 SBDHバージョン ○ - 1.3 3 "1.3"固定

2 送信者ID 必須 文字 13 可変 送信者を示すID。取引先と相談のうえ、独自コードあるいはGLNを使って送信者IDを決定し入力
する。

○ - 4573440480009 13 GLNコード 固定値として設定を行います。

3 送信者ID発行元 必須 文字 4 可変 送信者IDがコードの場合は、"CODE"、GLNの場合は”GLN"と入れる ○ - GLN 3 "GLN"固定

4 受信者ID 必須 文字 13 可変 受信者を示すID。取引先と相談のうえ、独自コードあるいはGLNを使って送信者IDを決定し入力
する。

○
ファイルヘッ
ダー
直接送信先

00010300 8 取引先コード(6桁)＋
"00" or 営業区分(2桁)を設定

当項目単位でデータを振分
(振分条件)

5 受信者ID発行元 必須 文字 4 可変 受信者IDがコードの場合は、"CODE"、GLNの場合は”GLN"と入れる ○ - "CODE" 4 "CODE"固定
6 規格 必須 文字 12 可変 ドキュメント規格 ○

-
SecondGenEDI 12 "SecondGenEDI"固定

7 XMLメジャーバージョン 必須 文字 4 可変 XMLのメジャーバージョンを入力。 ○ - 1P 2 "1P"固定

8 インスタンスID 必須 文字 80 可変 ビジネスメッセージの一意識別。英数字を使い40文字程度のユニークIDを生成し入力する。 ○
-

2016022121300
0000

17 システム日時(YYYYMMDDHHMMSSYYY)

9 メッセージ種 必須 文字 255 可変 ビジネスメッセージの種別。メッセージのタイプを示す名称を入力する。 ○ - Order 5 "Order"固定

10 複数タイプ 任意 ブール値 5 可変 × - "" - 空欄

11 データ作成日時 必須 日時 14 可変 メッセージ全体の作成日・時間 ○

-

2007-11-
24T12:00:00

14 システム日付(YYYY)＋"-"＋システ
ム日付(MM)＋"-"＋システム日付
(DD)＋"T"＋システム時刻（HH）＋
":"＋システム時刻（MM）＋":"＋シ
ステム時刻（SS）

12 テスト区分タイプ 任意 文字 13 可変 ○
-

"Communicatio
n"

13 テストの場合のみ使用 パートナーコードで判断し
日立でセット

13 テスト区分インスタンス識別子 任意 文字 4 可変 ○
-

"Test" 4 テストの場合のみ使用 パートナーコードで判断し
日立でセット

14 テスト区分識別子 任意 文字 1 可変 ○
-

"1" 1 テストの場合のみ使用 パートナーコードで判断し
日立でセット

15 最終送信先タイプ 任意 文字 13 可変 × - "" - 空欄

16 最終送信先インスタンス識別子 任意 文字 13 可変 × - "" - 空欄

17 最終送信先識別子 任意 文字 13 可変 × - "" - 空欄

メッセージ情報
18 メッセージ識別ＩＤ 必須 文字 MAX80 可変 メッセージ識別。SBDHのInstanceIdentifier入れた値の先頭に”MSG-”を足す ○

-
MSG-
2007022121300
0

18 "MSG-"＋インスタンスＩＤ BMS規約

19 送信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場
合に使用する。

○ ファイルヘッ
ダー
最終送信先

99999900 8 取引先コード(6桁)＋
’00’ oｒ 営業区分(2桁)を設定

20 最終受信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場
合に使用する。

○ ファイルヘッ
ダー
最終送信先

99999900 8 取引先コード(6桁)＋
’00’ oｒ 営業区分(2桁)を設定

21 直接受信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場
合に使用する。

○ ファイルヘッ
ダー
直接納品先

88888800 8 取引先コード(6桁)＋
’00’ oｒ 営業区分(2桁)を設定

22 取引件数 任意 数字 MAX7 可変 このﾒｯｾｰｼﾞに含まれている取引番号の数。現状は伝票枚数になる。取引先ﾍｯﾀﾞ単位の伝票枚数。 ○ - 50 MAX7 伝票枚をセット 送信単位の伝票数をセット

23 システム情報　キー 任意 文字 13 固定 × - "" - 空欄

24 システム情報　値 任意 文字 13 固定 × - "" - 空欄

ファイルヘッダ
25 XML内容バージョン 任意 文字 MAX20 可変 XMLのcommonのバージョン。 ○ - 1.3 3 "1.3"固定

26 XML構造バージョン 任意 文字 MAX20 可変 XMLのメッセージのバージョン ○ - 1.3 3 "1.3"固定

27 XML拡張情報名前空間 任意 文字 MAX80 可変 XML拡張に入っている構造のnamespace × - "" - 空欄

28 XML拡張情報バージョン番号 任意 文字 MAX20 可変 XML拡張に入っている構造のバージョン × - "" - 空欄

29 支払法人コード 必須 数字 MAX13 可変 商品の支払を行う小売企業(会社）を表す独自コード。通常は「発注者コード」と同じ値が入る
が、小売側がグループ内に複数事業会社を持ち、仕入会社と支払会社が異なる場合には、それぞ
れで異なる会社コードが入る。

○ 伝票ヘッダー
法人コード

3330 4 法人コードをセット 3104：株式会社長崎屋
3330：株式会社ドン・キホーテ
4157：UDリテール株式会社
4159：株式会社富士屋商事
4160：株式会社橘百貨店

30 支払法人GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品の支払を行う小売企業を表すGLN。通常は「発注者GLN」と同じ値が入るが、小売側がグルー
プ内に複数事業会社を持ち、仕入会社と支払会社が異なる場合には、それぞれで異なるGLNが入
る。GLNを使用しない場合は「０」固定。 ○ -

0 1 "0"固定

31 支払法人名称 任意 文字 MAX20 可変 「支払法人コード」の名称。
× -

株式会社ド
ン・キホーテ

MAX20 法人名をセット 全角(半角混在可能)でセット

32 支払法人名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「支払法人コード」の名称（半角カナ）。
× -

ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬﾄﾞ
ﾝ･ｷﾎｰﾃ

MAX20 法人名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット

33 発注者コード 必須 数字 MAX13 可変 商品の発注を行う小売企業を表す独自コード
○

伝票ヘッダー
法人コード

3330 4 法人コードをセット 支払法人コードと同様

34 発注者GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品の発注を行う小売企業を表すGLN。GLNを使用しない場合は「０」固定。 ○ -
0 1 "0"固定

35 発注者名称 任意 文字 MAX20 可変 「発注者コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用。
○ -

株式会社ド
ン・キホーテ

MAX20 法人名をセット 全角(半角混在可能)でセット

36 発注者名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「発注者コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで、仕入伝票を作成する必要がある場合、
あるいは社内帳票を作成する際の名称表示に使用。 ○ -

ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬﾄﾞ
ﾝ･ｷﾎｰﾃ

MAX20 法人名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット

取引ヘッダ
37 取引番号(発注・返品) 必須 数字 MAX10 可変 小売側が受注者に行う発注、返品の単位。　伝票番号と同一。"00"＋伝票番号＋C/D

○ 伝票ヘッダー
伝票番号

224721408 9 伝票番号をセット

38 取引付属番号 任意 数字 MAX10 可変 取引番号以外で当該取引に意味を持たせる必要がある場合、1取引番号毎に付番。(例：客注番
号、外注番号、特売企画NO、返品許可証番号、返品の元伝NO、配達伝票番号など)

○
伝票ヘッダー
処理番号

003 3 処理番号をセット ドンキ・長崎屋データについては"000"
固定で設定

39 直接納品先コード 任意 数字 MAX13 可変 卸／メーカーが商品を納品する場所（小売の物流センター、店舗）をあらわす独自コード。小売
側が指定。アパレル・生鮮商材以外の場合、必須項目となる。

○
伝票ヘッダー
店舗コード

01013 MAX6 直接納品先コードをセット 物流センタ利用時：物流センタコード
(6桁)
店直利用時：店舗コード(5桁)
をセット

40 直接納品先GLN 任意 数字 MAX13 可変 卸／メーカーが商品を納品する場所（小売の物流センター、店舗）をあらわすGLN。小売側が指
定。GLNを使用しない場合は「０」固定。アパレル・生鮮商材以外の場合、必須項目となる。 ○ -

0 1 "0"固定

41 直接納品先名称 任意 文字 MAX20 可変 「直接納品先コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用する。

○ 伝票ヘッダー
店舗名

"テスト店" MAX20 直接納品先名をセット 物流センタ利用時：物流センタ名
店直利用時：店舗名
全角(半角混在可能)でセット

42 直接納品先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「直接納品先コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に
使用する。

○ 伝票ヘッダー
店舗名

"ﾃｽﾄﾃﾝ" MAX20 直接納品先名(ｶﾅ)をセット 物流センタ利用時：物流センタ名(ｶﾅ)
店直利用時：店舗名(ｶﾅ)
半角(全角混在不可)でセット

43 最終納品先コード 必須 数字 MAX13 可変 最終的に商品が納品される場所（小売の物流センター又は店舗）をあらわす独自コード。小売側
が指定。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字　等に使用する。 ○ 伝票ヘッダー

店舗コード

01013 5 最終納品先コードをセット 店舗コードをセット

44 最終納品先GLN 必須 数字 MAX13 可変 最終的に商品が納品される場所（小売の物流センター又は店舗）をあらわすGLN。小売側が指
定。GLNを使用しない場合は「０」固定 ○ -

0 1 "0"固定

45 最終納品先名称 任意 文字 MAX20 可変 「最終納品先コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字等に使用する。
○ 伝票ヘッダー

店舗名(カナ)

"テスト店" MAX20 最終納品先名をセット 全角(半角混在可能)でセット
店舗名（略名)

46 最終納品先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「最終納品先コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字に使
用する。 ○ 伝票ヘッダー

店舗名(カナ)

"ﾃｽﾄﾃﾝ" MAX20 最終納品先名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット
店舗名（カナ)

47 計上部署コード 必須 数字 MAX13 可変 商品が納品されることにより債権・債務関係が発生する場所（小売の物流センター、または店
舗）を表す独自コード　「直接納品先コード」または「最終納品先コード」のいずれか。 ○ 伝票ヘッダー

店舗コード

01013 5 最終納品先コードをセット 店舗コードをセット

48 計上部署GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品が納品されることにより債権・債務関係が発生する場所（小売の物流センター、または店
舗）を表すGLN。「直接納品先GLN」または「最終納品先GLN」のいずれか。GLNを使用しない場合
は「０」固定

○ -

0 1 "0"固定

49 計上部署名称 任意 文字 MAX20 可変 「計上部署コード」の名称。
○ 伝票ヘッダー

店舗名

"テスト店" MAX20 最終納品先名をセット 全角(半角混在可能)でセット

50 計上部署名称(カナ) 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「計上部署コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票作成の際に名称表示に使用す
る

○
伝票ヘッダー
店舗名

"ﾃｽﾄﾃﾝ" MAX20 最終納品先名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット

51 陳列場所コード 任意 英数 MAX13 可変 小売の商品陳列業務のために、納品の括りを分けてもらう単位。売場通路no、商品分類、等意味
は当事者間で設定。 × -

"" - 空欄

52 陳列場所名称 任意 文字 MAX20 可変 「陳列場所ｺｰﾄﾞ」の名称。取引先にSCMﾗﾍﾞﾙ等に印刷してもらう場合にｾｯﾄ。 × - "" - 空欄

53 陳列場所名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「陳列場所ｺｰﾄﾞ」の名称(半角ｶﾅ)。取引先にSCMﾗﾍﾞﾙ等に印刷してもらう場合にｾｯﾄ。 × - "" - 空欄

54 請求取引先コード 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の商品代金請求を小売に対して行う企業を表すｺｰﾄﾞ。通常は「取引先ｺｰﾄﾞ」と同じ値が
入るが、受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等
の場合はその1社の取引先ｺｰﾄﾞがｾｯﾄされる。※請求ﾚｽの場合のみ省略可 ○ 伝票ヘッダ.

取引先コード

000105 6 取引先コード(6桁)をセット

55 請求取引先GLN 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の商品代金請求を小売に対して行う企業を表すGLN。通常は「取引先GLN」と同じ値が入
るが、受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の
場合は、その1社の取引先ｺｰﾄﾞがｾｯﾄされる。(決済用ＧＬＮ)　※請求ﾚｽの場合のみ省略可 ○ -

0 1 "0"固定

56 請求取引先名 任意 文字 MAX20 可変 「請求取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称。
○ 伝票ヘッダ.

取引先名

"テスト取引先
"

MAX20 取引先名をセット 全角(半角混在可能)でセット
店舗名（略名)

57 請求取引先名カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「請求取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。
○ 伝票ヘッダ.

取引先名

"ﾃｽﾄﾄﾘﾋｷｻｷ" MAX20 取引先名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット
店舗名（カナ)

58 取引先コード 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の受注～出荷～納品を行う企業を表すｺｰﾄﾞ。通常は「請求取引先ｺｰﾄﾞ」と同じ値が入る
が、受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場
合には、個々の企業の取引先ｺｰﾄﾞをｾｯﾄ。したがって請求取引先ｺｰﾄﾞとは異なる値が入る。頭"0"
＋取引先ｺｰﾄﾞ

○
伝票ヘッダ.
取引先コード

000105 6 取引先コード(6桁)をセット

59 取引先GLN 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の受注～出荷～納品を行う企業を表すGLN。通常は「請求取引先GLN」と同じ値が入る
が、受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場
合には、個々の企業の取引先GLNをｾｯﾄ。したがって請求取引先GLNとは異なる値が入る。 ○ -

0 1 "0"固定

60 取引先名称 任意 文字 MAX20 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。

○
伝票ヘッダ.
取引先名

"テスト取引先
"

MAX20 取引先名をセット パートナー正式名称20文字でカットし
セットする
全角(半角混在可能)

61 取引先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。

○
伝票ヘッダ.
取引先名

"ﾃｽﾄﾄﾘﾋｷｻｷ" MAX20 取引先名(ｶﾅ)をセット パートナー名称(カナ)20文字でカット
しセットする
半角(全角混在不可)

62 枝番 任意 英数 MAX2 可変 同一取引先ｺｰﾄﾞ内で、取引ﾃﾞｰﾀを分けて管理する必要がある場合に当事者間合意の上で使用。
(小売側が設定)

○
伝票ヘッダ.
決済条件

1 1 伝票ヘッダ.決済条件 1：掛け　2：現金

63 出荷先コード 任意 英数 MAX4 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」＋「枝番」のくくりの中で、さらに取引ﾃﾞｰﾀを分ける必要がある場合に当事者間
合意の上で使用(小売側が設定)"000"＋取引先ﾌﾛｱ × -

"" - 空欄

64 出荷場所GLN 任意 数字 MAX13 可変 取引先の出荷拠点を表す、取引先側が設定する物流用GLN。入荷業務を行う際に、この項目と、
センター納品書番号をキーにして出荷データを抽出する。事前の取決め（契約）により卸／メー
カー側が指定。

× -

"" - 空欄

65 納品経路 任意 数字 2 固定 小売が卸／メーカーに対し、店舗直接納品なのか、センター経由納品かを指定する区分。

○ 伝票ヘッダ.
経由区分

00 2 経由区分をセット 　0：直納　　　　　 ⇔01（ 店舗直
納）
　1：ｾﾝﾀ経由　　　⇔02（ｾﾝﾀｰ納品）
　2：ｾﾝﾀ経由直納⇔03（ｾﾝﾀｰ配送不
可）
　上記以外　　　　⇔00（無指定）

66 便No 任意 数字 2 固定 小売店舗への納品配送便、あるいは納品時間帯を表す。センター納品の場合、便ごとに当事者間
で決めた時刻までにセンター納品していただく。 ○ 伝票ヘッダ.

便

01 2 便Noをセット 00：未指定
01～99：便Noを示す。

67 通過在庫区分 任意 数字 2 固定 卸／メーカーの小売センターへの納品後、即、センター内で店舗仕分けの上で配送がされるか
（通過）、センターに一旦在庫されるか（在庫）を表す。 × -

"" - 空欄

68 納品区分 任意 数字 2 固定 卸／メーカーの小売センターへの納品形態。単品総量納品か単品店別納品なのかを表す。 × - "" - 空欄

69 指定納品時刻 任意 時刻 8 固定 時刻のみを表す × - "" - 空欄

70 輸送手段 任意 数字 2 固定 × - "" - 空欄

71 バーコード情報 任意 数字 MAX13 可変 × - "" - 空欄

72 カテゴリー名称1（印字用） 任意 文字 MAX5 可変 × - "" - 空欄

最終送信先を示すID。最終送信先IDを使用する場合、最終送信先のスコープを作成する。

項目活用方法の補足説明

桁

フ

ラ

グ

項目内容

資料名 データ種別

標準CSVマッピング資料 発注
【ファイル形式】：CSV　　【区切り文字】：,（カンマ）　【項目括り】："（ダブルクォート）　【文字コード】：SJIS　【改行コード】：CRLF（Windows改行）

テスト区分。このメッセージのデータが本番用なのかテスト用なのかを判別する。テストデータ
の場合、テストのスコープを作成する。

桁
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字

数

)
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名

データ項目名 必
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/
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意

タ
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プ

標準CSVﾚｲｱｳﾄ（発注） <7> 2022/4/14



利用
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桁

フ

ラ

グ

項目内容桁

数

(

文

字

数

)

No 階

層

名

データ項目名 必

須

/

任

意

タ

イ

プ

73 カテゴリー名称2（印字用） 任意 文字 MAX5 可変 × - "" - 空欄

74 最終納品先略称（印字用） 任意 文字 MAX5 可変 × - "" - 空欄

75 ラベル自由使用欄（印字用） 任意 文字 MAX60 可変 〇 - 日立　太郎 MAX10 発注者をセット

76 ラベル自由使用欄半角カナ（印字用） 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX60 可変

〇 -

03-1111-2222
03-3333-4444
0120-555-555
0120-222-888

51 自動FAX番号
パートナー緊急連絡先TEL
店舗TEL
店舗FAX
を半角スペース区切りでセット

77 商品分類(大) 必須 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類ｺｰﾄﾞ。4階層(大中小細)の使用方法は小売側が決定し、取引当事者間で共有す
る。(DPT、ｸﾗｽ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ｶﾃｺﾞﾘｰ、ﾗｲﾝ、群番　など)

○ 伝票ヘッダ.
分類コード

9999 4 分類コードをセット 伝票ヘッダーの分類コード
ドンキ、長崎屋発注データ：部門コー
ド(4桁)

78 商品分類(中) 必須 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類ｺｰﾄﾞ。4階層(大中小細)の使用方法は小売側が決定し、取引当事者間で共有す
る。(DPT、ｸﾗｽ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ｶﾃｺﾞﾘｰ、ﾗｲﾝ、群番　など) ○

伝票ヘッダ.
経費区分

1 1 経費区分をセット 0：仕入商品発注書
1：経費分発注書

79 発注日 必須 日付 10 固定 当該取引における、小売側の商品発注日。(商品、原価、売価、数量はこの日に確定する。)
○

伝票ヘッダ.
発注日

2015-01-20 10 発注日をセット YYYY-MM-DDでセット

80 直接納品先納品日 任意 日付 10 固定 「直接納品先」または「直接納品先GLN」への納品日。最終納品先納品日-1で設定。

○
伝票ヘッダ.
納品日

2015-01-20 10 直接納品先納品日をセット

店着日又は物流センター経由の場合、
店着日-1日

81 最終納品先納品日 必須 日付 10 固定 「最終納品先」または「最終納品先GLN」への納品日。

○
伝票ヘッダ.
納品日

2015-01-20 10 最終納品先納品日をセット

店着日又は物流センター経由の場合、
店着日-1日

82 計上日 任意 日付 10 固定 小売側の仕入計上日　返品の場合は返品計上日。当該取引の債権債務はこの日をもって発生 × - "" - 空欄

83 販促開始日 任意 日付 10 固定 小売店頭の販促(ｾｰﾙ)開始日。特売商品の庫内管理のために出荷者が納品時に梱包(SCMﾗﾍﾞﾙ等)に
表記。

× - "" - 空欄

84 販促終了日 任意 日付 10 固定 小売店頭の販促(ｾｰﾙ)終了日。特売商品の庫内管理のために出荷者が納品時に梱包(SCMﾗﾍﾞﾙ等)に
表記。

× - "" - 空欄

85 取引(発注・返品)データ有効日 任意 日付 10 固定 当該取引(発注・返品)の有効年月日。
○

伝票ヘッダ.
限度日付

2015-12-20 10 限度日付をセット YYYY-MM-DDでセット

86 商品区分 任意 数字 2 固定 定番(プロパー)発注or特売(中目,目玉)発注を表す区分。 × - "" - 空欄

87 発注区分 任意 数字 2 固定 発注が行われた場所（本部・店舗）や、発注の形態（客注など）を表す区分。内容はコードリス
トを参照。

○ -

01 2 基幹システムの発注区分を変換して
セット

"01"(本部発注)、"02"(店舗発注)を
セット予定。

04:一括発注　　⇔01:本部（計画）発
注
06:本部発注　　⇔01:本部（計画）発
注
01:通常発注　　⇔02:店舗（追加）発
注
02:現金発注　　⇔02:店舗（追加）発
注
03:スポット発注⇔02:店舗（追加）発

88 出荷データ有無区分 任意 数字 2 固定 小売側が、卸／メーカーの出荷データ作成の要不要を指定する項目。 × - "" - 空欄
89 PB区分 任意 数字 2 固定 当該商品が、小売側が開発した独自商品（プライベートブランド商品）か、ナショナルブランド

商品かを表す区分。 × -
"" - 空欄

90 配送温度区分 任意 数字 2 固定 温度により特別な処理を行う場合に告知する項目。配送温度帯指定。季節、小売の保管環境で変
化する。

× -
"" - 空欄

91 酒区分 任意 数字 2 固定 当該発注商品が酒であるかどうか判別する区分。卸／メーカーでセンターの在庫ロケーションを
特定する際に使用。 × -

"" - 空欄

92 処理種別 任意 数字 2 固定 小売で使用する取引の種別（仕入、返品、移動、値引　等）。業界標準コード、もしくは小売独
自コードをセットする。小売・卸間でのメッセージ取引の識別には「メッセージ種」を使用し、
処理種別の内容で卸側に判断を求めることが無いようにする。

○
伝票ヘッダ.
伝票区分

01 2 伝票区分をセット 01（発注）
02（返品）
03（移動）
04（値引）
05（委託）
NN（その他、小売独自コード）
⇒基本、01(発注)を使用

93 伝票レス区分 任意 数字 2 固定 小売が卸／メーカーにペーパー伝票作成の要・不要を告知する区分。 × - "" - 空欄

94 取引番号区分 任意 数字 2 固定 取引タイプと発番基準を表す区分。 × - "" - 空欄

95 パック区分 任意 数字 2 固定 食肉の加工センター等に発注する場合のデータ判別を行う区分。０１：パック。 × - "" - 空欄

96 不定貫区分 任意 数字 2 固定 定貫・不定貫を表す区分 × - "" - 空欄

97 税区分 任意 数字 2 固定 消費税の区分　（込み、抜き、非課税）を表す区分。非課税：切手、ビール券等

〇 -

05 2 税区分をセット 1：外税　⇔05：原価外税売価外税
2：内税　 ⇔01：原売価内税
3：非課税⇔03：非課税

98 税率 任意 数字 MAX2,1 可変 消費税率を表す。
〇 -

8 MAX2,1 消費税率をセット 非課税：0、外税内税：8　(2017年4月
には8又は10)

99 自由使用欄 任意 文字 MAX60 可変 伝票に表記する配達番号、配達日、売出日など、相手先に伝達したい項目。別項目でメッセージ
として使用。
そのまま出力するメモでの使用に限定し、この項目でシステムの処理を制御する使い方は不
可）。

〇 -

自由に記載 MAX30 伝票単位での備考を設定 全角(半角混在可能)でセット

100 自由使用欄半角カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX60 可変 伝票に表記する配達番号、配達日、売出日など、相手先に伝達したい項目。（半角カナ）別項目
でメッセージとして使用。
そのまま出力するメモでの使用に限定し、この項目でシステムの処理を制御する使い方は不
可）。 〇 -

00001 5 自動FAX処理通番をセット
EOS：空欄
FAX:00001以上の数値
※FAX発注データをCSVで取得希望さ
れる場合は、数値がセットされてい
た場合は、備考欄を確認してくださ
い。

101 (発注)原価金額合計 任意 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）単位の原価金額の合計。１取引明細の「原価金額」の足し上げ
○ -

100 MAX10 原価金額合計をセット 原価金額の総和をセット
半角数値でセット

102 (発注)売価金額合計 任意 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）単位の売価金額の合計。１取引明細の「売価金額」の足し上げ
○ -

200 MAX10 売価金額合計をセット 売価金額の総和をセット
半角数値でセット

103 (発注)税額合計金額 任意 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）の消費税額の合計。「税額」の足し上げ ○ - 80 MAX10 伝票消費税合計をセット

104 数量合計 任意 数字 MAX6 可変 １取引番号（発注）単位の「発注数量(バラ）」の合計。 × - "" - 空欄

105 発注単位数量合計 任意 数字 MAX6 可変 １取引番号（発注）単位の「発注数量(発注単位数）」の合計。 × - "" - 空欄

106 重量合計 任意 数字 MAX10,3 可変 不定貫商品の場合に使用する。１取引番号（発注）単位の重量の合計。 × - "" - 空欄

明細
107 取引明細番号(発注・返品) 必須 英数 MAX4 可変 「取引番号(発注・返品)」の中の商品単位の明細番号。

○
伝票明細.行
番号

02 2 伝票行番号をセット

108 取引付属明細番号 任意 英数 MAX4 可変 「取引付属番号」の中の商品単位の明細番号。返品は元伝の行NO × - "" - 空欄

109 元取引番号 任意 英数 MAX10 可変 取引番号が追加・変更になった場合の元の取引番号 × - "" - 空欄

110 元取引明細番号 任意 英数 MAX4 可変 取引番号が追加・変更になった場合の元の取引明細番号 × - "" - 空欄

111 商品分類(小) 任意 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類ｺｰﾄﾞ。4階層(大中小細)の使用方法は小売側が決定し、取引当事者間で共有す
る。(DPT、ｸﾗｽ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ｶﾃｺﾞﾘｰ、ﾗｲﾝ、群番　など)

○ -

999999 MAX6 小分類コード 明細ごとの小分類コードをセット
ドンキ、長崎屋発注データ：部門コー
ド(6桁)

112 商品分類(細) 任意 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類ｺｰﾄﾞ。4階層(大中小細)の使用方法は小売側が決定し、取引当事者間で共有す
る。(DPT、ｸﾗｽ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ｶﾃｺﾞﾘｰ、ﾗｲﾝ、群番　など)

○
明細.値付区
分

0 1 値付区分 "0"：不要
"1":取引先
"2":センター
"3":店舗
"4":売切り商品
"5":ノンラベル

113 配達予定日 任意 日付 配達必要商品の管理上、配達予定日を帳票などに表記してもらう必要がある場合、その日付。
× -

"" - 空欄

114 納品期限 任意 英数 MAX8 可変 「最終納品先」、「最終納品先GLN」への納品許容日。製品の日付と比較して、入荷を許容する
日付。ｼｽﾃﾑ日付より計算。 × -

"" - 空欄

115 センター納品詳細指示 任意 数字 2 固定 納品形態を詳細に指示する場合、センターでの仕分けに必要な項目を告知。 × - "" - 空欄

116 メーカーコード 任意 数字 MAX13 可変 JANﾒｰｶｰｺｰﾄﾞ。ﾒｰｶｰ別納品実績を把握する場合(ﾘﾍﾞｰﾄ管理等)に使用。 × - "" - 空欄

117 商品コード(ＧTIN) 必須 数字 MAX14 可変 共通商品ｺｰﾄﾞ。現状はJAN,EAN,UPCを使用（前ｾﾞﾛ）。GTINによる商品識別を行う場合、消費者購
入単位のGTINをｾｯﾄ。小売側がGTINによる商品識別をしない場合は「0」固定 ○ -

0000000000000
0

14 "00000000000000"固定

118 商品コード(発注用) 必須 数字 MAX14 可変 当該取引の商品発注ｺｰﾄﾞ。共通商品ｺｰﾄﾞ(JAN/EAN/UPC)で発注を行う場合は、「商品ｺｰﾄﾞ
(GTIN)」と同じ値が入る。小売が管理し,受注者と共有している当事者間独自ｺｰﾄﾞで受発注を行
う場合は、そのｺｰﾄﾞがｾｯﾄされる。(生鮮、ｱﾊﾟﾚﾙなど)SKUのみ

○ 伝票明細.JAN
コード

4901331016424 13 スキャンコードをセット 半角数値(全角混在不可)でセット

119 商品コード区分 必須 数字 3 固定 「商品コード（発注用）」のコード種を判断する際に使用。 ○ - "999" 3 "999"固定

120 商品コード(取引先) 任意 文字(半角ｶ
ﾅ)

MAX14 可変 卸/ﾒｰｶｰ側での商品管理に使用している商品ｺｰﾄﾞ。ｱﾊﾟﾚﾙ品番など。使用する場合は、卸/ﾒｰｶ側が
指定する商品ｺｰﾄﾞを入力する ○ 伝票明細.単

品コード

1234567890120 13 単品コードをセット

121 商品名 任意 文字 MAX25 可変 「商品ｺｰﾄﾞ(発注用)」に対する名称。帳票作成　等に使用する。

○ 伝票明細.商
品名

サンプルマヨ
ネーズ ４５０
グラム

MAX25 商品名(略名)をセット
※色やサイズ別に商品コードを設定
していない場合に商品名欄に「商品
備考：色やサイズ」を設定する場合
があります。

商品名(略名)の28byteをセット
全て半角の場合は25文字のセット3文字
カットとなる
全角(半角混在可能)

122 商品名カナ 任意 文字(半角ｶ
ﾅ)

MAX25 可変 「商品ｺｰﾄﾞ(発注用)」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。

○ 伝票明細.商
品名

ｻﾝﾌﾟﾙﾏﾖﾈｰｽﾞ
450ｸﾞﾗﾑ

MAX25 商品名(ｶﾅ)をセット 商品名(カナ)のをセット
半角(全角混在不可)

123 規格 任意 文字 MAX25 可変 商品の規格(内容量、重量　等)をあらわす。帳票作成　等に使用する。
○

伝票明細.規
格

ｻﾝﾌﾟﾙｷｶｸ MAX20 規格名をセット 空白または全角(半角混在可能)でセッ
ト
8→20byteに拡張予定

124 規格カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX25 可変 商品の規格(内容量、重量　等)をあらわす。帳票作成　等に使用する。

○
伝票明細.規
格

ｻﾝﾌﾟﾙｷｶｸ MAX20 規格名(ｶﾅ)をセット 空白または半角(全角混在不可)でセッ
ト
8→20byteに拡張予定

125 カラーコード 任意 英数 MAX10 可変 商品の色を表すｺｰﾄﾞ。ｺｰﾄﾞ体系は当事者個別で決定　標準ｺｰﾄﾞ使用を今後検討 × - "" - 空欄

126 カラー名称 任意 文字 MAX20 可変 「ｶﾗｰｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。 × - "" - 空欄

127 カラー名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「ｶﾗｰｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。 × - "" - 空欄

128 サイズコード 任意 英数 MAX10 可変 商品のｻｲｽﾞを表すｺｰﾄﾞ。ｺｰﾄﾞ体系は当事者個別で決定。標準ｺｰﾄﾞ使用を今後検討 ○ - "0" 1 "0"固定

129 サイズ名称 任意 文字 MAX30 可変 「ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。
○ -

サンプルメー
カー

MAX30 メーカー名をセット 空白または全角(半角混在可能)でセッ
ト

130 サイズ名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX30 可変 「ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。
○

伝票明細.
メーカー名

ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｶｰ MAX30 メーカー名(ｶﾅ)をセット 空白または半角(全角混在不可)でセッ
ト

131 入数 任意 数字 4 可変 出荷単位の荷姿に入っている数量。入数が可変でありセットできないような場合はセットしな
い。

○ 伝票明細.入
数

"1000" MAX4 入数をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

132 都道府県コード 任意 数字 3 固定 産地指定して発注する場合の都道府県コード。または出荷時に確定した都道府県コード。 × - "" - 空欄

133 国コード 任意 数字 3 固定 産地指定して発注する場合の国コード。または出荷時に確定した国コード。 × - "" - 空欄

134 産地名 任意 文字 MAX20 可変 産地指定して発注する場合の産地名称。または出荷時に確定した産地名称。 × - "" - 空欄

135 水域コード 任意 英数 2 固定 漁獲水域を表すコード。漁獲統計海区に準じた分類とする。 × - "" - 空欄

136 水域名 任意 文字 MAX20 可変 漁獲水域を表す名称。漁獲統計海区に準じた分類名称とする。 × - "" - 空欄

137 原産エリア 任意 文字 MAX30 可変 国、都道府県内のエリアを表す。市町村名、その他一般に知られている地名（「紀州産」、「カ
リフォルニア産」など）。水産物の場合は、漁獲した水域名（相模湾、西インド洋など）、水揚
げ漁港（焼津港、銚子港など）を表す。

× -

"" - 空欄

138 等級 任意 文字 MAX8 可変 商品のグレードを表す（Ａ，Ｂ，Ｃ，秀，優、良など） × - "" - 空欄

139 階級 任意 文字 MAX8 可変 商品のサイズを表す（Ｌ，Ｍ，Ｓ，大，中，小など） × - "" - 空欄

140 銘柄 任意 文字 MAX30 可変 産地銘柄を表す × - "" - 空欄

141 商品ＰＲ 任意 文字 MAX30 可変 朝採り、葉付き、土付き、根付きなど商品に関するこだわりや商品ＰＲ、商品特性、おすすめ情
報を表す。

× - "" - 空欄

142 バイオ区分 任意 数字 2 固定 商品栽培時のバイオ技術の適用，非適用（遺伝子組み換え） × - "" - 空欄

143 品種コード 任意 数字 2 固定 商品の品種を表すコード × - "" - 空欄

144 養殖区分 任意 数字 2 固定 養殖／天然を表す区分 × - "" - 空欄

145 解凍区分 任意 数字 2 固定 解凍を表す区分。店頭販売時の状態を表す。 × - "" - 空欄

146 商品状態区分 任意 数字 2 固定 商品の保存状態を表す区分 × - "" - 空欄

147 形状・部位 任意 文字 MAX5 可変 商品の形状や部位を表す区分（１次加工） × - "" - 空欄

148 用途 任意 文字 MAX20 可変 生食用・加熱用といった商品の使用用途を表す。 × - "" - 空欄

149 法定管理義務商材区分 任意 数字 2 固定 当該商品が、法定管理の必要な項目かどうか、またその種類を表す区分。 × - "" - 空欄
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データ項目名 必

須

/

任

意

タ

イ

プ

150 (発注)原価金額 必須 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品の原価金額(原価×数量)。小数点以下はない前提。

○ 伝票明細.原
価金額

29000 MAX10 原価金額をセット 半角数値(全角混在不可)でセット
(発注)原単価*(発注)数量（小数点以下
切捨て）

151 (発注)原単価 必須 数字 MAX8,2 可変 1取引明細の商品の単品原価単価。

○ 伝票明細.原
単価

145 7.2 原単価をセット 半角数値(全角混在不可)でセット
内税：税込単価をセット、外税：税抜
き単価をセット

152 (発注)売価金額 任意 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品の売価金額(売価×数量)。

○ 伝票明細.売
価金額

59600 MAX10 売価金額をセット 半角数値(全角混在不可)でセット
(発注)売単価*(発注)数量（小数点以下
切捨て）

153 (発注)売単価 任意 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品の商品売価単価。小数点以下はない前提。

○ 伝票明細.売
単価

298 MAX7 売単価をセット 半角数値(全角混在不可)でセット
内税：税込単価をセット、外税：税抜
き単価をセット

154 (発注)税額 任意 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品原価の消費税額。小数点以下はない前提。

○ -

4768 MAX8 税額をセット 内税、外税の場合に原価金額の消費税
額をセット

155 発注単位 必須 数字 MAX4 可変 発注に対する納品ﾊﾞﾗ数単位。取引当事者間で予め取り決め、共有する。 ○ 伝票明細.入
数

10 MAX4 発注単位（入数）をセット "00"もしくは発注単位をセット

156 発注単位コード 必須 数字 2 固定 発注商品の単位呼称。（例：Ｋｇ，ｃｍ、個　等） ○ - 00 2 発注単位コードをセット "00"もしくは発注単位コードをセット

157 発注荷姿コード 任意 数字 2 固定 納品の実梱包形態にそった発注単位を設定している場合に限り、その荷姿を明示。バラ、ボー
ル、ケース　（この項目を使用する場合は「発注単位コード」は必ず’個’になる）　この項目
で卸／メーカーに対し、納品荷姿の指定をすることはしない。 × -

"" - 空欄

158 発注数量(バラ) 必須 数字 MAX6,1 可変 1取引明細(発注)単位での「商品ｺｰﾄﾞ(発注用)」の小売側の発注数。いわゆるﾊﾞﾗ数。
○

伝票明細.数
量

200 5.1 数量をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

159 発注数量(発注単位数) 必須 数字 MAX6 可変 発注単位換算した発注数量。発注単位×発注数量(発注単位数)＝発注数量(ﾊﾞﾗ)小数点以下はな
い前提。 ○

伝票明細.口
数

20 MAX6 ケース数（口数）をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

160 取引単位重量 任意 数字 MAX7,3 可変 卸売市場等で取引される単位重量（５Kg、１０kgなど） × - "" - 空欄

161 単価登録単位 任意 数字 2 固定 不定貫の場合の単価登録の単位を表す。100ｇ当たり、1Kg当たりなど。 × - "" - 空欄

162 商品重量 任意 数字 MAX5,3 可変 商品コードアイテム重量。発注数量（バラ）１個当たりの容量を表す。 × - "" - 空欄

163 発注重量 任意 数字 MAX7,3 可変 不定貫商品の場合に使用する。発注時の推定重量 × - "" - 空欄
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利用
有無

現行の
項目名

サンプル値
※

使用
桁数

新規の項目利用方法 現行の項目活用方法
SBDH

1 ヘッダバージョン 必須 文字 4 可変 SBDHバージョン ○ - 1.3 3 "1.3"固定 BMS規約

2 送信者ID 必須 文字 13 可変 送信者を示すID。取引先と相談のうえ、独自コードあるいはGLNを使って送信者IDを決定し入力
する。

○
-

00010300 8 取引先コード(6桁)＋
"00" or 営業区分(2桁)を設定

当項目単位でデータを振分

3 送信者ID発行元 必須 文字 4 可変 送信者IDがコードの場合は、"CODE"、GLNの場合は”GLN"と入れる ○ -
"CODE" 4 "CODE"固定

4 受信者ID 必須 文字 13 可変 受信者を示すID。取引先と相談のうえ、独自コードあるいはGLNを使って送信者IDを決定し入力
する。

○ - 4573440480009 13 GLNコード PPIHグループのGLNコード値

5 受信者ID発行元 必須 文字 4 可変 受信者IDがコードの場合は、"CODE"、GLNの場合は”GLN"と入れる ○ -
GLN 3 "GLN"固定

6 規格 必須 文字 12 可変 ドキュメント規格 ○
-

SecondGenEDI 12 "SecondGenEDI"固定

7 XMLメジャーバージョン 必須 文字 4 可変 XMLのメジャーバージョンを入力。 ○ - 1P 2 "1P"固定 BMS規約

8 インスタンスID 必須 文字 80 可変 ビジネスメッセージの一意識別。英数字を使い40文字程度のユニークIDを生成し入力する。 ○ - 20160221213000000 17 システム日時(YYYYMMDDHHMMSSYYY) BMS規約

9 メッセージ種 必須 文字 255 可変 ビジネスメッセージの種別。メッセージのタイプを示す名称を入力する。 ○
-

"Shipment Notification" 21 "Shipment Notification"固定 BMS規約

10 複数タイプ 任意 ブール値 5 可変 × - true or false - 空欄

11 データ作成日時 必須 日時 14 可変 メッセージ全体の作成日・時間 ○

-

2007-11-24T12:00:00 14 システム日付(YYYY)＋"-"＋システ
ム日付(MM)＋"-"＋システム日付
(DD)＋"T"＋システム時刻（HH）＋
":"＋システム時刻（MM）＋":"＋
システム時刻（SS）

BMS規約

12 テスト区分タイプ 任意 文字 13 可変 ○ - 固定："Communication" 13 テストの場合のみ使用 パートナーにてセット

13 テスト区分インスタンス識別子 任意 文字 4 可変 ○ - 固定："Test" 4 テストの場合のみ使用 パートナーにてセット

14 テスト区分識別子 任意 文字 1 可変 ○ - 固定："1" 1 テストの場合のみ使用 パートナーにてセット

15 最終送信先タイプ 任意 文字 13 可変 × - "" - 空欄

16 最終送信先インスタンス識別子 任意 文字 13 可変 × - "" - 空欄

17 最終送信先識別子 任意 文字 13 可変 × - "" - 空欄

メッセージ情報

18 メッセージ識別ＩＤ 必須 文字 MAX80 可変 メッセージ識別。SBDHのInstanceIdentifier入れた値の先頭に”MSG-”を足す ○
-

MSG-20070221213000 18 "MSG-"＋インスタンスＩＤ BMS規約

19 送信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場
合に使用する。

○
-

99999900 8 取引先コード(6桁)＋
’00’ oｒ 営業区分(2桁)を設定

20 最終受信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場
合に使用する。

○
-

99999900 8 取引先コード(6桁)＋
’00’ oｒ 営業区分(2桁)を設定

21 直接受信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場
合に使用する。

○
-

88888800 8 取引先コード(6桁)＋
’00’ oｒ 営業区分(2桁)を設定

22 取引件数 任意 数字 MAX7 可変 このﾒｯｾｰｼﾞに含まれている取引番号の数。現状は伝票枚数になる。取引先ﾍｯﾀﾞ単位の伝票枚数。 ○ - 0000050 MAX7 伝票数をカウントして設定 伝票数をカウントして設定

23 システム情報　キー 任意 文字 13 固定 × - "" - 空欄

24 システム情報　値 任意 文字 13 固定 × - "" - 空欄

ファイルヘッダ

25 XML内容バージョン 任意 文字 MAX20 可変 XMLのcommonのバージョン。 ○ - 1.3 3 "1.3"固定 BMS規約

26 XML構造バージョン 任意 文字 MAX20 可変 XMLのメッセージのバージョン ○ - 1.3 3 "1.3"固定 BMS規約

27 XML拡張情報名前空間 任意 文字 MAX80 可変 XML拡張に入っている構造のnamespace × - "" - 空欄

28 XML拡張情報バージョン番号 任意 文字 MAX20 可変 XML拡張に入っている構造のバージョン × - "" - 空欄

29 支払法人コード 必須 数字 MAX13 可変 商品の支払を行う小売企業(会社）を表す独自コード。通常は「発注者コード」と同じ値が入る
が、小売側がグループ内に複数事業会社を持ち、仕入会社と支払会社が異なる場合には、それぞ
れで異なる会社コードが入る。

○ -

3330

4 法人コードをセット

3104：株式会社長崎屋
3330：株式会社ドン・キホーテ
4157：UDリテール株式会社
4159：株式会社富士屋商事
4160：株式会社橘百貨店

30 支払法人GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品の支払を行う小売企業を表すGLN。通常は「発注者GLN」と同じ値が入るが、小売側がグルー
プ内に複数事業会社を持ち、仕入会社と支払会社が異なる場合には、それぞれで異なるGLNが入
る。GLNを使用しない場合は「０」固定。 ○ -

0

1 "0"固定

31 支払法人名称 任意 文字 MAX20 可変 「支払法人コード」の名称。 ○ - 株式会社ドン・キホーテ MAX20 法人名をセット 全角(半角混在可能)でセット

32 支払法人名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「支払法人コード」の名称（半角カナ）。 ○ - ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ MAX20 法人名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット

33 発注者コード 必須 数字 MAX13 可変 商品の発注を行う小売企業を表す独自コード

○ -

3330

4 法人コードをセット

3104：株式会社長崎屋
3330：株式会社ドン・キホーテ
4157：UDリテール株式会社
4159：株式会社富士屋商事
4160：株式会社橘百貨店

34 発注者GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品の発注を行う小売企業を表すGLN。GLNを使用しない場合は「０」固定。 ○ - 0 1 "0"固定

35 発注者名称 任意 文字 MAX20 可変 「発注者コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用。 ○ - 株式会社ドン・キホーテ MAX20 法人名をセット 全角(半角混在可能)でセット

36 発注者名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「発注者コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで、仕入伝票を作成する必要がある場合、
あるいは社内帳票を作成する際の名称表示に使用。

○ -

ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ MAX20

法人名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット

取引ヘッダ

37 取引番号(発注・返品) 必須 数字 MAX10 可変 小売側が受注者に行う発注、返品の単位。　伝票番号と同一。"00"＋伝票番号＋C/D

○ -

224721408

9 伝票番号をセット

38 取引付属番号 任意 数字 MAX10 可変 取引番号以外で当該取引に意味を持たせる必要がある場合、1取引番号毎に付番。(例：客注番
号、外注番号、特売企画NO、返品許可証番号、返品の元伝NO、配達伝票番号など) ○ -

003

3 処理番号をセット
ドンキ・長崎屋データについては"000"
固定で設定

39 出荷者管理番号 任意 英数 MAX10 可変 発注に対し、出荷者側で管理する番号

○ -

12345 -
パートナー側の管理番号として、パー
トナーが設定。

40 直接納品先コード 任意 数字 MAX13 可変 卸／メーカーが商品を納品する場所（小売の物流センター、店舗）をあらわす独自コード。小売
側が指定。アパレル・生鮮商材以外の場合、必須項目となる。

○ -

01013

MAX6

直接納品先コードをセット
物流センタ利用時：物流センタコード
(6桁)
店直利用時：店舗コード(5桁)
をセット

41 直接納品先GLN 任意 数字 MAX13 可変 卸／メーカーが商品を納品する場所（小売の物流センター、店舗）をあらわすGLN。小売側が指
定。GLNを使用しない場合は「０」固定。アパレル・生鮮商材以外の場合、必須項目となる。

○ - 0
1 "0"固定

42 直接納品先名称 任意 文字 MAX20 可変 「直接納品先コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用する。

○ -

"テスト店" MAX20 直接納品先名をセット
物流センタ利用時：物流センタ名
店直利用時：店舗名
全角(半角混在可能)でセット

43 直接納品先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「直接納品先コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に
使用する。

○ -

"ﾃｽﾄﾃﾝ" MAX20 直接納品先名(ｶﾅ)をセット
物流センタ利用時：物流センタ名(ｶﾅ)
店直利用時：店舗名(ｶﾅ)
半角(全角混在不可)でセット

44 最終納品先コード 必須 数字 MAX13 可変 最終的に商品が納品される場所（小売の物流センター又は店舗）をあらわす独自コード。小売側
が指定。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字　等に使用する。 ○ -

01013
5

最終納品先コードをセット
店舗コードをセット

45 最終納品先GLN 必須 数字 MAX13 可変 最終的に商品が納品される場所（小売の物流センター又は店舗）をあらわすGLN。小売側が指
定。GLNを使用しない場合は「０」固定 ○ -

0
1 "0"固定

46 最終納品先名称 任意 文字 MAX20 可変 「最終納品先コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字等に使用する。
○ -

"テスト店" MAX20 最終納品先名をセット 全角(半角混在可能)でセット
店舗名（略名)

47 最終納品先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「最終納品先コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字に使
用する。 ○ -

"ﾃｽﾄﾃﾝ" MAX20 最終納品先名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット
店舗名（カナ)

48 計上部署コード 必須 数字 MAX13 可変 商品が納品されることにより債権・債務関係が発生する場所（小売の物流センター、または店
舗）を表す独自コード　「直接納品先コード」または「最終納品先コード」のいずれか。

○ - 01013
5

最終納品先コードをセット 店舗コードをセット

49 計上部署GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品が納品されることにより債権・債務関係が発生する場所（小売の物流センター、または店
舗）を表すGLN。「直接納品先GLN」または「最終納品先GLN」のいずれか。GLNを使用しない場合
は「０」固定

○ -

0

1 "0"固定

50 計上部署名称 任意 文字 MAX20 可変 「計上部署コード」の名称。 ○ - "テスト店" MAX20 最終納品先名をセット 全角(半角混在可能)でセット
51 計上部署名称(カナ) 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「計上部署コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票作成の際に名称表示に使用す

る
○ - "ﾃｽﾄﾃﾝ" MAX20 最終納品先名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット

52 陳列場所コード 任意 英数 MAX13 可変 小売の商品陳列業務のために、納品の括りを分けてもらう単位。売場通路no、商品分類、等意味
は当事者間で設定。 × -

"" -
空欄

53 陳列場所名称 任意 文字 MAX20 可変 「陳列場所ｺｰﾄﾞ」の名称。取引先にSCMﾗﾍﾞﾙ等に印刷してもらう場合にｾｯﾄ。 × - "" - 空欄

54 陳列場所名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「陳列場所ｺｰﾄﾞ」の名称(半角ｶﾅ)。取引先にSCMﾗﾍﾞﾙ等に印刷してもらう場合にｾｯﾄ。 × - "" - 空欄

55 請求取引先コード 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の商品代金請求を小売に対して行う企業を表すｺｰﾄﾞ。通常は「取引先ｺｰﾄﾞ」と同じ値が
入るが、受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等
の場合はその1社の取引先ｺｰﾄﾞがｾｯﾄされる。※請求ﾚｽの場合のみ省略可 ○ -

000105

6 取引先コード(6桁)をセット

56 請求取引先GLN 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の商品代金請求を小売に対して行う企業を表すGLN。通常は「取引先GLN」と同じ値が入
るが、受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の
場合は、その1社の取引先ｺｰﾄﾞがｾｯﾄされる。(決済用ＧＬＮ)　※請求ﾚｽの場合のみ省略可 ○ -

0

1 "0"固定

57 請求取引先名 任意 文字 MAX20 可変 「請求取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称。
○ - "テスト取引先" MAX20

取引先名をセット
全角(半角混在可能)でセット
店舗名（略名)

58 請求取引先名カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「請求取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。
○ - "ﾃｽﾄﾄﾘﾋｷｻｷ" MAX20 取引先名称（ｶﾅ） 半角(全角混在不可)でセット

店舗名（カナ)
59 取引先コード 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の受注～出荷～納品を行う企業を表すｺｰﾄﾞ。通常は「請求取引先ｺｰﾄﾞ」と同じ値が入る

が、受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場
合には、個々の企業の取引先ｺｰﾄﾞをｾｯﾄ。したがって請求取引先ｺｰﾄﾞとは異なる値が入る。頭"0"
＋取引先ｺｰﾄﾞ

○ -

000105

6

取引先コード(6桁)をセット

60 取引先GLN 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の受注～出荷～納品を行う企業を表すGLN。通常は「請求取引先GLN」と同じ値が入る
が、受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場
合には、個々の企業の取引先GLNをｾｯﾄ。したがって請求取引先GLNとは異なる値が入る。 ○ -

0

1 "0"固定

61 取引先名称 任意 文字 MAX20 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。

○ -

"テスト取引先" MAX20 取引先名をセット パートナー正式名称20文字でカットし
セットする
全角(半角混在可能)

62 取引先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。

○ -

"ﾃｽﾄﾄﾘﾋｷｻｷ" MAX20 取引先名(ｶﾅ)をセット パートナー名称(カナ)20文字でカット
しセットする
半角(全角混在不可)

63 枝番 任意 英数 MAX2 可変 同一取引先ｺｰﾄﾞ内で、取引ﾃﾞｰﾀを分けて管理する必要がある場合に当事者間合意の上で使用。
(小売側が設定) ○ -

1 1 伝票ヘッダ.決済条件
1：掛け　2：現金

64 出荷先コード 任意 英数 MAX4 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」＋「枝番」のくくりの中で、さらに取引ﾃﾞｰﾀを分ける必要がある場合に当事者間
合意の上で使用(小売側が設定)"000"＋取引先ﾌﾛｱ × -

"" -
空欄

65 出荷場所GLN 任意 数字 MAX13 可変 取引先の出荷拠点を表す、取引先側が設定する物流用GLN。入荷業務を行う際に、この項目と、
センター納品書番号をキーにして出荷データを抽出する。事前の取決め（契約）により卸／メー
カー側が指定。

× -

"" - 空欄

66 納品経路 任意 数字 2 固定 小売が卸／メーカーに対し、店舗直接納品なのか、センター経由納品かを指定する区分。

○ -

00

2 経由区分をセット

　0：直納　　　　　 ⇔01（ 店舗直
納）
　1：ｾﾝﾀ経由　　　⇔02（ｾﾝﾀｰ納品）
　2：ｾﾝﾀ経由直納⇔03（ｾﾝﾀｰ配送不
可）
　上記以外　　　　⇔00（無指定）

67 便No 任意 数字 2 固定 小売店舗への納品配送便、あるいは納品時間帯を表す。センター納品の場合、便ごとに当事者間
で決めた時刻までにセンター納品していただく。 ○ -

01
2 便Noをセット

00：未指定
01～99：便Noを示す。

項目内容

項目活用方法の補足説明

テスト区分。このメッセージのデータが本番用なのかテスト用なのかを判別する。テストデータ
の場合、テストのスコープを作成する。

最終送信先を示すID。最終送信先IDを使用する場合、最終送信先のスコープを作成する。

資料名 データ種別

標準CSVマッピング資料 出荷伝票
【ファイル形式】：CSV　　【区切り文字】：,（カンマ）　【項目括り】："（ダブルクォート）　【文字コード】：SJIS　【改行コード】：CRLF（Windows改行）
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須

/

任

意

タ

イ

プ

桁

数

(

文

字

数

)

桁

フ

ラ

グ

標準CSV（出荷伝票） <10> 2022/4/14



利用
有無

現行の
項目名

サンプル値
※

使用
桁数

新規の項目利用方法 現行の項目活用方法

項目内容

項目活用方法の補足説明

No 階

層

名
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意

タ
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数
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桁

フ

ラ

グ

68 通過在庫区分 任意 数字 2 固定 卸／メーカーの小売センターへの納品後、即、センター内で店舗仕分けの上で配送がされるか
（通過）、センターに一旦在庫されるか（在庫）を表す。 × -

"" -
空欄

69 納品区分 任意 数字 2 固定 卸／メーカーの小売センターへの納品形態。単品総量納品か単品店別納品なのかを表す。 × - "" - 空欄

70 指定納品時刻 任意 時刻 8 固定 時刻のみを表す × - "" - 空欄

71 輸送手段 任意 数字 2 固定 × - "" - 空欄

72 バーコード情報 任意 数字 MAX13 可変 × - "" - 空欄

73 カテゴリー名称1（印字用） 任意 文字 MAX5 可変 × - "" - 空欄

74 カテゴリー名称2（印字用） 任意 文字 MAX5 可変 × - "" - 空欄

75 最終納品先略称（印字用） 任意 文字 MAX5 可変 × - "" - 空欄

76 ラベル自由使用欄（印字用） 任意 文字 MAX60 可変 〇 - 日立　太郎 MAX10 発注者をセット

77 ラベル自由使用欄半角カナ（印字用） 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX60 可変

〇 -

03-1111-2222 03-3333-4444
0120-555-555 0120-222-888

51 自動FAX番号
パートナー緊急連絡先TEL
店舗TEL
店舗FAX
を半角スペース区切りでセット

78 入荷管理用メーカーコード 任意 数字 MAX13 可変 受注者が自社で管理しているﾒｰｶｰｺｰﾄﾞ。同一ﾒｰｶｰでも配送先が異なることから、入荷時にｺﾝﾄﾛｰﾙ
する必要がある場合に使用。 × -

"" - 空欄

79 センター納品書番号 任意 数字 MAX10 可変 小売のｾﾝﾀｰに納品する際に納品者が使用する納品書の番号。 × - "" - 空欄
80 商品分類(大) 必須 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類ｺｰﾄﾞ。4階層(大中小細)の使用方法は小売側が決定し、取引当事者間で共有す

る。(DPT、ｸﾗｽ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ｶﾃｺﾞﾘｰ、ﾗｲﾝ、群番　など) ○ -
9999

4 分類コードをセット
伝票ヘッダーの分類コード
ドンキ、長崎屋発注データ：部門コー
ド(4桁)

81 商品分類(中) 必須 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類ｺｰﾄﾞ。4階層(大中小細)の使用方法は小売側が決定し、取引当事者間で共有す
る。(DPT、ｸﾗｽ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ｶﾃｺﾞﾘｰ、ﾗｲﾝ、群番　など) ○ -

1
1 経費区分をセット

0：仕入商品発注書
1：経費分発注書

82 発注日 必須 日付 10 固定 当該取引における、小売側の商品発注日。(商品、原価、売価、数量はこの日に確定する。) ○ - 2015-01-20 10 発注日をセット YYYY-MM-DDでセット

83 直接納品先納品日 任意 日付 10 固定 「直接納品先」または「直接納品先GLN」への納品日。最終納品先納品日-1で設定。 ○ - 2015-01-20 10
発注データの直接納品先納品日を
セット

YYYY-MM-DDでセット

84 最終納品先納品日 必須 日付 10 固定 「最終納品先」または「最終納品先GLN」への納品日。 ○ - 2015-01-20 10
発注データの最終納品先納品日を
セット

YYYY-MM-DDでセット

85 訂正後直接納品先納品日 任意 日付 10 固定 受注者が、「直接納品先」「直接納品先GLN」への納品日を訂正する場合、訂正後の納品日をｾｯﾄ

○ -

2015-01-20

10

訂正後直接納品先納品日（＝店着
日）をセット
※正しい店着日必ず設定して下さ
い。

YYYY-MM-DDでセット

86 計上日 任意 日付 10 固定 小売側の仕入計上日　返品の場合は返品計上日。当該取引の債権債務はこの日をもって発生 × - "" - 空欄

87 販促開始日 任意 日付 10 固定 小売店頭の販促(ｾｰﾙ)開始日。特売商品の庫内管理のために出荷者が納品時に梱包(SCMﾗﾍﾞﾙ等)に
表記。

× - "" - 空欄

88 販促終了日 任意 日付 10 固定 小売店頭の販促(ｾｰﾙ)終了日。特売商品の庫内管理のために出荷者が納品時に梱包(SCMﾗﾍﾞﾙ等)に
表記。

× - "" - 空欄

89 商品区分 任意 数字 2 固定 定番(プロパー)発注or特売(中目,目玉)発注を表す区分。 × - "" - 空欄

90 発注区分 任意 数字 2 固定 発注が行われた場所（本部・店舗）や、発注の形態（客注など）を表す区分。内容はコードリス
トを参照。

○ -

01

2
基幹システムの発注区分を変換し
てセット

"01"(本部発注)、"02"(店舗発注)を
セット予定。

04:一括発注　　⇔01:本部（計画）発
注
06:本部発注　　⇔01:本部（計画）発
注
01:通常発注　　⇔02:店舗（追加）発
注
02:現金発注　　⇔02:店舗（追加）発
注
03:スポット発注⇔02:店舗（追加）発
注
05:週間発注　　⇔02:店舗（追加）発

91 出荷データ有無区分 任意 数字 2 固定 小売側が、卸／メーカーの出荷データ作成の要不要を指定する項目。 × - - - 空欄
92 EOS区分 任意 数字 2 固定 小売からのコンピュータ発注に基づいた出荷データなのかを判別する項目。卸／メーカーがセッ

ト。
○ - 01 2 ＥＯＳ発注の場合："01"、

ＦＡＸ発注の場合："02"をセット

93 PB区分 任意 数字 2 固定 当該商品が、小売側が開発した独自商品（プライベートブランド商品）か、ナショナルブランド
商品かを表す区分。 × -

"" -
空欄

94 配送温度区分 任意 数字 2 固定 温度により特別な処理を行う場合に告知する項目。配送温度帯指定。季節、小売の保管環境で変
化する。

× - "" -
空欄

95 酒区分 任意 数字 2 固定 当該発注商品が酒であるかどうか判別する区分。卸／メーカーでセンターの在庫ロケーションを
特定する際に使用。 × -

"" -
空欄

96 処理種別 任意 数字 2 固定 小売で使用する取引の種別（仕入、返品、移動、値引　等）。業界標準コード、もしくは小売独
自コードをセットする。小売・卸間でのメッセージ取引の識別には「メッセージ種」を使用し、
処理種別の内容で卸側に判断を求めることが無いようにする。

○ -

01

2 伝票区分をセット

01（発注）
02（返品）
03（移動）
04（値引）
05（委託）
NN（その他、小売独自コード）
⇒基本、01(発注)を使用

97 伝票レス区分 任意 数字 2 固定 小売が卸／メーカーにペーパー伝票作成の要・不要を告知する区分。 × - "" - 空欄
98 取引番号区分 任意 数字 2 固定 取引タイプと発番基準を表す区分。

○ - 01 2 ＥＯＳ発注の場合："01"、
ＦＡＸ発注の場合："21"をセット

99 パック区分 任意 数字 2 固定 食肉の加工センター等に発注する場合のデータ判別を行う区分。０１：パック。 × - "" - 空欄
100 不定貫区分 任意 数字 2 固定 定貫・不定貫を表す区分 × - "" - 空欄
101 税区分 任意 数字 2 固定 消費税の区分　（込み、抜き、非課税）を表す区分。非課税：切手、ビール券等

○ -

05 2

税区分をセット
1：外税　⇔05：原価外税売価外税
2：内税　 ⇔01：原売価内税
3：非課税⇔03：非課税

102 税率 任意 数字 MAX2,1 可変 消費税率を表す。
○ -

8 MAX2,1
消費税率をセット

非課税：0、外税内税：8　(2017年4月
には8又は10)

103 自由使用欄 任意 文字 MAX60 可変 伝票に表記する配達番号、配達日、売出日など、相手先に伝達したい項目。別項目でメッセージ
として使用。
そのまま出力するメモでの使用に限定し、この項目でシステムの処理を制御する使い方は不
可）。

○ -

自由に記載 MAX30 ファイルヘッダ単位での備考を設
定 全角(半角混在可能)でセット

104 自由使用欄半角カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX60 可変 伝票に表記する配達番号、配達日、売出日など、相手先に伝達したい項目。（半角カナ）別項目
でメッセージとして使用。
そのまま出力するメモでの使用に限定し、この項目でシステムの処理を制御する使い方は不
可）。

○ -

00001 5 自動FAX処理通番をセット

105 (出荷)原価金額合計 任意 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）単位の原価金額の合計。１取引明細の「原価金額」の足し上げ

○ -

29000
(20000)

MAX10 原価金額合計をセット
※訂正後原単価が設定されている
場合、再計算により
　発注の値と異なる値となる

原価金額の総和をセット
半角数値でセット

106 (出荷)売価金額合計 任意 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）単位の売価金額の合計。１取引明細の「売価金額」の足し上げ
○ -

59600 MAX10 売価金額合計をセット 売価金額の総和をセット
半角数値でセット

107 (出荷)税額合計金額 任意 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）の消費税額の合計。「税額」の足し上げ ○ - 80 MAX10 伝票消費税合計をセット

108 数量合計 任意 数字 MAX6 可変 １取引番号（発注）単位の「発注数量(バラ）」の合計。 × - "" - 空欄

109 発注単位数量合計 任意 数字 MAX6 可変 １取引番号（発注）単位の「発注数量(発注単位数）」の合計。 × - "" - 空欄

110 重量合計 任意 数字 MAX10,3 可変 不定貫商品の場合に使用する。１取引番号（発注）単位の重量の合計。 × - "" - 空欄

明細
111 取引明細番号(発注・返品) 必須 英数 MAX4 可変 「取引番号(発注・返品)」の中の商品単位の明細番号。 ○ - 02 2 伝票行番号をセット

112 取引付属明細番号 任意 英数 MAX4 可変 「取引付属番号」の中の商品単位の明細番号。返品は元伝の行NO × - "" - 空欄

113 元取引番号 任意 英数 MAX10 可変 取引番号が追加・変更になった場合の元の取引番号 × - "" - 空欄

114 元取引明細番号 任意 英数 MAX4 可変 取引番号が追加・変更になった場合の元の取引明細番号 × - "" - 空欄

115 出荷者管理明細番号 任意 英数 MAX4 可変 発注に対し、出荷者側で管理する番号の明細番号 × - "" - 空欄

116 商品分類(小) 任意 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類ｺｰﾄﾞ。4階層(大中小細)の使用方法は小売側が決定し、取引当事者間で共有す
る。(DPT、ｸﾗｽ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ｶﾃｺﾞﾘｰ、ﾗｲﾝ、群番　など)

○ -

999999 MAX6 小分類コード 明細ごとの小分類コードをセット
ドンキ、長崎屋発注データ：部門コー
ド(6桁)

117 商品分類(細) 任意 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類ｺｰﾄﾞ。4階層(大中小細)の使用方法は小売側が決定し、取引当事者間で共有す
る。(DPT、ｸﾗｽ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ｶﾃｺﾞﾘｰ、ﾗｲﾝ、群番　など)

○ -

0 1 値付区分 "0"：不要
"1":取引先
"2":センター
"3":店舗
"4":売切り商品
"5":ノンラベル

118 配達予定日 任意 日付 10 固定 配達必要商品の管理上、配達予定日を帳票などに表記してもらう必要がある場合、その日付。
× - "" -

空欄

119 納品期限 任意 英数 MAX8 可変 「最終納品先」、「最終納品先GLN」への納品許容日。製品の日付と比較して、入荷を許容する
日付。ｼｽﾃﾑ日付より計算。 × -

"" -
空欄

120 センター納品詳細指示 任意 数字 2 固定 納品形態を詳細に指示する場合、センターでの仕分けに必要な項目を告知。 × - "" - 空欄

121 仮伝フラグ 任意 数字 2 固定 仮の単価を表す区分。正式は後日相手の確認をとってから。

○ -

01 2 メーカー直送フラグをセット
"01"　　  ：メーカー直送
空欄(NULL)：本伝
※店舗へ納品する際に商品と納品
明細書が同梱できない場合は
『01』を設定ください。

パートナーにてセット

122 メーカーコード 任意 数字 MAX13 可変 JANﾒｰｶｰｺｰﾄﾞ。ﾒｰｶｰ別納品実績を把握する場合(ﾘﾍﾞｰﾄ管理等)に使用。 × - "" - 空欄

123 商品コード(ＧTIN) 必須 数字 MAX14 可変 共通商品ｺｰﾄﾞ。現状はJAN,EAN,UPCを使用（前ｾﾞﾛ）。GTINによる商品識別を行う場合、消費者購
入単位のGTINをｾｯﾄ。小売側がGTINによる商品識別をしない場合は「0」固定 ○ -

00000000000000
14 "00000000000000"固定

124 商品コード(発注用) 必須 数字 MAX14 可変 当該取引の商品発注ｺｰﾄﾞ。共通商品ｺｰﾄﾞ(JAN/EAN/UPC)で発注を行う場合は、「商品ｺｰﾄﾞ
(GTIN)」と同じ値が入る。小売が管理し,受注者と共有している当事者間独自ｺｰﾄﾞで受発注を行
う場合は、そのｺｰﾄﾞがｾｯﾄされる。(生鮮、ｱﾊﾟﾚﾙなど)SKUのみ ○ -

4901331016424

13 スキャンコードをセット 半角数値(全角混在不可)でセット

125 商品コード区分 必須 数字 3 固定 「商品コード（発注用）」のコード種を判断する際に使用。 ○ - "999" 3 "999"固定

126 商品コード(取引先) 任意 文字(半角ｶ
ﾅ)

MAX14 可変 卸/ﾒｰｶｰ側での商品管理に使用している商品ｺｰﾄﾞ。ｱﾊﾟﾚﾙ品番など。使用する場合は、卸/ﾒｰｶ側が
指定する商品ｺｰﾄﾞを入力する

○ -

1234567890120

13

単品コードをセット

127 商品名 任意 文字 MAX25 可変 「商品ｺｰﾄﾞ(発注用)」に対する名称。帳票作成　等に使用する。

○ -

サンプルマヨネーズ ４５０
グラム

MAX25

商品名(略名)をセット 商品名(略名)の28byteをセット
全て半角の場合は25文字のセット3文字
カットとなる
全角(半角混在可能)

128 商品名カナ 任意 文字(半角ｶ
ﾅ)

MAX25 可変 「商品ｺｰﾄﾞ(発注用)」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。
○ -

ｻﾝﾌﾟﾙﾏﾖﾈｰｽﾞ 450ｸﾞﾗﾑ
MAX25

商品名(ｶﾅ)をセット 商品名(カナ)のをセット
半角(全角混在不可)

129 商品コード（出荷元） 任意 数字 MAX14 可変 ソースマーキングされた生産者コード × - "" - 空欄

130 規格 任意 文字 MAX25 可変 商品の規格(内容量、重量　等)をあらわす。帳票作成　等に使用する。
○ -

ｻﾝﾌﾟﾙｷｶｸ MAX20 規格名をセット 空白または全角(半角混在可能)でセッ
ト
8→20byteに拡張予定

131 規格カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX25 可変 商品の規格(内容量、重量　等)をあらわす。帳票作成　等に使用する。
○ -

ｻﾝﾌﾟﾙｷｶｸ MAX20 規格名(ｶﾅ)をセット 空白または半角(全角混在不可)でセッ
ト
8→20byteに拡張予定

132 カラーコード 任意 英数 MAX10 可変 商品の色を表すｺｰﾄﾞ。ｺｰﾄﾞ体系は当事者個別で決定　標準ｺｰﾄﾞ使用を今後検討 × - "" - 空欄

133 カラー名称 任意 文字 MAX20 可変 「ｶﾗｰｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。 × - "" - 空欄

134 カラー名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「ｶﾗｰｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。 × - "" - 空欄

135 サイズコード 任意 英数 MAX10 可変 商品のｻｲｽﾞを表すｺｰﾄﾞ。ｺｰﾄﾞ体系は当事者個別で決定。標準ｺｰﾄﾞ使用を今後検討 ○ - "0" 1 "0"固定

136 サイズ名称 任意 文字 MAX30 可変 「ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。 ○ - サンプルメーカー MAX30 メーカー名をセット 空白または全角(半角混在可能)でセッ
ト

137 サイズ名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX30 可変 「ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。 ○ - ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｶｰ MAX30 メーカー名(ｶﾅ)をセット 空白または半角(全角混在不可)でセッ
ト

138 入数 任意 数字 4 可変 出荷単位の荷姿に入っている数量。入数が可変でありセットできないような場合はセットしな
い。

○ - "1000" MAX4 入数をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

139 都道府県コード 任意 数字 3 固定 産地指定して発注する場合の都道府県コード。または出荷時に確定した都道府県コード。 × - "" - 空欄

140 国コード 任意 数字 3 固定 産地指定して発注する場合の国コード。または出荷時に確定した国コード。 × - "" - 空欄

141 産地名 任意 文字 MAX20 可変 産地指定して発注する場合の産地名称。または出荷時に確定した産地名称。 × - "" - 空欄

142 水域コード 任意 英数 2 固定 漁獲水域を表すコード。漁獲統計海区に準じた分類とする。 × - "" - 空欄

143 水域名 任意 文字 MAX20 可変 漁獲水域を表す名称。漁獲統計海区に準じた分類名称とする。 × - "" - 空欄

144 原産エリア 任意 文字 MAX30 可変 国、都道府県内のエリアを表す。市町村名、その他一般に知られている地名（「紀州産」、「カ
リフォルニア産」など）。水産物の場合は、漁獲した水域名（相模湾、西インド洋など）、水揚
げ漁港（焼津港、銚子港など）を表す。 × -

"" - 空欄

145 等級 任意 文字 MAX8 可変 商品のグレードを表す（Ａ，Ｂ，Ｃ，秀，優、良など） × - "" - 空欄

146 階級 任意 文字 MAX8 可変 商品のサイズを表す（Ｌ，Ｍ，Ｓ，大，中，小など） × - "" - 空欄

147 銘柄 任意 文字 MAX30 可変 産地銘柄を表す × - "" - 空欄
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148 商品ＰＲ 任意 文字 MAX30 可変 朝採り、葉付き、土付き、根付きなど商品に関するこだわりや商品ＰＲ、商品特性、おすすめ情
報を表す。

× - "" - 空欄

149 バイオ区分 任意 数字 2 固定 商品栽培時のバイオ技術の適用，非適用（遺伝子組み換え） × - "" - 空欄

150 品種コード 任意 数字 2 固定 商品の品種を表すコード × - "" - 空欄

151 養殖区分 任意 数字 2 固定 養殖／天然を表す区分 × - "" - 空欄

152 解凍区分 任意 数字 2 固定 解凍を表す区分。店頭販売時の状態を表す。 × - "" - 空欄

153 商品状態区分 任意 数字 2 固定 商品の保存状態を表す区分 × - "" - 空欄

154 形状・部位 任意 文字 MAX5 可変 商品の形状や部位を表す区分（１次加工） × - "" - 空欄

155 用途 任意 文字 MAX20 可変 生食用・加熱用といった商品の使用用途を表す。 × - "" - 空欄

156 法定管理義務商材区分 任意 数字 2 固定 当該商品が、法定管理の必要な項目かどうか、またその種類を表す区分。 × - "" - 空欄

157 (出荷)原価金額 必須 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品の原価金額(原価×数量)。小数点以下はない前提。

○ -

29000
(20000)

MAX10

原価金額をセット
※訂正後原単価が設定されている
場合、再計算により
　発注の値と異なる値となる

半角数値(全角混在不可)でセット
(出荷)原単価*(出荷)数量（小数点以下
切捨て）

158 (出荷)原単価 必須 数字 MAX8,2 可変 1取引明細の商品の単品原価単価。

○ -

145.00
(100.00)

7.2

原単価をセット
※訂正後原単価が設定されている
場合、同項目値に置換

半角数値(全角混在不可)でセット
内税：税込単価をセット、外税：税抜
き単価をセット

159 (出荷)売価金額 任意 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品の売価金額(売価×数量)。

○ -

59600

MAX10

売価金額をセット 半角数値(全角混在不可)でセット
(出荷)売単価*(出荷)数量（小数点以下
切捨て）

160 (出荷)売単価 任意 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品の商品売価単価。小数点以下はない前提。

○ -

298

MAX7

売単価をセット 半角数値(全角混在不可)でセット
内税：税込単価をセット、外税：税抜
き単価をセット

161 (出荷)税額 任意 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品原価の消費税額。小数点以下はない前提。

○ -

80

MAX10

税額をセット

内税、外税の場合に原価金額の消費税
額をセット

162 発注単位 必須 数字 MAX4 可変 発注に対する納品ﾊﾞﾗ数単位。取引当事者間で予め取り決め、共有する。 ○ - 10 MAX4 発注単位（入数）をセット "00"もしくは発注単位をセット

163 発注単位コード 必須 数字 2 固定 発注商品の単位呼称。（例：Ｋｇ，ｃｍ、個　等） ○ - 00 2 発注単位コードをセット "00"もしくは発注単位コードをセット

164 発注荷姿コード 任意 数字 2 固定 納品の実梱包形態にそった発注単位を設定している場合に限り、その荷姿を明示。バラ、ボー
ル、ケース　（この項目を使用する場合は「発注単位コード」は必ず’個’になる）　この項目
で卸／メーカーに対し、納品荷姿の指定をすることはしない。 × -

"" -

空欄

165 発注数量(バラ) 必須 数字 MAX6,1 可変 1取引明細(発注)単位での「商品ｺｰﾄﾞ(発注用)」の小売側の発注数。いわゆるﾊﾞﾗ数。
○ -

200.0
5.1

数量をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

166 発注数量(発注単位数) 必須 数字 MAX6 可変 発注単位換算した発注数量。発注単位×発注数量(発注単位数)＝発注数量(ﾊﾞﾗ)小数点以下はな
い前提。

○ -
20

MAX6 ケース数（口数）をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

167 出荷数量(バラ) 必須 数字 MAX6,1 可変 1取引明細(発注)単位の商品出荷ﾊﾞﾗ数。

○ -

200

5 出荷数量をセット

パートナーにてセット。
半角数値(全角混在不可)でセット
※小数点以下は無効となりますので、
設定されないようお願い致します。

168 出荷数量(発注単位数) 任意 数字 MAX6 可変 1取引明細(発注)単位の商品出荷の発注単位換算数。小数点以下はない前提。 ○ - 20 MAX6 ケース数（口数）をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

169 欠品数量(バラ数) 必須 数字 MAX6,1 可変 1取引明細(発注)単位の受注者側の欠品数(納品不足数)。ﾊﾞﾗ数量換算。 ○ - 200.0 5.1 欠品数量(バラ数)をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

170 欠品数量(発注単位数) 任意 数字 MAX6 可変 1取引明細(発注)単位の受注者側の欠品数(納品不足数)。発注単位換算。小数点以下はない前
提。

○ - 20 MAX6 ケース数（口数）をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

171 欠品区分 任意 数字 2 固定 卸／メーカー側出荷時に、実出荷数が発注数に不足（欠品）が発生した場合、出荷者がセットす
るその理由。

○ -

00

2 欠品区分をセット

パートナーにてセット
00(欠品なし)
11(マスターメンテミス(小売責))
12(発注ミス(小売責))
21(納入者品切(取引先責))
22(メーカー品切(取引先責))

172 取引単位重量 任意 数字 MAX7,3 可変 卸売市場等で取引される単位重量（５Kg、１０kgなど） × - "" - 空欄

173 単価登録単位 任意 数字 2 固定 不定貫の場合の単価登録の単位を表す。100ｇ当たり、1Kg当たりなど。 × - "" - 空欄

174 商品重量 任意 数字 MAX5,3 可変 商品コードアイテム重量。発注数量（バラ）１個当たりの容量を表す。 × - "" - 空欄

175 発注重量 任意 数字 MAX7,3 可変 不定貫商品の場合に使用する。発注時の推定重量 × - "" - 空欄

176 出荷重量 任意 数字 MAX7,3 可変 不定貫商品の場合に使用する。出荷時（納品時）の確定重量

○ -

100.00

7.2
訂正が入った場合、訂正後原単価
をセット

原価訂正を行った場合、
当項目を使用。（出荷）原単価に値が
設定
される
半角数値(全角混在不可)でセット

出荷荷姿情報
177 ITFコード(集合包装GTIN) 必須 数字 MAX16 可変 集合包装に印刷表示するためのﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙのｺｰﾄﾞ。小売側の入荷検品時に利用。納品荷姿に応

じた集合包装用ＧＴＩＮ。 × -
"" - 空欄

178 出荷荷姿コード 必須 数字 2 固定 実際の出荷荷姿。卸・メーカーがセット × - "" - 空欄

179 出荷数量(出荷荷姿数) 必須 数字 MAX6 可変 × - "" - 空欄

180 賞味期限日 任意 日付 10 固定 商品(またはその外箱)に印字されている賞味期限。ﾄﾞﾗｯｸﾞの納品時に必須。 ○ - 2017-11-27 10 賞味期限を設定

181 製造日 任意 日付 10 固定 商品(またはその外箱)に印字されている製造年月日。ﾄﾞﾗｯｸﾞの納品時に必須。 ○ - 2017-11-27 10 製造日を設定

182 製造番号 任意 英数 MAX16 可変 製品の製造ﾛｯﾄ番号(ﾄﾞﾗｯｸﾞの納品等) ○ - 11111111 MAX16 製造番号を設定

（注１）原単価は原則事前に商談等で相対で取り決めを行うものとしています。万が一訂正が必要となった場合に限り本項目を利用し、正しい単価情報をお送りください。

　　　　原単価の訂正をされた際には、次回以降正しい単価で発注を受けられるよう、プランナー又は店舗発注者にご連絡をお願いいたします。
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利用
有無

現行の
項目名

サンプル値
※
使用
桁数

新規の項目利用方法 現行の項目活用方法
SBDH

1 ヘッダバージョン 必須 文字 4 可変 SBDHバージョン ○ - 1.3 3 "1.3"固定

2 送信者ID 必須 文字 13 可変 送信者を示すID。取引先と相談のうえ、独自コードあるいはGLNを使って送信者IDを決定し入力する。 ○ - 4573440480009 13 GLNコード PPIHグループのGLNコード値

3 送信者ID発行元 必須 文字 4 可変 送信者IDがコードの場合は、"CODE"、GLNの場合は”GLN"と入れる ○ - GLN 3 "GLN"固定

4 受信者ID 必須 文字 13 可変 受信者を示すID。取引先と相談のうえ、独自コードあるいはGLNを使って送信者IDを決定し入力する。 ○
-

00010300 8 取引先コード(6桁)＋
"00" or 営業区分(2桁)を設定

当項目単位でデータを振分
(振分条件)

5 受信者ID発行元 必須 文字 4 可変 受信者IDがコードの場合は、"CODE"、GLNの場合は”GLN"と入れる ○
-

"CODE" 4 "CODE"固定

6 規格 必須 文字 12 可変 ドキュメント規格 ○ - SecondGenEDI 12 "SecondGenEDI"固定

7 XMLメジャーバージョン 必須 文字 4 可変 XMLのメジャーバージョンを入力。 ○ - 1P 2 "1P"固定

8 インスタンスID 必須 文字 80 可変 ビジネスメッセージの一意識別。英数字を使い40文字程度のユニークIDを生成し入力する。 ○ - 20160221213000000 17 システム日時(YYYYMMDDHHMMSSYYY)

9 メッセージ種 必須 文字 255 可変 ビジネスメッセージの種別。メッセージのタイプを示す名称を入力する。 ○ - Receiving Notification 22 "Receiving Notification"固定

10 複数タイプ 任意 ブール値 5 可変 × - "" - 空欄

11 データ作成日時 必須 日時 14 可変 メッセージ全体の作成日・時間 ○

-

2007-11-24T12:00:00 14 システム日付(YYYY)＋"-"＋システ
ム日付(MM)＋"-"＋システム日付
(DD)＋"T"＋システム時刻（HH）＋
":"＋システム時刻（MM）＋":"＋シ
ステム時刻（SS）

12 テスト区分タイプ 任意 文字 13 可変 ○ - "Communication" 13 テストの場合のみ使用 パートナーコードで判断し
日立でセット13 テスト区分インスタンス識別子 任意 文字 4 可変 ○

-
"Test" 4 テストの場合のみ使用 パートナーコードで判断し

日立でセット

14 テスト区分識別子 任意 文字 1 可変 ○
-

"1" 1 テストの場合のみ使用 パートナーコードで判断し
日立でセット

15 最終送信先タイプ 任意 文字 13 可変 × - "" - 空欄

16 最終送信先インスタンス識別子 任意 文字 13 可変 × - "" - 空欄

17 最終送信先識別子 任意 文字 13 可変 × - "" - 空欄

メッセージ情報

18 メッセージ識別ＩＤ 必須 文字 MAX80 可変 メッセージ識別。SBDHのInstanceIdentifier入れた値の先頭に”MSG-”を足す ○ - MSG-20070221213000 18 "MSG-"＋インスタンスＩＤ BMS規約

19 送信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場合に使
用する。

○
-

99999900 8 取引先コード(6桁)＋
’00’ oｒ 営業区分(2桁)を設定

20 最終受信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場合に使
用する。

○
-

99999900 8 取引先コード(6桁)＋
’00’ oｒ 営業区分(2桁)を設定

21 直接受信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場合に使
用する。

○
-

88888800 8 取引先コード(6桁)＋
’00’ oｒ 営業区分(2桁)を設定

22 取引件数 任意 数字 MAX7 可変 このﾒｯｾｰｼﾞに含まれている取引番号の数。現状は伝票枚数になる。取引先ﾍｯﾀﾞ単位の伝票枚数。 ○ - 0000050 MAX7 伝票数をカウントして設定 伝票数をカウントして設定

23 システム情報　キー 任意 文字 13 固定 × - "" - 空欄

24 システム情報　値 任意 文字 13 固定 × - "" - 空欄

ファイルヘッダ

25 XML内容バージョン 任意 文字 MAX20 可変 XMLのcommonのバージョン。 ○ - 1.3 3 "1.3"固定

26 XML構造バージョン 任意 文字 MAX20 可変 XMLのメッセージのバージョン ○ - 1.3 3 "1.3"固定

27 XML拡張情報名前空間 任意 文字 MAX80 可変 XML拡張に入っている構造のnamespace × - "" - 空欄

28 XML拡張情報バージョン番号 任意 文字 MAX20 可変 XML拡張に入っている構造のバージョン × - "" - 空欄

29 支払法人コード 必須 数字 MAX13 可変 商品の支払を行う小売企業(会社）を表す独自コード。通常は「発注者コード」と同じ値が入るが、小
売側がグループ内に複数事業会社を持ち、仕入会社と支払会社が異なる場合には、それぞれで異なる会
社コードが入る。

○ -

3330

4 法人コードをセット

3104：株式会社長崎屋
3330：株式会社ドン・キホーテ
4157：UDリテール株式会社
4159：株式会社富士屋商事
4160：株式会社橘百貨店

30 支払法人GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品の支払を行う小売企業を表すGLN。通常は「発注者GLN」と同じ値が入るが、小売側がグループ内に
複数事業会社を持ち、仕入会社と支払会社が異なる場合には、それぞれで異なるGLNが入る。GLNを使用
しない場合は「０」固定。 ○ -

0 1 "0"固定

31 支払法人名称 任意 文字 MAX20 可変 「支払法人コード」の名称。 ○ - 株式会社ドン・キホーテ MAX20 法人名をセット 全角(半角混在可能)でセット

32 支払法人名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「支払法人コード」の名称（半角カナ）。 ○ - ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ MAX20 法人名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット

33 発注者コード 必須 数字 MAX13 可変 商品の発注を行う小売企業を表す独自コード

○ -

3330

4 法人コードをセット

3104：株式会社長崎屋
3330：株式会社ドン・キホーテ
4157：UDリテール株式会社
4159：株式会社富士屋商事
4160：株式会社橘百貨店

34 発注者GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品の発注を行う小売企業を表すGLN。GLNを使用しない場合は「０」固定。 ○ - 0 1 "0"固定

35 発注者名称 任意 文字 MAX20 可変 「発注者コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用。 ○ - 株式会社ドン・キホーテ MAX20 法人名をセット 全角(半角混在可能)でセット

36 発注者名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「発注者コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで、仕入伝票を作成する必要がある場合、あるい
は社内帳票を作成する際の名称表示に使用。 ○ -

ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ MAX20

法人名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット

取引ヘッダ

37 取引番号(発注・返品) 必須 数字 MAX10 可変 小売側が卸／メーカーに行う発注、返品の単位。　伝票番号と同じ意味

○ -

224721408

9 伝票番号をセット

38 取引付属番号 任意 数字 MAX10 可変 取引番号のほかに特定の意味を持たせる必要がある場合、１取引番号ごとに小売側が付番。（例：客注
番号、外注番号、特売企画NO、返品許可証番号、受領後の訂正で使う元伝NO、配達伝票番号など）

○ -

003

3 処理番号をセット
ドンキ・長崎屋データについては"000"
固定で設定

39 出荷者管理番号 任意 英数 MAX10 可変 発注に対し、出荷者側で管理する番号 × - "" - 空欄

40 直接納品先コード 任意 数字 MAX13 可変 卸／メーカーが商品を納品する場所（小売の物流センター、店舗）をあらわす独自コード。小売側が指
定。アパレル・生鮮商材以外の場合、必須項目となる。

○ -

01013

MAX6

直接納品先コードをセット
物流センタ利用時：物流センタコード(6
桁)
店直利用時：店舗コード(5桁)
をセット

41 直接納品先GLN 任意 数字 MAX13 可変 卸／メーカーが商品を納品する場所（小売の物流センター、店舗）をあらわすGLN。小売側が指定。GLN
を使用しない場合は「０」固定。アパレル・生鮮商材以外の場合、必須項目となる。 ○ -

0

1 ０固定

42 直接納品先名称 任意 文字 MAX20 可変 「直接納品先コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用する。

○ -

"テスト店" MAX20 直接納品先名をセット
物流センタ利用時：物流センタ名
店直利用時：店舗名
全角(半角混在可能)でセット

43 直接納品先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「直接納品先コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用す
る。

○ -

"ﾃｽﾄﾃﾝ" MAX20 直接納品先名(ｶﾅ)をセット
物流センタ利用時：物流センタ名(ｶﾅ)
店直利用時：店舗名(ｶﾅ)
半角(全角混在不可)でセット

44 最終納品先コード 必須 数字 MAX13 可変 最終的に商品が納品される場所（小売の物流センター又は店舗）をあらわす独自コード。小売側が指
定。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字　等に使用する。 ○ -

01013
5

最終納品先コードをセット
店舗コードをセット

45 最終納品先GLN 必須 数字 MAX13 可変 最終的に商品が納品される場所（小売の物流センター又は店舗）をあらわすGLN。小売側が指定。GLNを
使用しない場合は「０」固定 ○ -

0
1 "0"固定

46 最終納品先名称 任意 文字 MAX20 可変 「最終納品先コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字等に使用する。
○ -

"テスト店" MAX20 最終納品先名をセット
全角(半角混在可能)でセット
店舗名（略名)

47 最終納品先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「最終納品先コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字に使用す
る。 ○ -

"ﾃｽﾄﾃﾝ" MAX20 最終納品先名(ｶﾅ)をセット
半角(全角混在不可)でセット
店舗名（カナ)

48 計上部署コード 必須 数字 MAX13 可変 商品が納品されることにより債権・債務関係が発生する場所（小売の物流センター、または店舗）を表
す独自コード　「直接納品先コード」または「最終納品先コード」のいずれか。 ○ -

01013

5

最終納品先コードをセット 店舗コードをセット

49 計上部署GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品が納品されることにより債権・債務関係が発生する場所（小売の物流センター、または店舗）を表
すGLN。「直接納品先GLN」または「最終納品先GLN」のいずれか。GLNを使用しない場合は「０」固定 ○ -

0

1 "0"固定

50 計上部署名称 任意 文字 MAX20 可変 「計上部署コード」の名称。 ○ - "テスト店" MAX20 最終納品先名をセット 全角(半角混在可能)でセット

51 計上部署名称(カナ) 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「計上部署コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票作成の際に名称表示に使用する ○ - "ﾃｽﾄﾃﾝ" MAX20 最終納品先名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット

52 陳列場所コード 任意 英数 MAX13 可変 小売の商品陳列業務のために、納品の括りを分けてもらう単位。売場通路no、商品分類、等意味は当事
者間で設定. × -

"" - 空欄

53 陳列場所名称 任意 文字 MAX20 可変 「陳列場所ｺｰﾄﾞ」の名称。取引先にSCMﾗﾍﾞﾙ等に印刷してもらう場合にｾｯﾄ。 × - "" - 空欄

54 陳列場所名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「陳列場所ｺｰﾄﾞ」の名称(半角ｶﾅ)。取引先にSCMﾗﾍﾞﾙ等に印刷してもらう場合にｾｯﾄ。
× -

"" - 空欄

55 請求取引先コード 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の商品代金請求を小売に対して行う企業を表すｺｰﾄﾞ。通常は「取引先ｺｰﾄﾞ」と同じ値が入る
が、受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場合はそ
の1社の取引先ｺｰﾄﾞがｾｯﾄされる。※請求ﾚｽの場合のみ省略可 ○ -

000105

6 取引先コード(6桁)をセット

56 請求取引先GLN 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の商品代金請求を小売に対して行う企業を表すGLN。通常は「取引先GLN」と同じ値が入るが、
受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場合は、その1
社の取引先ｺｰﾄﾞがｾｯﾄされる。(決済用ＧＬＮ)　※請求ﾚｽの場合のみ省略可 ○ -

0

1 "0"固定

57 請求取引先名 任意 文字 MAX20 可変 「請求取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称。
○ -

"テスト取引先" MAX20
取引先名をセット

全角(半角混在可能)でセット
店舗名（略名)

58 請求取引先名カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「請求取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。
○ -

"ﾃｽﾄﾄﾘﾋｷｻｷ" MAX20 取引先名称（ｶﾅ） 半角(全角混在不可)でセット
店舗名（カナ)

59 取引先コード 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の受注～出荷～納品を行う企業を表すｺｰﾄﾞ。通常は「請求取引先ｺｰﾄﾞ」と同じ値が入るが、受
注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場合には、個々
の企業の取引先ｺｰﾄﾞをｾｯﾄ。したがって請求取引先ｺｰﾄﾞとは異なる値が入る。頭"0"＋取引先ｺｰﾄﾞ ○ -

000105

6

取引先コード(6桁)をセット

60 取引先GLN 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の受注～出荷～納品を行う企業を表すGLN。通常は「請求取引先GLN」と同じ値が入るが、受注
～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場合には、個々の
企業の取引先GLNをｾｯﾄ。したがって請求取引先GLNとは異なる値が入る。 ○ -

0

1 "0"固定

61 取引先名称 任意 文字 MAX20 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。

○ -

"テスト取引先" MAX20 取引先名をセット パートナー正式名称20文字でカットし
セットする
全角(半角混在可能)

62 取引先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。

○ -

"ﾃｽﾄﾄﾘﾋｷｻｷ" MAX20 取引先名(ｶﾅ)をセット パートナー名称(カナ)20文字でカットし
セットする
半角(全角混在不可)

63 枝番 任意 英数 MAX2 可変 同一取引先ｺｰﾄﾞ内で、取引ﾃﾞｰﾀを分けて管理する必要がある場合に当事者間合意の上で使用。(小売側
が設定) ○ -

1 1 伝票ヘッダ.決済条件
1：掛け　2：現金

64 出荷先コード 任意 英数 MAX4 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」＋「枝番」のくくりの中で、さらに取引ﾃﾞｰﾀを分ける必要がある場合に当事者間合意の
上で使用(小売側が設定)"000"＋取引先ﾌﾛｱ × -

"" - 空欄

65 出荷場所GLN 任意 数字 MAX13 可変 取引先の出荷拠点を表す、取引先側が設定する物流用GLN。入荷業務を行う際に、この項目と、セン
ター納品書番号をキーにして出荷データを抽出する。事前の取決め（契約）により卸／メーカー側が指
定。

× -

"" - 空欄

66 納品経路 任意 数字 2 固定 小売が卸／メーカーに対し、店舗直接納品なのか、センター経由納品かを指定する区分。

○ -

00

2 経由区分をセット

　0：直納　　　　　 ⇔01（ 店舗直
納）
　1：ｾﾝﾀ経由　　　⇔02（ｾﾝﾀｰ納品）
　2：ｾﾝﾀ経由直納⇔03（ｾﾝﾀｰ配送不可）
　上記以外　　　　⇔00（無指定）

67 便No 任意 数字 2 固定 小売店舗への納品配送便、あるいは納品時間帯を表す。センター納品の場合、便ごとに当事者間で決め
た時刻までにセンター納品していただく。

○ -

01

2 便Noをセット
00：未指定
01～99：便Noを示す。

68 通過在庫区分 任意 数字 2 固定 卸／メーカーの小売センターへの納品後、即、センター内で店舗仕分けの上で配送がされるか（通
過）、センターに一旦在庫されるか（在庫）を表す。 × -

"" - 空欄

69 納品区分 任意 数字 2 固定 卸／メーカーの小売センターへの納品形態。単品総量納品か単品店別納品なのかを表す。 × - "" - 空欄

最終送信先を示すID。最終送信先IDを使用する場合、最終送信先のスコープを作成する。
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テスト区分。このメッセージのデータが本番用なのかテスト用なのかを判別する。テストデータの場
合、テストのスコープを作成する。

項目活用方法の補足説明

資料名 データ種別
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【ファイル形式】：CSV　　【区切り文字】：,（カンマ）　【項目括り】："（ダブルクォート）　【文字コード】：SJIS　【改行コード】：CRLF（Windows改行）

標準CSV（受領） <13> 2022/4/14
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70 指定納品時刻 任意 時刻 8 固定 時刻のみを表す × - "" - 空欄

71 輸送手段 任意 数字 2 固定 × - "" - 空欄

72 バーコード情報 任意 数字 MAX13 可変 × - "" - 空欄

73 カテゴリー名称1（印字用） 任意 文字 MAX5 可変 × - "" - 空欄

74 カテゴリー名称2（印字用） 任意 文字 MAX5 可変 × - "" - 空欄

75 最終納品先略称（印字用） 任意 文字 MAX5 可変 × - "" - 空欄

76 ラベル自由使用欄（印字用） 任意 文字 MAX60 可変 × - "" - 空欄

77 ラベル自由使用欄半角カナ（印字用） 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX60 可変 × - "" - 空欄

78 入荷管理用メーカーコード 任意 数字 MAX13 可変 受注者が自社で管理しているﾒｰｶｰｺｰﾄﾞ。同一ﾒｰｶｰでも配送先が異なることから、入荷時にｺﾝﾄﾛｰﾙする必
要がある場合に使用。 × -

"" - 空欄

79 センター納品書番号 任意 数字 MAX10 可変 小売のｾﾝﾀｰに納品する際に納品者が使用する納品書の番号。
× -

"" - 空欄

80 商品分類(大) 必須 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類を表す独自コード。コード体系は小売が決定。（DPT、クラス、グループ、カテゴ
リー、ライン、群番　など）

○ -

9999

4 分類コードをセット
伝票ヘッダーの分類コード
ドンキ、長崎屋発注データ：部門コード
(4桁)

81 商品分類(中) 必須 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類を表す独自コード。コード体系は小売が決定。（DPT、クラス、グループ、カテゴ
リー、ライン、群番　など） ○ -

1

1 経費区分をセット
0：仕入商品発注書
1：経費分発注書

82 発注日 必須 日付 10 固定 当該取引における、小売側の商品発注日。(商品、原価、売価、数量はこの日に確定する。)
○ -

2015-01-20 10 発注日をセット YYYY-MM-DDでセット

83 直接納品先納品日 任意 日付 10 固定 「直接納品先」または「直接納品先GLN」への納品日。最終納品先納品日-1で設定。
○ -

2015-01-20 10 直接納品先納品日をセット YYYY-MM-DDでセット

84 最終納品先納品日 必須 日付 10 固定 「最終納品先」または「最終納品先GLN」への納品日。

○ -

2015-01-20 10
最終納品先納品日（＝訂正がない場
合店着日となる）
をセット

YYYY-MM-DDでセット

85 訂正後直接納品先納品日 任意 日付 10 固定 受注者が、「直接納品先」「直接納品先GLN」への納品日を訂正する場合、訂正後の納品日をｾｯﾄ

○ -

2015-01-20 10 ※納品日訂正がある場合のみ設定
訂正後直接納品先納品日（＝店着
日）をセット

YYYY-MM-DDでセット

86 訂正後最終納品先納品日 任意 日付 10 固定 受注者が、「直接納品先」「直接納品先GLN」への納品日を訂正した場合、それに伴う「最終納品先」
「最終納品先GLN」への訂正後納品日を小売側が受領ﾃﾞｰﾀ上でｾｯﾄ ○ -

2015-01-20 10 訂正後最終納品先納品日をセット YYYY-MM-DDでセット

87 計上日 必須 日付 10 固定 小売側の仕入計上日　返品の場合は返品計上日。当該取引の債権債務はこの日をもって発生
○ -

2015-01-20 10
計上日をセット

YYYY-MM-DDでセット

88 販促開始日 任意 日付 10 固定 小売店頭の販促(ｾｰﾙ)開始日。特売商品の庫内管理のために出荷者が納品時に梱包(SCMﾗﾍﾞﾙ等)に表記。 × - "" - 空欄

89 販促終了日 任意 日付 10 固定 小売店頭の販促(ｾｰﾙ)終了日。特売商品の庫内管理のために出荷者が納品時に梱包(SCMﾗﾍﾞﾙ等)に表記。 × - "" - 空欄

90 商品区分 任意 数字 2 固定 定番(プロパー)発注or特売(中目,目玉)発注を表す区分。 × - "" - 空欄

91 発注区分 任意 数字 2 固定 発注が行われた場所（本部・店舗）や、発注の形態（客注など）を表す区分。内容はコードリストを参
照。

○ -

01

2
基幹システムの発注区分を変換して
セット

"01"(本部発注)、"02"(店舗発注)をセッ
ト予定。

04:一括発注　　⇔01:本部（計画）発注
06:本部発注　　⇔01:本部（計画）発注
01:通常発注　　⇔02:店舗（追加）発注
02:現金発注　　⇔02:店舗（追加）発注
03:スポット発注⇔02:店舗（追加）発注
05:週間発注　　⇔02:店舗（追加）発注
07:自動発注　　⇔02:店舗（追加）発注

92 出荷データ有無区分 任意 数字 2 固定 小売側が、卸／メーカーの出荷データ作成の要不要を指定する項目。 × - "" - 空欄

93 EOS区分 任意 数字 2 固定 小売からのコンピュータ発注に基づいた出荷データなのかを判別する項目。卸／メーカーがセット。 × - "" - 空欄

94 PB区分 任意 数字 2 固定 当該商品が、小売側が開発した独自商品（プライベートブランド商品）か、ナショナルブランド商品か
を表す区分。 × -

"" - 空欄

95 配送温度区分 任意 数字 2 固定 温度により特別な処理を行う場合に告知する項目。配送温度帯指定。季節、小売の保管環境で変化す
る。 × -

"" - 空欄

96 酒区分 任意 数字 2 固定 当該発注商品が酒であるかどうか判別する区分。卸／メーカーでセンターの在庫ロケーションを特定す
る際に使用。 × -

"" - 空欄

97 処理種別 任意 数字 2 固定 小売で使用する取引の種別（仕入、返品、移動、値引　等）。業界標準コード、もしくは小売独自コー
ドをセットする。小売・卸間でのメッセージ取引の識別には「メッセージ種」を使用し、処理種別の内
容で卸側に判断を求めることが無いようにする。

○ -

01

2 伝票区分をセット

01（発注）
02（返品）
03（移動）
04（値引）
05（委託）
NN（その他、小売独自コード）
⇒基本、01(発注)を使用

98 伝票レス区分 任意 数字 2 固定 小売が卸／メーカーにペーパー伝票作成の要・不要を告知する区分。 × - "" - 空欄

99 取引番号区分 任意 数字 2 固定 取引タイプと発番基準を表す区分。 ○
-

02 2 ＥＯＳ発注の場合："01"、
ＦＡＸ発注の場合："21"をセット
（※1）

※1：ＦＡＸ発注の場合、ＦＡＸ発注書
に記載の値をセットしてください。

100 パック区分 任意 数字 2 固定 食肉の加工センター等に発注する場合のデータ判別を行う区分。０１：パック。 × - "" - 空欄

101 不定貫区分 任意 数字 2 固定 定貫・不定貫を表す区分 × - "" - 空欄

102 税区分 任意 数字 2 固定 消費税の区分　（込み、抜き、非課税）を表す区分。非課税：切手、ビール券等

○ -

05 2

税区分をセット
1：外税　⇔05：原価外税売価外税
2：内税　 ⇔01：原売価内税
3：非課税⇔03：非課税

103 税率 任意 数字 MAX2,1 可変 消費税率を表す。
○ -

8 MAX2,1

消費税率をセット
非課税：0、外税内税：8　(2017年4月に
は8又は10)

104 自由使用欄 任意 文字 MAX60 可変 伝票に表記する配達番号、配達日、売出日など、相手先に伝達したい項目。別項目でメッセージとして
使用。
そのまま出力するメモでの使用に限定し、この項目でシステムの処理を制御する使い方は不可）。

○ -

自由に記載 MAX30 ファイルヘッダ単位での備考を設定 全角(半角混在可能)でセット

105 自由使用欄半角カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX60 可変 伝票に表記する配達番号、配達日、売出日など、相手先に伝達したい項目。（半角カナ）別項目でメッ
セージとして使用。
そのまま出力するメモでの使用に限定し、この項目でシステムの処理を制御する使い方は不可）。 ○ -

00001 5 自動FAX処理通番をセット

106 (受領)原価金額合計 必須 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）単位の原価金額の合計。１取引明細の「原価金額」の足し上げ

○ -

29000
(20000)

MAX10 原価金額合計をセット
※出荷.訂正後原単価が設定されて
いる場合、再計算により発注の値と
異なる値となる

原価金額の総和をセット
半角数値でセット

107 (受領)売価金額合計 任意 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）単位の売価金額の合計。１取引明細の「売価金額」の足し上げ

○ -

200 MAX10 売価金額合計をセット

売価金額の総和をセット
半角数値でセット

108 (受領)税額合計金額 任意 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）の消費税額の合計。「税額」の足し上げ ○ - 80 MAX10 伝票消費税合計をセット

109 数量合計 必須 数字 MAX6 可変 １取引番号（発注）単位の「発注数量(バラ）」の合計。 ○ - 80 MAX6 伝票数量合計をセット

110 発注単位数量合計 任意 数字 MAX6 可変 １取引番号（発注）単位の「発注数量(発注単位数）」の合計。 × - "" - 空欄

111 重量合計 任意 数字 MAX10,3 可変 不定貫商品の場合に使用する。１取引番号（発注）単位の重量の合計。 × - "" - 空欄

明細
112 取引明細番号(発注・返品) 必須 英数 MAX4 可変 「取引番号(発注・返品)」の中の商品単位の明細番号。 ○ - 02 2 伝票行番号をセット

113 取引付属明細番号 任意 英数 MAX4 可変 「取引付属番号」の中の商品単位の明細番号。返品は元伝の行NO × - "" - 空欄

114 元取引番号 任意 英数 MAX10 可変 取引番号が追加・変更になった場合の元の取引番号 × - "" - 空欄

115 元取引明細番号 任意 英数 MAX4 可変 取引番号が追加・変更になった場合の元の取引明細番号 × - "" - 空欄

116 出荷者管理明細番号 任意 英数 MAX4 可変 発注に対し、出荷者側で管理する番号の明細番号 × - "" - 空欄

117 商品分類(小) 任意 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類を表す独自コード。コード体系は小売が決定。（DPT、クラス、グループ、カテゴ
リー、ライン、群番　など）

○ -

999999 MAX6 小分類コード 明細ごとの小分類コードをセット
ドンキ、長崎屋発注データ：部門コード
(6桁)

118 商品分類(細) 任意 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類を表す独自コード。コード体系は小売が決定。（DPT、クラス、グループ、カテゴ
リー、ライン、群番　など）

○ -

0 1 値付区分 "0"：不要
"1":取引先
"2":センター
"3":店舗
"4":売切り商品
"5":ノンラベル

119 配達予定日 任意 日付 10 固定 配達必要商品の管理上、配達予定日を帳票などに表記してもらう必要がある場合、その日付。
× -

"" - 空欄

120 納品期限 任意 英数 MAX8 可変 「最終納品先」、「最終納品先GLN」への納品許容日。製品の日付と比較して、入荷を許容する日付。ｼ
ｽﾃﾑ日付より計算 × -

"" - 空欄

121 センター納品詳細指示 任意 数字 2 固定 納品形態を詳細に指示する場合、センターでの仕分けに必要な項目を告知。 × - "" - 空欄

122 メーカーコード 任意 数字 MAX13 可変 ＪＡＮメーカーコード。小売側が、メーカー別納品実績を把握する場合（リベート管理等）に使用。 × - "" - 空欄

123 商品コード(ＧTIN) 必須 数字 MAX14 可変 共通商品コード。現状はJAN,EAN,UPCを使用（前ゼロ）。GTINによる商品識別を行う場合、消費者購入
単位のGTINをセット。共通商品コードを使用しない場合は「０」固定 ○ -

00000000000000
14 "00000000000000"固定

124 商品コード(発注用) 必須 数字 MAX14 可変 小売が管理する発注用コード。ここにセットされたコードで納品される商品が特定される。 ○ - 4901331016424 13 スキャンコードをセット 半角数値(全角混在不可)でセット

125 商品コード区分 必須 数字 3 固定 「商品コード（発注用）」のコード種を判断する際に使用。 ○ - "999" 3 "999"固定

126 商品コード(取引先) 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX14 可変 卸/ﾒｰｶｰ側での商品管理に使用している商品ｺｰﾄﾞ。ｱﾊﾟﾚﾙ品番など。使用する場合は、卸/ﾒｰｶ側が指定す
る商品ｺｰﾄﾞを入力する ○ -

1234567890120

13

単品コードをセット

127 商品名 任意 文字 MAX25 可変 「商品コード（発注用）」に対する商品の名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使
用する。帳票作成　等に使用する。

○ -

サンプルマヨネーズ ４５０
グラム

MAX25

商品名(略名)をセット 商品名(略名)の28byteをセット
全て半角の場合は25文字のセット3文字
カットとなる
全角(半角混在可能)

128 商品名カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX25 可変 「商品コード（発注用）」に対する名称（半角カナ）。卸／メーカーで、仕入伝票を作成する必要があ
る場合、あるいは社内帳票を作成する際の名称表示に使用。 ○ -

ｻﾝﾌﾟﾙﾏﾖﾈｰｽﾞ 450ｸﾞﾗﾑ
MAX25

商品名(ｶﾅ)をセット 商品名(カナ)のをセット
半角(全角混在不可)

129 商品コード（出荷元） 任意 数字 MAX14 可変 ソースマーキングされた生産者コード × - "" - 空欄

130 規格 任意 文字 MAX25 可変 商品の規格(内容量、重量　等)をあらわす。帳票作成　等に使用する。

○ -

ｻﾝﾌﾟﾙｷｶｸ MAX20 規格名をセット 空白または全角(半角混在可能)でセット
8→20byteに拡張予定

131 規格カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX25 可変 商品の規格(内容量、重量　等)をあらわす。帳票作成　等に使用する。

○ -

ｻﾝﾌﾟﾙｷｶｸ MAX20 規格名(ｶﾅ)をセット 空白または半角(全角混在不可)でセット
8→20byteに拡張予定

132 カラーコード 任意 英数 MAX10 可変 商品の色を表すｺｰﾄﾞ。ｺｰﾄﾞ体系は当事者個別で決定　標準ｺｰﾄﾞ使用を今後検討
× -

"" - 空欄

133 カラー名称 任意 文字 MAX20 可変 「ｶﾗｰｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。
× -

"" - 空欄

134 カラー名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「ｶﾗｰｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。
× -

"" - 空欄

135 サイズコード 任意 英数 MAX10 可変 商品のｻｲｽﾞを表すｺｰﾄﾞ。ｺｰﾄﾞ体系は当事者個別で決定。標準ｺｰﾄﾞ使用を今後検討
○ -

"0" 1 "0"固定

136 サイズ名称 任意 文字 MAX30 可変 「ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。
○ -

サンプルメーカー MAX30 メーカー名をセット 空白または全角(半角混在可能)でセット

137 サイズ名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX30 可変 「ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。
○ -

ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｶｰ MAX30 メーカー名(ｶﾅ)をセット 空白または半角(全角混在不可)でセット

138 入数 任意 数字 4 可変 出荷単位の荷姿に入っている数量。入数が可変でありセットできないような場合はセットしない。
○ -

"1000" MAX4 入数をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

139 都道府県コード 任意 数字 3 固定 産地指定して発注する場合の都道府県コード。または出荷時に確定した都道府県コード。
× -

"" - 空欄

140 国コード 任意 数字 3 固定 産地指定して発注する場合の国コード。または出荷時に確定した国コード。
× -

"" - 空欄

141 産地名 任意 文字 MAX20 可変 産地指定して発注する場合の産地名称。または出荷時に確定した産地名称。
× -

"" - 空欄

142 水域コード 任意 英数 2 固定 漁獲水域を表すコード。漁獲統計海区に準じた分類とする。
× -

"" - 空欄

143 水域名 任意 文字 MAX20 可変 漁獲水域を表す名称。漁獲統計海区に準じた分類名称とする。
× -

"" - 空欄

144 原産エリア 任意 文字 MAX30 可変 国、都道府県内のエリアを表す。市町村名、その他一般に知られている地名（「紀州産」、「カリフォ
ルニア産」など）。水産物の場合は、漁獲した水域名（相模湾、西インド洋など）、水揚げ漁港（焼津
港、銚子港など）を表す。 × -

"" - 空欄

145 等級 任意 文字 MAX8 可変 商品のグレードを表す（Ａ，Ｂ，Ｃ，秀，優、良など） × - "" - 空欄

146 階級 任意 文字 MAX8 可変 商品のサイズを表す（Ｌ，Ｍ，Ｓ，大，中，小など） × - "" - 空欄

147 銘柄 任意 文字 MAX30 可変 産地銘柄を表す × - "" - 空欄
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148 商品ＰＲ 任意 文字 MAX30 可変 朝採り、葉付き、土付き、根付きなど商品に関するこだわりや商品ＰＲ、商品特性、おすすめ情報を表
す。 × -

"" - 空欄

149 バイオ区分 任意 数字 2 固定 商品栽培時のバイオ技術の適用，非適用（遺伝子組み換え） × - "" - 空欄

150 品種コード 任意 数字 2 固定 商品の品種を表すコード × - "" - 空欄

151 養殖区分 任意 数字 2 固定 養殖／天然を表す区分 × - "" - 空欄

152 解凍区分 任意 数字 2 固定 解凍を表す区分。店頭販売時の状態を表す。 × - "" - 空欄

153 商品状態区分 任意 数字 2 固定 商品の保存状態を表す区分 × - "" - 空欄

154 形状・部位 任意 文字 MAX5 可変 商品の形状や部位を表す区分（１次加工） × - "" - 空欄

155 用途 任意 文字 MAX20 可変 生食用・加熱用といった商品の使用用途を表す。 × - "" - 空欄

156 法定管理義務商材区分 任意 数字 2 固定 当該商品が、法定管理の必要な項目かどうか、またその種類を表す区分。 × - "" - 空欄

157 (受領)原価金額 必須 数字 MAX10 可変 １取引明細の商品の原価金額（「原単価」×「発注数量(バラ）」）。小数以下のまるめ方法は当事者
間で決定（四捨五入、切捨て、切上げ）

○ -

29000
(10000)

MAX10

原価金額をセット
※出荷.訂正後原単価が設定されて
いる場合、再計算により
　発注の値と異なる値となる

半角数値(全角混在不可)でセット
(受領)原単価*(受領)数量（小数点以下
切捨て）

158 (受領)原単価 必須 数字 MAX8,2 可変 1取引明細の商品の原価単価。

○ -

145.00
(100.00)

7.2

原単価をセット
※出荷.訂正後原単価が設定されて
いる場合、同項目値に置換

半角数値(全角混在不可)でセット
内税：税込単価をセット、外税：税抜き
単価をセット

159 (受領)売価金額 任意 数字 MAX10 可変 １取引明細の商品の売価金額（「売単価」×「発注数量(バラ）」）。

○ -

59600

MAX10

売価金額をセット 半角数値(全角混在不可)でセット
(受領)売単価*(受領)数量（小数点以下
切捨て）

160 (受領)売単価 任意 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品の売価単価。

○ -

298

MAX7

売単価をセット 半角数値(全角混在不可)でセット
内税：税込単価をセット、外税：税抜き
単価をセット

161 (受領)税額 任意 数字 MAX10 可変 １取引明細の「原価金額」の消費税額。
○ -

80
MAX10

税額をセット 内税、外税の場合に原価金額の消費税額
をセット

162 発注単位 必須 数字 MAX4 可変 発注に対する納品ﾊﾞﾗ数単位。取引当事者間で予め取り決め、共有する。 ○ - 10 MAX4 発注単位（入数）をセット "00"もしくは発注単位をセット

163 発注単位コード 必須 数字 2 固定 発注商品の単位呼称。（例：Ｋｇ，ｃｍ、個　等） ○ - 00 2 発注単位コードをセット "00"もしくは発注単位コードをセット

164 発注荷姿コード 任意 数字 2 固定 納品の実梱包形態にそった発注単位を設定している場合に限り、その荷姿を明示。バラ、ボール、ケー
ス　（この項目を使用する場合は「発注単位コード」は必ず’個’になる）　この項目で卸／メーカー
に対し、納品荷姿の指定をすることはしない。

× -

"" -

空欄

165 発注数量(バラ) 必須 数字 MAX6,1 可変 1取引明細(発注)単位での51「商品ｺｰﾄﾞ(発注用)」の小売側の発注数。いわゆるﾊﾞﾗ数。
○ -

200.0
5.1

数量をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

166 発注数量(発注単位数) 必須 数字 MAX6 可変 発注単位換算した発注数量。発注単位×発注数量(発注単位数)＝発注数量(ﾊﾞﾗ)小数点以下はない前
提。

○ - 20 MAX6 ケース数（口数）をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

167 出荷数量(バラ) 必須 数字 MAX6,1 可変 １取引明細（発注）単位の商品出荷バラ数。出荷時に卸／メーカー側がセット

○ -

200.0

5 出荷数量をセット
パートナーにてセット。
半角数値(全角混在不可)でセット
※小数点以下は未設定。

168 出荷数量(発注単位数) 任意 数字 MAX6 可変 １取引明細（発注）単位の商品出荷の発注単位換算数。出荷時に卸／メーカー側がセット ○ - 20 MAX6 ケース数（口数）をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

169 受領数量(バラ) 必須 数字 MAX6,1 可変 1取引明細(発注)単位の小売側の商品受領数。ﾊﾞﾗ数量換算。(受注者側の出荷数との差異の有無にかか
わらずｾｯﾄ)

○ -
10.0

5.1
商品が納品された数量をセット

半角数値(全角混在不可)でセット

170 受領数量(発注単位数) 任意 数字 MAX6 可変 1取引明細(発注)単位の小売側の商品受領数。発注単位換算。(受注者側の出荷数との差異の有無にかか
わらずｾｯﾄ)

○ -

20

MAX6 発注数／入数をセット
余りが発生する場合は、小数点以下を切
り捨ててセット
半角数値(全角混在不可)でセット

171 訂正区分 任意 数字 2 固定 小売での検収時に出荷データと実納品との間に差が発生した場合、小売側が受領データにセットする差
異理由。 × -

"" -
空欄

172 取引単位重量 任意 数字 MAX7,3 可変 卸売市場等で取引される単位重量（５Kg、１０kgなど） × - "" - 空欄

173 単価登録単位 任意 数字 2 固定 不定貫の場合の単価登録の単位を表す。100ｇ当たり、1Kg当たりなど。 × - "" - 空欄

174 商品重量 任意 数字 MAX5,3 可変 商品コードアイテム重量。発注数量（バラ）１個当たりの容量を表す。 × - "" - 空欄

175 発注重量 任意 数字 MAX7,3 可変 不定貫商品の場合に使用する。発注時の推定重量 × - "" - 空欄

176 出荷重量 任意 数字 MAX7,3 可変 不定貫商品の場合に使用する。出荷時（納品時）の確定重量 × - "" - 空欄

177 受領重量 任意 数字 MAX7,3 可変 不定貫商品の場合に使用する。受領時の確定重量 × - "" - 空欄

標準CSV（受領） <15> 2022/4/14



流通BMSスキーマバージョン

V1.3
Ver1.14

利用
有無

現行の
項目名

サンプル値
※

使用
桁数

新規の項目利用方法 現行の項目活用方法
SBDH

1 ヘッダバージョン 必須 文字 4 可変 SBDHバージョン ○ 1.3 3 "1.3"固定

2 送信者ID 必須 文字 13 可変 送信者を示すID。取引先と相談のうえ、独自コードあるいはGLNを使って送信者IDを決定し入力する。 ○ 4573440480009 13 GLNコード PPIHグループのGLNコード値

3 送信者ID発行元 必須 文字 4 可変 送信者IDがコードの場合は、"CODE"、GLNの場合は”GLN"と入れる ○ GLN 3 "GLN"固定

4 受信者ID 必須 文字 13 可変 受信者を示すID。取引先と相談のうえ、独自コードあるいはGLNを使って送信者IDを決定し入力する。 ○ 00010300 8 取引先コード(6桁)＋
"00" or 営業区分(2桁)を設定

当項目単位でデータを振分
(振分条件)

5 受信者ID発行元 必須 文字 4 可変 受信者IDがコードの場合は、"CODE"、GLNの場合は”GLN"と入れる ○ "CODE" 4 "CODE"固定

6 規格 必須 文字 12 可変 ドキュメント規格 ○ SecondGenEDI 12 "SecondGenEDI"固定

7 XMLメジャーバージョン 必須 文字 4 可変 XMLのメジャーバージョンを入力。 ○ 1P 2 "1P"固定

8 インスタンスID 必須 文字 80 可変 ビジネスメッセージの一意識別。英数字を使い40文字程度のユニークIDを生成し入力する。 ○ 20160221213000000 17 システム日時(YYYYMMDDHHMMSSYYY)

9 メッセージ種 必須 文字 255 可変 ビジネスメッセージの種別。メッセージのタイプを示す名称を入力する。 ○ Corrected Receiving
Notification

22 "Corrected Receiving Notification"固
定

10 複数タイプ 任意 ブール値 5 可変 × "" - 空欄

11 データ作成日時 必須 日時 14 可変 メッセージ全体の作成日・時間 ○ 2007-11-24T12:00:00 14 システム日付(YYYY)＋"-"＋システム日付
(MM)＋"-"＋システム日付(DD)＋"T"＋シ
ステム時刻（HH）＋":"＋システム時刻
（MM）＋":"＋システム時刻（SS）

12 テスト区分タイプ 任意 文字 13 可変 ○ "Communication" 13 テストの場合のみ使用 パートナーコードで判断し
日立でセット

13 テスト区分インスタンス識別子 任意 文字 4 可変 ○ "Test" 4 テストの場合のみ使用 パートナーコードで判断し
日立でセット

14 テスト区分識別子 任意 文字 1 可変 ○ "1" 1 テストの場合のみ使用 パートナーコードで判断し
日立でセット

15 最終送信先タイプ 任意 文字 13 可変 × "" - 空欄

16 最終送信先インスタンス識別子 任意 文字 13 可変 × "" - 空欄

17 最終送信先識別子 任意 文字 13 可変 × "" - 空欄

メッセージ情報

18 メッセージ識別ＩＤ 必須 文字 MAX80 可変 メッセージ識別。SBDHのInstanceIdentifier入れた値の先頭に”MSG-”を足す ○ MSG-20070221213000 18 "MSG-"＋インスタンスＩＤ BMS規約

19 送信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場合に使用
する。

○ 99999900 8 取引先コード(6桁)＋
’00’ oｒ 営業区分(2桁)を設定

20 最終受信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場合に使用
する。

○ 99999900 8 取引先コード(6桁)＋
’00’ oｒ 営業区分(2桁)を設定

21 直接受信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場合に使用
する。

○ 88888800 8 取引先コード(6桁)＋
’00’ oｒ 営業区分(2桁)を設定

22 取引件数 任意 数字 MAX7 可変 このﾒｯｾｰｼﾞに含まれている取引番号の数。現状は伝票枚数になる。取引先ﾍｯﾀﾞ単位の伝票枚数。 ○ 0000050 MAX7 伝票数をカウントして設定 伝票数をカウントして設定

23 システム情報　キー 任意 文字 13 固定 × "" - 空欄

24 システム情報　値 任意 文字 13 固定 × "" - 空欄

ファイルヘッダ

25 XML内容バージョン 任意 文字 MAX20 可変 XMLのcommonのバージョン。 ○ 1.3 3 "1.3"固定

26 XML構造バージョン 任意 文字 MAX20 可変 XMLのメッセージのバージョン ○ 1.3 3 "1.3"固定

27 XML拡張情報名前空間 任意 文字 MAX80 可変 XML拡張に入っている構造のnamespace × "" - 空欄

28 XML拡張情報バージョン番号 任意 文字 MAX20 可変 XML拡張に入っている構造のバージョン × "" - 空欄

29 支払法人コード 必須 数字 MAX13 可変 商品の支払を行う小売企業(会社）を表す独自コード。通常は「発注者コード」と同じ値が入るが、小売
側がグループ内に複数事業会社を持ち、仕入会社と支払会社が異なる場合には、それぞれで異なる会社
コードが入る。

○ 3330

4 法人コードをセット

3104：株式会社長崎屋
3330：株式会社ドン・キホーテ
4157：UDリテール株式会社
4159：株式会社富士屋商事
4160：株式会社橘百貨店

30 支払法人GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品の支払を行う小売企業を表すGLN。通常は「発注者GLN」と同じ値が入るが、小売側がグループ内に複
数事業会社を持ち、仕入会社と支払会社が異なる場合には、それぞれで異なるGLNが入る。GLNを使用しな
い場合は「０」固定。

○ 0 1 "0"固定

31 支払法人名称 任意 文字 MAX20 可変 「支払法人コード」の名称。 ○ 株式会社ドン・キホーテ MAX20 法人名をセット 全角(半角混在可能)でセット

32 支払法人名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「支払法人コード」の名称（半角カナ）。 ○ ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ MAX20 法人名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット

33 発注者コード 必須 数字 MAX13 可変 商品の発注を行う小売企業を表す独自コード ○ 3330

4 法人コードをセット

3104：株式会社長崎屋
3330：株式会社ドン・キホーテ
4157：UDリテール株式会社
4159：株式会社富士屋商事
4160：株式会社橘百貨店

34 発注者GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品の発注を行う小売企業を表すGLN。GLNを使用しない場合は「０」固定。 ○ 0 1 "0"固定

35 発注者名称 任意 文字 MAX20 可変 「発注者コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用。 ○ 株式会社ドン・キホーテ MAX20 法人名をセット 全角(半角混在可能)でセット

36 発注者名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「発注者コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで、仕入伝票を作成する必要がある場合、あるいは
社内帳票を作成する際の名称表示に使用。

○ ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ MAX20

法人名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット

取引ヘッダ
37 取引番号(発注・返品) 必須 数字 MAX10 可変 小売側が卸／メーカーに行う発注、返品の単位。　伝票番号と同じ意味。 ○ 224721408

9 伝票番号をセット

38 取引付属番号 任意 数字 MAX10 可変 取引番号のほかに特定の意味を持たせる必要がある場合、１取引番号ごとに小売側が付番。（例：客注番
号、外注番号、特売企画NO、返品許可証番号、受領後の訂正で使う元伝NO、配達伝票番号など）

○ 003

3 処理番号をセット
ドンキ・長崎屋データについては"000"固定で
設定

39 出荷者管理番号 任意 英数 MAX10 可変 発注に対し、出荷者側で管理する番号 × "" - 空欄

40 直接納品先コード 任意 数字 MAX13 可変 卸／メーカーが商品を納品する場所（小売の物流センター、店舗）をあらわす独自コード。小売側が指
定。アパレル・生鮮商材以外の場合、必須項目となる。

○ 01013
MAX6

直接納品先コードをセット 物流センタ利用時：物流センタコード(6桁)
店直利用時：店舗コード(5桁)
をセット

41 直接納品先GLN 任意 数字 MAX13 可変 卸／メーカーが商品を納品する場所（小売の物流センター、店舗）をあらわすGLN。小売側が指定。GLNを
使用しない場合は「０」固定。アパレル・生鮮商材以外の場合、必須項目となる。

○ 0

1 ０固定

42 直接納品先名称 任意 文字 MAX20 可変 「直接納品先コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用する。 ○ "テスト店" MAX20 直接納品先名をセット
物流センタ利用時：物流センタ名
店直利用時：店舗名
全角(半角混在可能)でセット

43 直接納品先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「直接納品先コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用す
る。

○ "ﾃｽﾄﾃﾝ" MAX20 直接納品先名(ｶﾅ)をセット
物流センタ利用時：物流センタ名(ｶﾅ)
店直利用時：店舗名(ｶﾅ)
半角(全角混在不可)でセット

44 最終納品先コード 必須 数字 MAX13 可変 最終的に商品が納品される場所（小売の物流センター又は店舗）をあらわす独自コード。小売側が指定。
卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字　等に使用する。

○ 01013
5

最終納品先コードをセット
店舗コードをセット

45 最終納品先GLN 必須 数字 MAX13 可変 最終的に商品が納品される場所（小売の物流センター又は店舗）をあらわすGLN。小売側が指定。GLNを使
用しない場合は「０」固定

○ 0
1 "0"固定

46 最終納品先名称 任意 文字 MAX20 可変 「最終納品先コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字等に使用する。 ○ "テスト店" MAX20 最終納品先名をセット 全角(半角混在可能)でセット
店舗名（略名)

47 最終納品先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「最終納品先コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票作成、SCMラベル印字に使用する。 ○ "ﾃｽﾄﾃﾝ" MAX20 最終納品先名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット
店舗名（カナ)

48 計上部署コード 必須 数字 MAX13 可変 商品が納品されることにより債権・債務関係が発生する場所（小売の物流センター、または店舗）を表す
独自コード　「直接納品先コード」または「最終納品先コード」のいずれか。

○ 01013
5

最終納品先コードをセット 店舗コードをセット

49 計上部署GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品が納品されることにより債権・債務関係が発生する場所（小売の物流センター、または店舗）を表す
GLN。「直接納品先GLN」または「最終納品先GLN」のいずれか。GLNを使用しない場合は「０」固定

○ 0

1 "0"固定

50 計上部署名称 任意 文字 MAX20 可変 「計上部署コード」の名称。 ○ "テスト店" MAX20 最終納品先名をセット 全角(半角混在可能)でセット

51 計上部署名称(カナ) 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「計上部署コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票作成の際に名称表示に使用する ○ "ﾃｽﾄﾃﾝ" MAX20 最終納品先名(ｶﾅ)をセット 半角(全角混在不可)でセット

52 請求取引先コード 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の商品代金請求を小売に対して行う企業を表すｺｰﾄﾞ。通常は「取引先ｺｰﾄﾞ」と同じ値が入るが、
受注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場合はその1社の
取引先ｺｰﾄﾞがｾｯﾄされる。※請求ﾚｽの場合のみ省略可

○ 000105

6 取引先コード(6桁)をセット

53 請求取引先GLN 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の商品代金請求を小売に対して行う企業を表すGLN。通常は「取引先GLN」と同じ値が入るが、受
注～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場合は、その1社の
取引先ｺｰﾄﾞがｾｯﾄされる。(決済用ＧＬＮ)　※請求ﾚｽの場合のみ省略可

○ 0

1 "0"固定

54 請求取引先名 任意 文字 MAX20 可変 「請求取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称。 ○ "テスト取引先" MAX20
取引先名をセット

全角(半角混在可能)でセット
店舗名（略名)

55 請求取引先名カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「請求取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。 ○ "ﾃｽﾄﾄﾘﾋｷｻｷ" MAX20 取引先名称（ｶﾅ） 半角(全角混在不可)でセット
店舗名（カナ)

56 取引先コード 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の受注～出荷～納品を行う企業を表すｺｰﾄﾞ。通常は「請求取引先ｺｰﾄﾞ」と同じ値が入るが、受注
～出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場合には、個々の企
業の取引先ｺｰﾄﾞをｾｯﾄ。したがって請求取引先ｺｰﾄﾞとは異なる値が入る。頭"0"＋取引先ｺｰﾄﾞ

○ 000105

6

取引先コード(6桁)をセット

57 取引先GLN 必須 数字 MAX13 可変 当該取引の受注～出荷～納品を行う企業を表すGLN。通常は「請求取引先GLN」と同じ値が入るが、受注～
出荷～納品を行う複数企業分を集約してｸﾞﾙｰﾌﾟ内の1社が商品代金請求を行う等の場合には、個々の企業
の取引先GLNをｾｯﾄ。したがって請求取引先GLNとは異なる値が入る。

○ 0

1 "0"固定

58 取引先名称 任意 文字 MAX20 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。 ○ "テスト取引先" MAX20 取引先名をセット パートナー正式名称20文字でカットしセットする
全角(半角混在可能)

59 取引先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。 ○ "ﾃｽﾄﾄﾘﾋｷｻｷ" MAX20 取引先名(ｶﾅ)をセット パートナー名称(カナ)20文字でカットしセットする
半角(全角混在不可)

60 枝番 任意 英数 MAX2 可変 同一取引先ｺｰﾄﾞ内で、取引ﾃﾞｰﾀを分けて管理する必要がある場合に当事者間合意の上で使用。(小売側が
設定)

○ 1 1 伝票ヘッダ.決済条件
1：掛け　2：現金

61 出荷先コード 任意 英数 MAX4 可変 「取引先ｺｰﾄﾞ」＋「枝番」のくくりの中で、さらに取引ﾃﾞｰﾀを分ける必要がある場合に当事者間合意の上
で使用(小売側が設定)"000"＋取引先ﾌﾛｱ

× "" - 空欄

62 商品分類(大) 必須 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類を表す独自コード。コード体系は小売が決定。（DPT、クラス、グループ、カテゴ
リー、ライン、群番　など）

○ 9999

4 分類コードをセット
伝票ヘッダーの分類コード
ドンキ、長崎屋発注データ：部門コード(4
桁)、

63 商品分類(中) 必須 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類を表す独自コード。コード体系は小売が決定。（DPT、クラス、グループ、カテゴ
リー、ライン、群番　など）

○ 1

1 経費区分をセット
1：経費分発注書
1以外：仕入商品発注書

64 計上日 必須 日付 10 固定 小売側の仕入計上日　返品の場合は返品計上日。当該取引の債権債務はこの日をもって発生 ○ 2015-01-20 10
計上日をセット

YYYY-MM-DDでセット

65 商品区分 任意 数字 2 固定 定番(プロパー)発注or特売(中目,目玉)発注を表す区分。 × "" - 空欄

桁

フ

ラ

グ
項目活用方法の補足説明

テスト区分。このメッセージのデータが本番用なのかテスト用なのかを判別する。テストデータの場合、
テストのスコープを作成する。

最終送信先を示すID。最終送信先IDを使用する場合、最終送信先のスコープを作成する。

資料名 データ種別

標準CSVマッピング資料 受領訂正
【ファイル形式】：CSV　　【区切り文字】：,（カンマ）　【項目括り】："（ダブルクォート）　【文字コード】：SJIS　【改行コード】：CRLF（Windows改行）
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桁

フ

ラ

グ
項目活用方法の補足説明
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66 発注区分 任意 数字 2 固定 発注が行われた場所（本部・店舗）や、発注の形態（客注など）を表す区分。内容はコードリストを参
照。

○ 01

2
基幹システムの発注区分を変換してセッ
ト

"01"(本部発注)、"02"(店舗発注)をセット予
定。

04:一括発注　　⇔01:本部（計画）発注
06:本部発注　　⇔01:本部（計画）発注
01:通常発注　　⇔02:店舗（追加）発注
02:現金発注　　⇔02:店舗（追加）発注
03:スポット発注⇔02:店舗（追加）発注
05:週間発注　　⇔02:店舗（追加）発注
07:自動発注　　⇔02:店舗（追加）発注

67 出荷データ有無区分 任意 数字 2 固定 小売側が、卸／メーカーの出荷データ作成の要不要を指定する項目。 × "" - 空欄

68 EOS区分 任意 数字 2 固定 小売からのコンピュータ発注に基づいた出荷データなのかを判別する項目。卸／メーカーがセット。 ○ 02 2 ＥＯＳ発注の場合："01"、
ＦＡＸ発注の場合："21"をセット（※1） ※1：ＦＡＸ発注の場合、ＦＡＸ発注書に記載

の値をセットしてください。

69 PB区分 任意 数字 2 固定 当該商品が、小売側が開発した独自商品（プライベートブランド商品）か、ナショナルブランド商品かを
表す区分。

× "" - 空欄

70 配送温度区分 任意 数字 2 固定 温度により特別な処理を行う場合に告知する項目。配送温度帯指定。季節、小売の保管環境で変化する。 × "" - 空欄

71 酒区分 任意 数字 2 固定 当該発注商品が酒であるかどうか判別する区分。卸／メーカーでセンターの在庫ロケーションを特定する
際に使用。

× "" - 空欄

72 処理種別 任意 数字 2 固定 小売で使用する取引の種別（仕入、返品、移動、値引　等）。業界標準コード、もしくは小売独自コード
をセットする。小売・卸間でのメッセージ取引の識別には「メッセージ種」を使用し、処理種別の内容で
卸側に判断を求めることが無いようにする。

○ 01

2 伝票区分をセット

01（発注）
02（返品）
03（移動）
04（値引）
05（委託）
NN（その他、小売独自コード）
⇒基本、01(発注)を使用

73 伝票レス区分 任意 数字 2 固定 小売が卸／メーカーにペーパー伝票作成の要・不要を告知する区分。 × "" - 空欄
74 配送料免除区分 任意 数字 2 固定 返品時の配送料の負担の有無を通知する区分。 × "" - 空白
75 取引番号区分 任意 数字 2 固定 取引タイプと発番基準を表す区分。 ○ 02 2 ＥＯＳ発注の場合："01"、

ＦＡＸ発注の場合："21"をセット（※1）
※1：ＦＡＸ発注の場合、ＦＡＸ発注書に記載
の値をセットしてください。

76 パック区分 任意 数字 2 固定 食肉の加工センター等に発注する場合のデータ判別を行う区分。０１：パック。 × "" - 空欄
77 不定貫区分 任意 数字 2 固定 定貫・不定貫を表す区分 × "" - 空欄
78 税区分 任意 数字 2 固定 消費税の区分　（込み、抜き、非課税）を表す区分。非課税：切手、ビール券等 ○ 05 2

税区分をセット
1：外税　⇔05：原価外税売価外税
2：内税　 ⇔01：原売価内税
3：非課税⇔03：非課税

79 税率 任意 数字 MAX2,1 可変 消費税率を表す。 ○ 8 MAX2,1

消費税率をセット
非課税：0、外税内税：8　(2017年4月には8又
は10)

80 自由使用欄 任意 文字 MAX60 可変 伝票に表記する配達番号、配達日、売出日など、相手先に伝達したい項目。別項目でメッセージとして使
用。
そのまま出力するメモでの使用に限定し、この項目でシステムの処理を制御する使い方は不可）。

○ 自由に記載 MAX30 ファイルヘッダ単位での備考を設定 全角(半角混在可能)でセット

81 自由使用欄半角カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX60 可変 伝票に表記する配達番号、配達日、売出日など、相手先に伝達したい項目。（半角カナ）別項目でメッ
セージとして使用。
そのまま出力するメモでの使用に限定し、この項目でシステムの処理を制御する使い方は不可）。

○ 00001 5 自動FAX処理通番をセット

82 (受領)原価金額合計 必須 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）単位の原価金額の合計。１取引明細の「原価金額」の足し上げ ○ 29000
(20000)

MAX10 受領数量訂正後の原価金額合計をセット 原価金額の総和をセット
半角数値でセット

83 (受領)売価金額合計 任意 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）単位の売価金額の合計。１取引明細の「売価金額」の足し上げ ○ 200 MAX10 受領数量訂正後の売価金額合計をセット 売価金額の総和をセット
半角数値でセット

84 (受領)税額合計金額 任意 数字 MAX10 可変 １取引番号（発注・返品）の消費税額の合計。「税額」の足し上げ ○ 80 MAX10 受領数量訂正後の伝票消費税合計をセッ
ト

85 数量合計 必須 数字 MAX6 可変 １取引番号（発注）単位の「発注数量(バラ）」の合計。 ○ 80 MAX6 受領数量訂正後の伝票数量合計をセット

86 発注単位数量合計 任意 数字 MAX6 可変 １取引番号（発注）単位の「発注数量(発注単位数）」の合計。 × "" - 空欄

87 重量合計 任意 数字 MAX10,3 可変 不定貫商品の場合に使用する。１取引番号（発注）単位の重量の合計。 × "" - 空欄

明細
88 取引明細番号(発注・返品) 必須 英数 MAX4 可変 「取引番号(発注・返品)」の中の商品単位の明細番号。 ○ 02 2 伝票行番号をセット

89 取引付属明細番号 任意 英数 MAX4 可変 「取引付属番号」の中の商品単位の明細番号。返品は元伝の行NO × "" - 空欄

90 元取引番号 任意 英数 MAX10 可変 取引番号が追加・変更になった場合の元の取引番号 × "" - 空欄

91 元取引明細番号 任意 英数 MAX4 可変 取引番号が追加・変更になった場合の元の取引明細番号 × "" - 空欄

92 出荷者管理明細番号 任意 英数 MAX4 可変 発注に対し、出荷者側で管理する番号の明細番号 × "" - 空欄

93 商品分類(小) 任意 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類を表す独自コード。コード体系は小売が決定。（DPT、クラス、グループ、カテゴ
リー、ライン、群番　など）

○ 999999 6 小分類コード 明細ごとの小分類コードをセット
ドンキ、長崎屋発注データ：部門コード(6桁)、

94 商品分類(細) 任意 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類を表す独自コード。コード体系は小売が決定。（DPT、クラス、グループ、カテゴ
リー、ライン、群番　など）

○ 0 1 値付区分 "0"：不要
"1":取引先
"2":センター
"3":店舗
"4":売切り商品
"5":ノンラベル

95 返品・値引理由コード 必須 数字 3 固定 返品、値引きの理由 ○ "100" 3 "100"固定

96 メーカーコード 任意 数字 MAX13 可変 ＪＡＮメーカーコード。小売側が、メーカー別納品実績を把握する場合（リベート管理等）に使用。 × "" - 空欄

97 商品コード(ＧTIN) 必須 数字 MAX14 可変 共通商品コード。現状はJAN,EAN,UPCを使用（前ゼロ）。GTINによる商品識別を行う場合、消費者購入単
位のGTINをセット。共通商品コードを使用しない場合は「０」固定

○ 00000000000000
14 "00000000000000"固定

98 商品コード(発注用) 必須 数字 MAX14 可変 小売が管理する発注用コード。ここにセットされたコードで納品される商品が特定される。 ○ 4901331016424 13 スキャンコードをセット 半角数値(全角混在不可)でセット

99 商品コード区分 必須 数字 3 固定 「商品コード（発注用）」のコード種を判断する際に使用。 ○ "999" 3 "999"固定

100 商品コード(取引先) 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX14 可変 卸/ﾒｰｶｰ側での商品管理に使用している商品ｺｰﾄﾞ。ｱﾊﾟﾚﾙ品番など。使用する場合は、卸/ﾒｰｶ側が指定する
商品ｺｰﾄﾞを入力する

○ 1234567890120

13

101 商品名 任意 文字 MAX25 可変 「商品コード（発注用）」に対する商品の名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用
する。帳票作成　等に使用する。

○ サンプルマヨネーズ ４５０グラム

MAX25

商品名(略名)をセット 商品名(略名)の28byteをセット
全て半角の場合は25文字のセット3文字カットと
なる
全角(半角混在可能)

102 商品名カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX25 可変 「商品コード（発注用）」に対する名称（半角カナ）。卸／メーカーで、仕入伝票を作成する必要がある
場合、あるいは社内帳票を作成する際の名称表示に使用。

○ ｻﾝﾌﾟﾙﾏﾖﾈｰｽﾞ 450ｸﾞﾗﾑ

MAX25
商品名(ｶﾅ)をセット 商品名(カナ)のをセット

半角(全角混在不可)

103 商品コード（出荷元） 任意 数字 MAX14 可変 ソースマーキングされた生産者コード × "" - 空欄
104 規格 任意 文字 MAX25 可変 商品の規格(内容量、重量　等)をあらわす。帳票作成　等に使用する。 ○ ｻﾝﾌﾟﾙｷｶｸ MAX20 規格名をセット 空白または全角(半角混在可能)でセット

8→20byteに拡張予定

105 規格カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX25 可変 商品の規格(内容量、重量　等)をあらわす。帳票作成　等に使用する。 ○ ｻﾝﾌﾟﾙｷｶｸ MAX20 規格名(ｶﾅ)をセット 空白または半角(全角混在不可)でセット
8→20byteに拡張予定

106 カラーコード 任意 英数 MAX10 可変 商品の色を表すｺｰﾄﾞ。ｺｰﾄﾞ体系は当事者個別で決定　標準ｺｰﾄﾞ使用を今後検討 × "" - 空欄

107 カラー名称 任意 文字 MAX20 可変 「ｶﾗｰｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。 × "" - 空欄

108 カラー名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「ｶﾗｰｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。 × "" - 空欄

109 サイズコード 任意 英数 MAX10 可変 商品のｻｲｽﾞを表すｺｰﾄﾞ。ｺｰﾄﾞ体系は当事者個別で決定。標準ｺｰﾄﾞ使用を今後検討 ○ "0" 1 "0"固定

110 サイズ名称 任意 文字 MAX30 可変 「ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ」に対する名称。帳票作成　等に使用する。 ○ サンプルメーカー MAX30 メーカー名をセット 空白または全角(半角混在可能)でセット

111 サイズ名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX30 可変 「ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ」に対する名称(半角ｶﾅ)。帳票作成　等に使用する。 ○ ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｶｰ MAX30 メーカー名(ｶﾅ)をセット 空白または半角(全角混在不可)でセット

112 入数 任意 数字 MAX4 可変 出荷単位の荷姿に入っている数量。入数が可変でありセットできないような場合はセットしない。 ○ "1000" MAX4 入数をセット 半角数値(全角混在不可)でセット

113 都道府県コード 任意 数字 3 固定 産地指定して発注する場合の都道府県コード。または出荷時に確定した都道府県コード。 × "" - 空欄

114 国コード 任意 数字 3 固定 産地指定して発注する場合の国コード。または出荷時に確定した国コード。 × "" - 空欄

115 産地名 任意 文字 MAX20 可変 産地指定して発注する場合の産地名称。または出荷時に確定した産地名称。 × "" - 空欄

116 水域コード 任意 英数 2 固定 漁獲水域を表すコード。漁獲統計海区に準じた分類とする。 × "" - 空欄

117 水域名 任意 文字 MAX20 可変 漁獲水域を表す名称。漁獲統計海区に準じた分類名称とする。 × "" - 空欄

118 原産エリア 任意 文字 MAX30 可変 国、都道府県内のエリアを表す。市町村名、その他一般に知られている地名（「紀州産」、「カリフォル
ニア産」など）。水産物の場合は、漁獲した水域名（相模湾、西インド洋など）、水揚げ漁港（焼津港、
銚子港など）を表す。

× "" - 空欄

119 等級 任意 文字 MAX8 可変 商品のグレードを表す（Ａ，Ｂ，Ｃ，秀，優、良など） × "" - 空欄

120 階級 任意 文字 MAX8 可変 商品のサイズを表す（Ｌ，Ｍ，Ｓ，大，中，小など） × "" - 空欄

121 銘柄 任意 文字 MAX30 可変 産地銘柄を表す × "" - 空欄

122 商品ＰＲ 任意 文字 MAX30 可変 朝採り、葉付き、土付き、根付きなど商品に関するこだわりや商品ＰＲ、商品特性、おすすめ情報を表
す。

× "" - 空欄

123 バイオ区分 任意 数字 2 固定 商品栽培時のバイオ技術の適用，非適用（遺伝子組み換え） × "" - 空欄

124 品種コード 任意 数字 2 固定 商品の品種を表すコード × "" - 空欄

125 養殖区分 任意 数字 2 固定 養殖／天然を表す区分 × "" - 空欄

126 解凍区分 任意 数字 2 固定 解凍を表す区分。店頭販売時の状態を表す。 × "" - 空欄

127 商品状態区分 任意 数字 2 固定 商品の保存状態を表す区分 × "" - 空欄

128 形状・部位 任意 文字 MAX5 可変 商品の形状や部位を表す区分（１次加工） × "" - 空欄

129 用途 任意 文字 MAX20 可変 生食用・加熱用といった商品の使用用途を表す。 × "" - 空欄

130 法定管理義務商材区分 任意 数字 2 固定 当該商品が、法定管理の必要な項目かどうか、またその種類を表す区分。 × "" - 空欄

131 (受領)原価金額 必須 数字 MAX10 可変 １取引明細の商品の原価金額（「原単価」×「発注数量(バラ）」）。小数以下のまるめ方法は当事者間
で決定（四捨五入、切捨て、切上げ）

○ 29000
(10000) MAX10

受領数量訂正後の原価金額をセット 半角数値(全角混在不可)でセット
(受領)原単価*(受領)数量（小数点以下切捨て）

132 (受領)原単価 必須 数字 MAX8,2 可変 1取引明細の商品の原価単価。 ○ 145.00
(100.00)

7.2

原単価をセット
※出荷.訂正後原単価が設定されている場
合、同項目値に置換

半角数値(全角混在不可)でセット
内税：税込単価をセット、外税：税抜き単価をセッ
ト

133 (受領)売価金額 任意 数字 MAX10 可変 １取引明細の商品の売価金額（「売単価」×「発注数量(バラ）」）。 ○ 59600
MAX10

受領数量訂正後の売価金額をセット 半角数値(全角混在不可)でセット
(受領)売単価*(受領)数量（小数点以下切捨て）

134 (受領)売単価 任意 数字 MAX10 可変 1取引明細の商品の売価単価。 ○ 298
MAX7

売単価をセット 半角数値(全角混在不可)でセット
内税：税込単価をセット、外税：税抜き単価をセッ
ト

135 (受領)税額 任意 数字 MAX10 可変 １取引明細の「原価金額」の消費税額。 ○ 80
MAX10

受領数量訂正後の税額をセット 内税、外税の場合に原価金額の消費税額を
セット

136 受領数量(バラ) 必須 数字 MAX6,1 可変 1取引明細(発注)単位の小売側の商品受領数。ﾊﾞﾗ数量換算。(受注者側の出荷数との差異の有無にかかわ
らずｾｯﾄ)

○ 10.0
5.1

訂正後の受領数量をセット
半角数値(全角混在不可)でセット

137 単価登録単位 任意 数字 2 固定 不定貫の場合の単価登録の単位を表す。100ｇ当たり、1Kg当たりなど。 × "" - 空欄

138 商品重量 任意 数字 MAX5,3 可変 商品コードアイテム重量。発注数量（バラ）１個当たりの容量を表す。 × "" - 空欄

139 訂正重量 任意 数字 MAX7,3 可変 不定貫商品の場合に使用する。訂正後の確定重量。 × "" - 空欄

標準CSV（受領訂正） <17> 2022/4/14



流通BMSスキーマバージョン
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利用
有無

現行の
項目名

サンプル値
※

使用
桁数

設定例 編集方法
SBDH

1 ヘッダバージョン 必須 文字 4 可変 SBDHバージョン ○ 1.3 3 "1.3"固定

2 送信者ID 必須 文字 13 可変 送信者を示すID。取引先と相談のうえ、独自コードあるいはGLNを使って送信者IDを決定し入力する。 ○ 4594000025003 13 ＧＬＮコード

3 送信者ID発行元 必須 文字 4 可変 送信者IDがコードの場合は、"CODE"、GLNの場合は”GLN"と入れる ○ GLN 3 "GLN"固定

4 受信者ID 必須 文字 13 可変 受信者を示すID。取引先と相談のうえ、独自コードあるいはGLNを使って送信者IDを決定し入力する。 ○
00010300 8

取引先コード(6桁)＋
’00’ oｒ 振分コード(2桁)を設定

5 受信者ID発行元 必須 文字 4 可変 受信者IDがコードの場合は、"CODE"、GLNの場合は”GLN"と入れる ○ "CODE" 4 "CODE"固定

6 規格 必須 文字 12 可変 ドキュメント規格 ○ SecondGenEDI 12
"SecondGenEDI"固定

7 XMLメジャーバージョン 必須 文字 4 可変 XMLのメジャーバージョンを入力。 ○ 1P 2 "1P"固定

8 インスタンスID 必須 文字 80 可変 ビジネスメッセージの一意識別。英数字を使い40文字程度のユニークIDを生成し入力する。 ○ 20070221213000 14 システム日時(YYYYMMDDHHMMSS)

9 メッセージ種 必須 文字 255 可変 ビジネスメッセージの種別。メッセージのタイプを示す名称を入力する。 ○ Payment 5 "Payment"固定

10 複数タイプ 任意 ブール値 5 可変 × "" - 空欄

11 データ作成日時 必須 日時 14 可変 メッセージ全体の作成日・時間 ○

2007-11-24T12:00:00 14

システム日付(YYYY)＋"-"＋システム日付
(MM)＋"-"＋システム日付(DD)＋"T"＋シ
ステム時刻（HH）＋":"＋システム時刻
（MM）＋":"＋システム時刻（SS）

12 テスト区分タイプ 任意 文字 13 可変 テスト区分。このメッセージのデータが本番用なのかテスト用なのかを判別する。テストデータの場
合、テストのスコープを作成する。

○
"Communication" 13

テストの場合のみ使用

13 テスト区分インスタンス識別子 任意 文字 4 可変 ○ "Test" 4 テストの場合のみ使用

14 テスト区分識別子 任意 文字 1 可変 ○ "1" 1 テストの場合のみ使用

15 最終送信先タイプ 任意 文字 13 可変 最終送信先を示すID。最終送信先IDを使用する場合、最終送信先のスコープを作成する。 × "" - 空欄

16 最終送信先インスタンス識別子 任意 文字 13 可変 × "" - 空欄

17 最終送信先識別子 任意 文字 13 可変 × "" - 空欄

メッセージ情報

18 メッセージ識別ＩＤ 必須 文字 MAX80 可変 メッセージ識別。SBDHのInstanceIdentifier入れた値の先頭に”MSG-”を足す ○ MSG-20070221213000 18 "MSG-"＋インスタンスＩＤ

19 送信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場合に使
用する。

○
99999999 8

支払データフォーマット（CSV・伝票単
位）.パートナーコード

20 最終受信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場合に使
用する。

○
99999999 8

支払データフォーマット（CSV・伝票単
位）.パートナーコード

21 直接受信者ステーションアドレス 任意 英数 8 固定 現行JCA手順との併用期間中、宛先（ステーションアドレス）単位の送受信件数の集計を行う場合に使
用する。

○
99999999 8

支払データフォーマット（CSV・伝票単
位）.パートナーコード

22 取引件数 任意 数字 MAX7 可変 このﾒｯｾｰｼﾞに含まれている取引番号の数。現状は伝票枚数になる。取引先ﾍｯﾀﾞ単位の伝票枚数。 ○

50 MAX7

伝票枚をセット

23 システム情報　キー 任意 文字 13 固定 × "" - 空欄

24 システム情報　値 任意 文字 13 固定 × "" - 空欄

ファイルヘッダ

25 XML内容バージョン 任意 文字 MAX20 可変 XMLのcommonのバージョン。 ○ 1.0 3 "1.0"固定

26 XML構造バージョン 任意 文字 MAX20 可変 XMLのメッセージのバージョン ○ 1.0 3 "1.0"固定

27 XML拡張情報名前空間 任意 文字 MAX80 可変 XML拡張に入っている構造のnamespace × "" - 空欄

28 XML拡張情報バージョン番号 任意 文字 MAX20 可変 XML拡張に入っている構造のバージョン × "" - 空欄

29 支払法人コード 必須 数字 MAX13 可変 商品の支払を行う小売企業(会社）を表す独自コード。通常は「発注者コード」と同じ値が入るが、小
売側がグループ内に複数事業会社を持ち、仕入会社と支払会社が異なる場合には、それぞれで異なる会
社コードが入る。

○

3330 4

法人コードをセット 3104：株式会社長崎屋
3330：株式会社ドン・キホーテ
4157：UDリテール株式会社
4159：株式会社富士屋商事
4160：株式会社橘百貨店

30 支払法人GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品の支払を行う小売企業を表すGLN。通常は「発注者GLN」と同じ値が入るが、小売側がグループ内に
複数事業会社を持ち、仕入会社と支払会社が異なる場合には、それぞれで異なるGLNが入る。GLNを使用
しない場合は「０」固定。

○

0 1
"0"固定

31 支払法人名称 任意 文字 MAX20 可変 「支払法人コード」の名称。 ○ ドン・キホーテ -

32 支払法人名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「支払法人コード」の名称（半角カナ）。 × "" - 空欄

33 発注者コード 必須 数字 MAX13 可変 商品の発注を行う小売企業を表す独自コード ○

3330 4

法人コードをセット 3104：株式会社長崎屋
3330：株式会社ドン・キホーテ
4157：UDリテール株式会社
4159：株式会社富士屋商事
4160：株式会社橘百貨店

34 発注者GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品の発注を行う小売企業を表すGLN。GLNを使用しない場合は「０」固定。 ○ 0 1 "0"固定

35 発注者名称 任意 文字 MAX20 可変 「発注者コード」の名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用。 ○

ドン・キホーテ MAX20

36 発注者名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「発注者コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで、仕入伝票を作成する必要がある場合、あるい
は社内帳票を作成する際の名称表示に使用。

×

"" -

空欄

伝票ヘッダ

37 請求書番号 任意 数字 MAX10 可変 請求者（卸／メーカー）が小売に行う請求の単位。番号付番の体系は当事者間で任意に決定。 ○ "" 8 空欄

38 請求取引先コード 必須 数字 MAX13 可変
商品代金の請求支払いを行う卸／メーカー企業を表す独自コード。事前の取決め（契約）により小売側が
指定。ここにセットされた企業コードに対して請求支払い業務が行われる。通常は「取引先コード」と同
じ値をセットするが、卸／メーカー側で、１企業で複数の取引先コードを使用して受注～出荷～納品を行
うことがある場合、それらの請求支払いを１つの取引先コードで行うときに使用する。

○

999999 6

支払データフォーマット（CSV・伝票単
位）.パートナーコード

39 請求取引先GLN 必須 数字 MAX13 可変
商品代金の請求支払いを行う卸／メーカー企業を表すGLN。事前の取決め（契約）により卸／メーカー側
が指定。ここにセットされたGLNに対して請求支払い業務が行われる。通常は「取引先GLN」と同じ値を
セットするが、卸／メーカー側で、１企業で複数の取引先GLNを使用して受注～出荷～納品を行うことが
ある場合、それらの請求支払いを１つの取引先GLNで行うときに使用する。GLNを使用しない場合は
「０」固定

○

0 1

"0"固定

40 請求取引先名 任意 文字 MAX20 可変 「請求取引先コード」に対する名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用する。 × "" - 空欄

41 請求取引先名カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「請求取引先コード」に対する名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使
用する。

×
"" -

空欄

42 対象期間開始 任意 日付 10 固定 請求支払いの対象となる仕入の期間開始日。 × "" - 空欄

43 対象期間終了 必須 日付 10 固定 請求支払いの対象となる仕入の期間終了日。　締め日。 ○ 2015-01-20 10 配信日の前月末日をセット YYYY-MM-DDでセット

明細

44 取引番号（発注・返品） 必須 数字 MAX10 可変
小売側が卸／メーカーに行う発注、返品の単位。　伝票番号と同じ意味

○
123456789 9

支払データフォーマット（CSV・伝票単
位）.伝票番号

45 発行区分 任意 数字 MAX2 可変 商品代金の請求を行う卸／メーカー企業が、自社の売掛管理の括り（例：事業所別、地区別など）に合わ
せて請求支払いをする場合に任意で使用。請求データにセットされた値がそのまま支払い案内データに引
き継がれる。

×

"" -

空欄

46 連番 任意 数字 MAX5 可変
商品代金の請求を行う卸／メーカー企業が、発行区分内で請求データを連番管理する場合に使用。請求
データにセットされた値が、そのまま支払い案内データに引き継がれる。

×

"" -

空欄

47 計上部署コード 必須 数字 MAX13 可変 商品が納品されることにより債権・債務関係が発生する場所（小売の物流センター、または店舗）を表
す独自コード「直接納品先コード」または「最終納品先コード」のいずれか。

○

00103 5

支払データフォーマット（CSV・伝票単
位）.店舗コード

48 計上部署GLN 必須 数字 MAX13 可変 商品が納品されることにより債権・債務関係が発生する場所（小売の物流センター、または店舗）を表
すGLN。「直接納品先GLN」または「最終納品先GLN」のいずれか。GLNを使用しない場合は「０」固定

○

0 1

"0"固定

49 計上部署名称 任意 文字 MAX20 可変 「計上部署コード」の名称。 ○
"テスト店" MAX20

支払データフォーマット（CSV・伝票単
位）.店舗略名_漢字

50 計上部署名称(カナ) 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「計上部署コード」の名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票作成の際に名称表示に使用する。 × "" - 空欄

51 取引先コード 任意 数字 MAX13 可変 受注～出荷～納品を行う卸／メーカー企業を表す独自コード。事前の取決め（契約）により小売側が指
定。

○
999999 6

支払データフォーマット（CSV・伝票単
位）.パートナーコード

52 取引先GLN 任意 数字 MAX13 可変 受注～出荷～納品を行う卸／メーカー企業を表すGLN。事前の取決め（契約）により卸／メーカー側が
指定。GLNを使用しない場合は「０」固定

○
0 1

"0"固定

53 取引先名称 任意 文字 MAX20 可変 「取引先コード」に対する名称。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用する。 ○
"テスト取引先" MAX20

支払データフォーマット（CSV・伝票単
位）.パートナーコード

54 取引先名称カナ 任意 文字(半角ｶﾅ) MAX20 可変 「取引先コード」に対する名称（半角カナ）。卸／メーカーで社内帳票を作成する際の名称表示に使用
する。

×
"" -

空欄

55 商品分類（大） 任意 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類を表す独自コード。コード体系は小売が決定。（DPT、クラス、グループ、カテゴ
リー、ライン、群番　など）

○
1001 MAX6

支払データフォーマット（CSV・伝票単
位）.商品分類コード

56 商品分類（中） 任意 英数 MAX10 可変 小売側の商品分類を表す独自コード。コード体系は小売が決定。（DPT、クラス、グループ、カテゴ
リー、ライン、群番　など）

○
0 1

"0"固定

57 計上日 必須 日付 10 固定 小売側の仕入計上日　返品の場合は返品計上日。この日で債権・債務関係が発生する。 ○
2015-01-20 10

支払データフォーマット（CSV・伝票単
位）.伝票日付（検収日）

形式：YYYY-MM-DD

58 支払日 任意 日付 10 固定 小売側が請求先（卸／メーカー）に支払い（振込）をする日付。 ○ "" 10 空欄

59 請求金額 必須 数字 MAX11 可変 請求者（卸／メーカー）が小売に対して行う、１取引番号あたりの商品代金請求金額。 ○ 0 1 "0"固定 請求金額の絶対値

60 請求金額符号 必須 文字 1 固定 請求金額の正負。（例：仕入は＋、返品、値引は－） ○
0 1

"+"固定 請求金額の正負。（例：仕入は＋、返
品、値引は－）

61 支払金額 必須 数字 MAX11 可変 小売が請求者（卸／メーカー）に対して支払う、１取引番号あたりの商品代金。 ○
999999 MAX11

支払データフォーマット（CSV・伝票単
位）.原価金額_税抜

支払金額の絶対値

62 支払金額符号 必須 文字 1 固定 支払金額の正負。（例：仕入は＋、相殺、返品、値引は－） ○
+ 1

伝票区分=20,23,25,27の場合="+"
伝票区分=21,22,24,26の場合="-"

支払金額の正負。（例：仕入は＋、返
品、値引は－）

63 金額(小売自由使用) 任意 数字 MAX11 可変 請求照合の結果、卸／メーカーへの支払い額以外に開示する項目（小売計上額、請求残、次回繰越額
等）の金額をセット。

○
0 MAX11

"0"固定

64 金額符号(小売自由使用) 任意 文字 1 固定 「金額」（小売自由使用）の正負 ○ + 1 "+"固定

65 税額合計金額 任意 数字 MAX10 可変 1取引番号（発注・返品）の消費税額の合計。「税額」の足し上げ × "" - 空欄

66 処理種別 任意 数字 2 固定 小売で使用する取引の種別（仕入、返品、移動、値引　等）。業界標準コード、もしくは小売独自コー
ドをセットする。小売・卸間でのメッセージ取引の識別には「メッセージ種」を使用し、処理種別の内
容で卸側に判断を求めることが無いようにする。

○

01 2

伝票区分=20の場合"01"
伝票区分=22の場合"02"
伝票区分=24,26の場合"04"
伝票区分=21の場合"05"
伝票区分=23の場合"06"
伝票区分=25,27の場合"07"

処理種別
"01"（発注仕入れ）
"02"（返品）
"03"（移動）
"04"（値引）
"05"（仕入訂正）
"06"（返品訂正）
"07"（値引訂正）
"08"（相殺)
"09"（店舗間相殺)

67 請求区分 任意 数字 2 固定 当月（回）請求、前月（回）繰越請求を区別する区分。 × "" - 空欄

68 未払買掛区分 任意 数字 2 固定 請求（支払）データが、小売側にとって買掛（商品代金）計上するのか未払い金（商品以外の代金）計
上するのかを区別する区分。

×
"" -

空欄

69 照合結果 必須 数字 2 固定 卸／メーカーの請求額と小売側の買掛額を照合した結果を告知する項目。 ○

00 2

"00"固定 "00" (無指定)
"01" (請求照合分支払)
"02" (請求のない返品・値引・相殺)
"03" (再請求請う)
"04" (計上払対象)

70 支払内容 必須 数字 4 固定 支払内容を表すコード。内容はコードリスト参照。 ○

1000 4

"1000"固定 "1000":支払明細
"2000"相殺
"3000"店舗間相殺

71 支払内容（個別） 必須 数字 4 固定 「支払内容」の内訳。小売側で独自に管理しているコードをセット。 ○ 0000 4 "0000"固定

72 支払内容（個別名称） 必須 文字 MAX25 可変 「支払内容（個別）」に対する名称。 ○ MULL MAX25 "NULL"固定

73 支払内容（個別名称カナ） 必須 文字(半角ｶﾅ) MAX25 可変 「支払内容（個別）」に対する名称（半角カナ）。 ○ " " 1 固定値" "

74 支払方法区分 任意 数字 2 固定 手形、銀行振込　等 × "" - 空欄

75 税区分 任意 数字 2 固定 消費税の区分　（込み、抜き、非課税）を表す区分。非課税：切手、ビール券等 × "" - 空欄

76 税率 任意 数字 MAX2,1 可変 消費税率を表す。 × "" - 空欄

桁
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標準CSVマッピング資料 支払
【ファイル形式】：CSV　　【区切り文字】：,（カンマ）　【項目括り】："（ダブルクォート）　【文字コード】：SJIS　【改行コード】：CRLF（Windows改行）
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標準CSV（支払） <18> 2022/4/14



流通BMS(ver1.3) コードリスト  

メッセージ
メッセージ
項目番号

名寄せ後項目名 コード 意味 補足等

SBDH 9 テスト区分 １ テストデータ

発注 75 商品コード区分 ００４ EAN（ＪＡＮ)/UCC8桁

００５ EAN(ＪＡＮ）/UCC13桁

００６ EAN/UCC14桁（GTIN）

００７ ITF14桁

０１５ UPC12桁

０１６ UPC8桁

９９９ 自社コード

発注 154 発注単位コード ００ 個

ｇ

Kg

cm

ｍ

ｍｌ（ｃｃ）

L

・・・

発注 155 発注荷姿コード ０１ バラ

０２ ボール

０３ ケース

０４ パレット

０５ 数字

出荷 156 出荷荷姿コード ００ 無指定

０１ バラ

０２ ボール

０３ ケース

０３ パレット

０４ バンドル

発注 171 商品区分 ０１ 定番

０２ 準特価（中目）

０３ 特売（チラシ）

発注 172 発注区分 ０１ 本部（計画）発注

０２ 店舗（追加）発注

０３ センター発注

０４ 客注

０５ 要望発注

０６ 初回発注

０７ ギフト発注

発注 173 出荷データ有無区分 ０１ 出荷データ作成要

０２ 出荷データ作成不要

出荷 174 ＥＯＳ区分 ０１ ＥＯＳ発注

０２ 非ＥＯＳ発注

発注 175 納品経路 ００ 無指定

０１ 店舗直納

０２ センター納品

０３ 預り在庫より出荷

発注 176 便Ｎｏ ００ 無指定

０１～０９ １便～９便

１１ プロパー便 定番ゴンドラに陳列する商品を運ぶ便

１２ エンド便 エンドに陳列する商品を運ぶ便

発注 177 通過在庫区分 ００ 無指定 納品経路＝店舗直納の場合

０１ ＴＣ

０２ 預りＤＣ

０３ 買取ＤＣ

発注 178 納品区分 ００ 無指定

０１ 総量納品

０２ 店別納品

０３ 直接納品なし

発注 179 センター納品詳細指示 ０１ オリコン納品有り

０２ オリコン納品無し

０３ ソーター使用

０４ ソーター未使用

０５ その他

GDSの「バーコードタイプリスト」に準拠
ＧＤＳのコードを盛り込み済み

00番のみ使用。
他商材で必要なものが出てきた場合に追加。

納品経路＝センター納品の場合
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メッセージ
メッセージ
項目番号

名寄せ後項目名 コード 意味 補足等

発注 181 ＰＢ区分 ０１ ＰＢ商品

０２ ＰＢ商品以外

発注 182 配送温度区分 ０１ 常温

０２ チルド

０３ 冷蔵

０４ 冷凍

０５ 超冷凍

発注 183 酒区分 ０１ 酒

０２ 酒以外

発注 184 処理種別 ０１ 発注仕入れ

０２ 返品

０３ 移動

０４ 値引

０５ 委託

０６ 受領訂正

ＮＮ その他、小売独自コード

受領訂正 185 配送料免除区分 ０１ 負担有

返品 ０２ 負担無

発注 186 伝票レス区分 ０１ 伝票レス

０２ 伝票あり

返品 187 返品・値引理由コード １００ 受領後の訂正
００１～０９９番は自社独自コードを設定可能。
１００は受領訂正メッセージのみに使用。

受領 188 訂正区分 ００ 訂正なし

０１ 商品違い（取引先責）

０２ 価格違い（取引先責）

０３ 誤仕分け（取引先責）

０４ 汚破損（取引先責）

０５ 遅納品（取引先責）

０６ 鮮度基準外（取引先責）

０７ 数量不足（取引先責）

０８ 数量過多（取引先責）

０９ その他（小売責）

請求 189 請求区分 ０１ 今回請求 請求は月単位とは限らないので、「回」表現を使用

０２ 前回繰越請求

請求 190 未払買掛区分 ０１ 買掛（商品代金）

０２ 未払い金（商品以外の代金）

支払 191 照合結果 ００ 無指定

０１ 請求照合分支払 支払対象

０２ 請求のない返品・値引・相殺 支払対象

０３ 再請求請う 支払対象外

０４ 計上払対象 支払対象

請求 192 支払内容 １００１ 仕入明細 支払明細

１００２ 返品明細

１００３ 移動明細

１００４ 値引明細

１００５ 委託明細

１００６ 受領訂正明細

１００７ 値増明細

２０００ 相殺明細（代表コード） 相殺明細内容は支払内容（個別）で表記する。

３００１ 相殺前支払額

３００２ 相殺合計

３００３ 支払額

支払 196 支払方法区分 ０１ 手形

０２ 銀行振込

出荷 197 欠品区分 ００ 欠品なし

１１ マスターメンテミス（小売責）

１２ 発注ミス（小売責）

２１ 納入者品切（取引先責）

２２ メーカー品切（取引先責）

出荷 198 輸送手段 ０１ 自社便での直接納品

０２ 運送会社便での納品

０３ 集荷による納品

９９ その他

支払合計。振込手数料、消費税は各項目別に支払
内容（個別）で明記､対応

以下頭１桁１は小売責、2は取引先責

GDSに準拠

①チェーンストア伝票の伝票区分にあたる。０１～０
５を業界標準コードとして設定。内容は参照しない。
②移行期や伝票レス浸透までの間、小売独自の伝
票区分を使用できる。但し、処理種別の内容で卸･
ﾒｰｶｰ側に判断を求めることが無いようにする。
③②により、小売各社で０１～０５が別の意味で使用
される場合もある。

返品時の配送料の負担の有無
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メッセージ
メッセージ
項目番号

名寄せ後項目名 コード 意味 補足等

発注 201 税区分 ００ 無指定

０１ 原売価内税

０２ 原価外税売価内税

０３ 非課税

０４ 不課税

０５ 原価外税売価外税

発注 302 都道府県コード ＸＸＸ  （別紙）  「産地コード」から変更

発注 303 国コード ＸＸＸ  （別紙） ISO-3166に準拠

発注 305 水域コード ０１ 北海道沖

０２ 北海道沖太平洋

０３ 北海道沖日本海

０４ オホーツク海

０５ 日本太平洋北部

０６ 日本太平洋中部

０７ 日本太平洋南部

０８ 日本海北部

０９ 日本海西部

１０ 東シナ海

１１ 瀬戸内海

１２ 北極海

１３ 北西大西洋

１４ 北東大西洋

１５ バルト海

１６ 中西大西洋

１７ 中東大西洋

１８ 地中海

１９ 黒海

２０ 南西大西洋

２１ 南東大西洋

２２ 西インド洋

２３ 東インド洋

２４ 北西太平洋

２５ 北東太平洋

２６ 中西太平洋

２７ 中東太平洋

２８ 南西太平洋

２９ 南東太平洋

３０ 南極洋

９９ その他

００ 不明

発注 312 バイオ区分 ００ 未適用

０１ ウイルスフリ－苗を使用

０２ 遺伝子組換品種を使用

０３
遺伝子組換を行ったウイルスフリ－苗を使
用

０９ その他

発注 313 単価登録単位 ０１ １ｇ当たり

０２ １００ｇ当たり

０３ １Kｇ当たり

発注 316 品種コード １０ 和牛（和種）

１１ 黒毛和種 A

１２ 褐毛和種 B

１３ 日本短角種 C

１４ 無角和種 D

１５ 黒毛和種×褐毛和種
E：A×B(この種とA又はBとの交雑により生じた種を
含む)

１６ 和牛間交雑種
F：(A,B,C,D)×(A,B,C,D)。この種とA,B,C,D,E種との交
雑により生じた種を含み、A×Bは除く。

２０ 交雑種
K：(A,B,C,D,E,F,G)×(H,I,J)。この種とH,I,Jとの交雑に
より生じた種を含む。

２１ 交雑種 HのメスとAのオスとの交雑により生じた種

２２ 交雑種 21を除いたK

３０ 乳用種

３１ ホルスタイン H

３２ ジャージー種 I

３３ 乳用種 J：H,Iを除いた乳用種

４０ 肉専用種
G：AからFまでに掲げる「肉専用種」及びKに掲げる
「交雑種」を除く肉専用種、ヘレフォード、シャロ
レー、アバディーンアンガス種等をいう。

漁獲統計海区に準じた分類
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メッセージ
メッセージ
項目番号

名寄せ後項目名 コード 意味 補足等

発注 317 養殖区分 ００ 天然

０１ 養殖

発注 318 解凍区分 ００ 解凍以外

０１ 解凍

発注 319 商品状態区分 ０１ 活

０２ チルド

０３ 冷凍

０９ その他

発注 333 取引番号区分 ００
Ｔ／Ａ型
発注時取引番号発番

０１
Ｔ／Ａ型
追加の取引番号を卸が発番（出荷時）

０２
Ｔ／Ａ型
取引番号小売りが発番（受領で振り直し）

１０
発注書型
発注書使用の意味（取引番号はゼロ）

１１
発注書型
取引番号を卸が発番（出荷時）

１２
発注書型
取引番号小売りが発番（受領で振り直し）

２１
出荷型
取引番号を卸が発番（出荷時）

２２
出荷型
取引番号小売りが発番（受領で振り直し）

発注 334 不定貫区分 ００ 定貫

０１ 不定貫

出荷 335 仮伝フラグ ００ 本伝 仮単価にて出荷する場合に使用する。

０１ 仮伝

発注 336 パック区分 ０１ パック

発注 337 法定管理義務商材区分 ００ 未使用

０１ 農薬区分

０２ 毒物区分

０３ 劇物区分

０４ 毒薬区分

０５ 劇薬区分

０６ 毒劇物区分

０７ 高度管理医療機器区分

０８ 農薬＋毒物区分

０９ 農薬＋劇物区分

１０ 農薬＋毒薬区分

１１ 農薬＋劇薬区分
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